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4 木質材料とインテリア

- …家具から造作まで- 建築材料を見る(2)…・

ご建築材料を見るミというテーマに、前回はステンドグラスの現

状と製作工程の実演をみてきましたが、今回はそのシリーズの一環

として、私たちの身のまわりに最も多く、親しみの深い木質系の材

料が、機械化、工業化のなかでどのように扱われ、加工製作されて

いるかを見てみようということになりました 。

幸い高島屋工作所のご厚意により、家具、造作などの製作工程を

同所の大阪工場において見学することになり、木質材料を考える 一

助になればと今回の企画をたてました。ふるってご参加下さい。

( 自然と人間性の融合をテー 7 にした高島屋工作所のナッツスクリーン)

日 時 9 月 8 日( 木) 集合13: 40→解散17 :.  00 

集合場所 阪急電鉄 r; ; j ヒ千里」駅( 終点) 改札出口付近・目標会旗

[参考〕集合所までの交通貨は各自負担のこと

- 地下鉄、明筋線より→阪急千里山線に引きつぎの電車に乗車( 北千皐行)、

または阪急締臼駅より千里山線にて終点の「北千里 J N l 下車( 所要悔悶より約

30分)

・集合所からは高島屋工作所ご提供の貸切ノ〈スで境地へ参りますから遅刻I しない

』と 。

定 員 40名( パス l 台分)

会 費 300円( 飲物代 ・その他)

見学場所 側高島屋工作所大阪工場

箕面市粟生新家805 TEL  0727- 2 9 - 2631 

行 程

14:  00 北千里出発→ 14: 05工場若

14 :  15→ 14 :  30 見学行程、工場概略説明

14:  30→15 :  30 工場見学

15:  30→16:  30 ナッツスクリーンの製造工程の説明

16 ・00→ 16: 30 質疑応答

16 :  30 工場出発→16: 50北千里駅にで解散

〔備考〕

(1)この見学会は同業の方はお申込いただいてもご遠成願うことが

ありますからご了承おき下さい。

(2)工場内での写真織影はお断りいたします。

申 込 往復はがきに限ります。葉警は 1 名に 1 枚限りと し、氏

名・勤務先名 ・役職・連絡電話番号・返信用宛名 ・郵便

番号を記入し、 「木質材料とインテリア」と明記の上 8

月31 日(水) までに建築協会事業諜へ。

4 住友中之島ビ) げ〈インク、新築工事の見学会

大阪の国際都市への飛路発展を願い、昭和10年、関西初の本格的

ホテルが堂島川べりに開業しました 。以来38年にわたり、市民はも

とより、広く内外から利用され親しまれ、名実共 lこと大阪の迎賓館ミ

として浪花っ子の誇りでもあった新大阪ホテルがその役割を十二分

に果たし、昭和48年より解体され、跡地に近代感党にあふれたビジ

ネスピルが建築されています。

関西のビジネスの中枢I也、中之島に誕生間近かのこの建物は雨、

北面外装にハーフミラーを使用したカーテンウオールにより、堂島

川、土佐堀川に挟まれた中之島の刻々移り変わる自然の表情を映し

込み、さらに快適な空調設備と万全の防災設備を完備し、機能性を

追求しながら、延40 ，000ばという居住性豊かなオフィスビルであり

ます 。 またこのピルは外装タイル剥離、 ｾｊ 落防止のための、約 Ｗ ， ＵＰＰ

rrf におよぶ大士尉莫なニュー小口タイル ( 47二丁掛) 先付工法の採用、

可視光線を適度に取り入れながら太陽放射熱を反射、吸収し、室内

環筑調整上、極めて合理的なハーフミラーの使用、旧基礎および松

杭を残し、地盤改良をすることにより、再開発にかかわる諸問題の

解決など、ユニークな設計の意図を十分生かし、本年10月末の完成

を目指して鋭意工事が進められております。

今回は住友不動産( 鮒殿のご厚意と臼建設計殿と竹中 ・鹿島. ｩｾｲ ，ｽ池

共同企業体の ζ 協力により、この住友中之島ピルを見学いたします。

多数ご参加下さい。

日 時 9 月14日(水) 集合14: 00→解散16: 30 

集合場所 向上ピル、西側玄関前付近 ・目標会旗

ただし大阪、地下鉄 ・四ツ橋線 rB巴後橋」駅下車( 西梅

田の次の駅)。 地上に出て肥後橋の北詰の朝日新聞社ピル

の前を西へ約 100 m の住友中之島ピルと 三井ピルとの問

の通りの真中付近

定 員 30名

A .  

"" 

申

費 300円

込 往復はがきにで 1 名に l 枚限りとし、氏名 ・勤務先名 ・

役職( 所属部諜名) ・連絡電話番号 ・返信用宛名・郵便番

号を記入し、「住友中之島ピルの見学」と明記の上 9 月 5

日(月) までに建築協会事業課へ。定員を超過した場合は抽

せんにで決定し、いずれかのご通知をいたします。

建築概要

所 在 地

建 築 主

設計監理

施 工

精造規模

敷地面積

建築面積

延床面積

主要用途

工 期

大阪市北区中之島 3 丁同 5

住友不動産株式会社

株式会社 日建設計

株式会社竹中工務庖 i

鹿 島 建 設 株 式 会社} 共同企業体

株 式 会 社 鴻 池 組 !

鉄骨、鉄筋コンクリート造

地 下 2階、地上13階、m: 屋 3 階

3，792.4401 

2，910.77m'  

39 ，179.7201 

貸事務所

昭和50年 9 月 1 日~昭和52年10月31 日 (26ヶ月)

建築 と社会 / 1977年8 月号 l  



往復はがきに限り ます。禁容は 1 名に 1.枚限りとし、氏

名 ・ 勤務先名 ・ 巡紛 ｾ ｬＱ ｡ 古 併 号 Ｍ・ 返信用宛名 ・郵 便番号を

記入し、「丹波路を行< J と明記の上 9 月20日ωまでに建

築協会事業銀へ。

ただし、パス利用のため定員 を超過した場合は拍せんに

て決定いたしますが、参加決定者のう ち、準備の都合上

9 月28日(水) までに述絡のない方は当日欠席されでも会費

をいただきます。

込申

4 丹波路を行く… …

栗拾いと城下町篠山散策

一一日本建築協会会告

4 会員の受賞( 建設大臣表彰)

このたび下記会員諸氏は、建設界における多年の功績によって建

設大臣表彰をうけられました 。

ここに誌してその栄誉をお慶び申し上げます。

記

光 氏 (小川越築事務所社長)

一 氏 (浜本挫，11)' 工業社長)

一 氏 (中村タイル社長)

ｾ主氏 Ｈ ＩｪＮＨ西挫築サービス社長 Ｉ

邸主氏 (三友工業常務取締役)

二 氏 (竹中工務庖専務取締役)

4 日本学術会議第11期会員候補者の推せん

釆る 11月25日を期限として行われる日本学術会議の第11期会員選

挙について、建築学部門の 全国区候補者として下記の方を推せんい

たしましたのでお知らせいたします。有権者の方は棄権せぬようご

注意下さい 。

( 京都大学工学部教授)

( 豊橋技術科学大学副学長)

( 日本建築協会副会長)

コ
じ

雪

"

武 氏

利

治

正

園

松

健

小 JI !

中 積

中 村

布 袋

細 野

八十島

義尾

区)

横

国(全

最近、私たち周囲において、 町並み保存が問題にな っている なか

で、今回J よみがえる歴史のまちづくり ミのキャ y チフレ ー ズで町

並み保存に積極的に取り組まれている兵庫県多紀郡篠山町の城下町

を見学することになりました 。

同篠山町は城下町として最大規模の歴史的建造物群を今に伝えて

おり、河原町、西新町一帯は務政時代から明治にかけて商業活動の

中心であり、今も昔ながらの武家屋敷や商家の面彬が多数残されて

います。

今回は特にこの篠山町の町並みについて造詣の深い神戸大学の多

測先生にご、同行願 ってお話を聞く予定です。

また、町全体が秋色にそまり、秋の訪れをつげる自然の中で、秋

の昧党である栗拾いを楽しんでみませんか … 丹波の素朴な旅情を

秘めたこの地でこの催しを企画しました 。有 ってご参加下さい 。

日 時 10月 1 日ω-雨 天 決 行 集 合 8 :  40→解散18 : 30 

集合場所 阪急パス「有馬行急行ノ〈ス発着腸」付近 ・目標会旗

ただし、大阪、梅田・新阪急 ホテルの北京、映画館「阪

急 プ ラザ」の正面入口の前方

多視l敏: 樹氏 (神 戸大学助教授)

40名 (貸切パス 1 台)

3，500円 (パス代、 昼 食代、栗林入園料、拝観料、資料

代その他・ 81J に補助あり )

大阪出発→ 9 :  00、篠山居→11 :  00 

栗 拾 い 11 :  00→12:  00 

畳食休けい 12:  00→ 13:  00 ( 揚奈の閉怠をします)

篠山町見学 13:  00→16 :  00 

立杭焼見学 16:  30→17 :  00 

篠山町出発 17:  00→大阪J守18: 30 

主な見学場所と粟拾い

(1 )  栗拾い・・兵庫県多紀郡篠山町 ・新荘菜園

(2)  篠山城下町 (武 家屋 敷、商家の町並 み)

(3 )  篠山城跡、丹波古陶館

(4 )  立 杭 焼 ( 主 に作品を見る )

〔 備 考 〕 ・ 昼 食は地 元で 好評 の 架御飯弁 当を ｩ｜ ｾｦｩｮ します 。

• ｾｦ 白 い は 経 袋 でズ ＱＷ 靴、 手 袋 Ｈ 郁子 などＩをご 侍 参 ｆ さ い 。

師
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賛
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定
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「よろず相談住宅展」

( 明日を育てる住まい)

昭和52年 9 月9 円幽 - 14日(水) … ・・ 6 日間

近鉄百貨庖アベノ! 苫 7 階催場

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪府 ・大阪市 ・住宅金融公庫大阪支所 ・日本住宅公団

・朝日新聞社

4 第14回

期

場

催

援

会

会

主

後

およびプレハプメーカーの

展覧会内容

1 . 大手分譲住宅会社( 合マ ンショ ン)

相談コーナー

1. 住まいに関する建材 ・設備などの展示コーナー

1 . 住宅よろず相談コーナー

l インテリアおよび設備工事などの相談コーナ-

1 . 住宅に関する資料および模型の展示

2  



日本建築協会会告 一一 一

事一 一

ジウム開催

4 青年技術者のみなさまヘ
一 一建 築 学 会 近 畿 支 部 設 立30周 年 記 念 行

ｾｉ 建築構造の耐震性」シンポ
「建築と社会」昭和52年 11 月号の

「第24回 青 年 技 術 者 特 集 号」 の応募について一一一
日本建築学会近畿支部

日本建築協会ほか

日本建築学会近畿支部設立30周年記念

催

賛

主

協

下記応募規定を参照の上、ふるって応募されんことを/

行事、事業の一環

自由に討議する シ

多数の有志の参加

として、耐震計画にまつわる諸問題を

開催主旨

応 募 提 出 規 定

0- 17:  00 

ンポ ジウム形式の企画を行いました 。

を希望致します。

第 1 回 昭 和52年10月 5 日休:) 13:  0  

(第 5 固まで順次開催)

大阪科学技術センタ - 8 階 ・小ホール

( 大阪市西区靭本町1-8-4 うつぼ公園

時日

四つ橋筋北詰)

鍔二 (京 都 大 学 )

良一郎 (京 都 大 学)

興- Dl S(大阪市立大学)

恒普( 京 都 大 学)

一朗 (大 阪 大 学)

胤定殺 (大 阪 大 学)

潔 (京 都 大 学)

文三(神 戸 大 学)

捻(神 戸 大 学)

虞 ( 神 戸 大 学)

実 ( 京 都 大 学)

宏一( 大 阪 工 大 )

舟ー( 大 林 組)

場

内容・講師・スケ ジュール

..6‘ 

. ".  

1. 応募される人は満35才までの青年技術者であって、本会会員に

限ること 。

2. 原則として、本会会員であるすいせん者を通じて応募のこと 。

すいせん者は被すいせん者( 青年技術者) の勤務する組織の上司

なり上長であること。すいせん者が学校教官である場合はこの限

りでない 。 また本人が組織の代表者である場合は自せんとする 。

( すいせん用紙は事務局にありますので、ご請求ください)

3. 応募者は、設計( インテリアを含む) 、計画( 都市計画など) 、

施工、構造、設備、その他の分野にあ って、なしとげたすぐれた

小 線

南弁

自

村

上

日

中

弁

「地震荷重と建築構造の耐震性J

昭和52年

10月 5 日(刻

第 l 図

「鍋構造の弾性解析J

第 3 回

十

多

五

金

辻

r鍋構造部材および緩合部の

力学的特性J

11月 2 日@

12月 7 日(村

第 2 回
実績について、すいせんをうけ、下記の所要の資料を本会に期日

までに提出すること 。

4. 提出された資料は「青年技術者選衡委員会」にかけて選衡する 。

5. r青年技術者選衡委員会」において選衡されたものは「第24回

青年技術者特集号 J ( 昭和52年11月号) に掲載するとともに、記

山田

t可村

林

田

若

南

武

第 4 回

「鉄筋コンクリー ト( R C) 構 造

力学的特性J

「鉄骨・鉄筋コ ンクリー ト( S R C)

構造の力学的特性J

「複合耐震壁のカ学的特性J

昭和53年

2 月 8 日(ホ)

念品を贈呈する 。

6.提出資料

3 月 8 日(村

....... 

λι 100名貝

参 加 料

第 5 回

(1) 略

本人の氏名、生年月日、最終学歴、業歴、作品目各歴など

(2)  選衡資料

歴

会員20，000円、非会員25，000円

(一括申込のみテキスト代含む)

ウム」係宛

06- 443一0538)

日本建築学会近畿支部「記念シンポジ

( 〒550 大阪市西区靭本町1-8-4 T EL  

9 月28日(水)

「コ ン ク リ ー ト 工 法 に 関 す る 指導 要 綱」 に 基 づ

4 工事監理者、工事施工管理

指定研修のご案内

申 込 先

申込締切

(  i  ) 建築設計の場合( インテリアを含む)

鮮明なる写真、主要平面図、概要、設計要旨、その他応募

者の業績を審査するに十分な資料

(  ii ) 計画の場合 ( 都市 ・地域の計画など)

計函図L 計画要旨、その他上に準じた資料

者に対する

( iii ) 施工、構造、設備の場合 ( それぞれの設計計画なども含む)

上に準じた資料

( i  v) その他 ( 行政、新材料開発、著作などを意味する)

を下記のとおり行
( 財) 日本建築総合試験所では 、標記の指定研修

います。

それぞれにふさわしい資料

(3)  青年技術者としてのことぱ

青年技術者としての抱負、考え方、信念、建築観等々

771- 4096 

ま、超過した人に

予定

場は上記と閉じ

EL  

昭和52年 9 月26日(月)27日伏) 2 日聞

いず‘ れも午前 9 時より午後 4 時ま で

大阪府中小企業文化会館ホール

大阪市天王寺区上汐町5丁目 25番 地 T

第 l 回研修 500名( 申込先着順)

ただし申込者が 500 名を超過した場合l

対しての講習会を次の日時に開催する

・第 2 回研修 11月21日(月)22日伏) 会

・第 3 回研修 53年 1 月23 日(月)24 日伏)

( 当日配布のテキス ト代 を合

時

場

貝

日

. 6.  

. " .  

F 畠 『

疋

(  400 字

原則として、すいせん者によるすいせんのことば( 120 字てい

ど) を添付のこと 。 自せんの場合は不要。

7. 提出期間 昭 和52年 8 月31 日

8.  提 出 先 大阪市東区北浜 3- 37 ⑤ 541

日本建築協会「青年技術者選衡委員会」

9. 青年技術者選衡委員会 (52年度) ーー 7 月号会告に既載一一

ていど)。

(4)  すいせんのことば

む)

第 2 日

の庄送と打込み

の養生

による品質管埋

品質管理に 関する試験

工事に l刻する行政指導

内容についてのテ ス ト)

ますL

6，000円

第 1 日

受 講 料

研修内容

コンデリ ー ト

コンクリ ー 卜

試験データー

コンク リート工事と建築技術者

コンデ リー トの種類、品質、材料

午 前

(  9 ・∞- 12・∞)

コノク ') ー卜の

コンクリート

テスト( 研修

( 本会にもあり

コンクリートの制合

コン7 リー ト工事施工計画

午 後

( 1  :∞- 4 ∞)  

訂正とお詫び

• 7 月号25ページ左段「管谷健児」とあるのを「菅谷健児」、

所定の申込書類による

詳細は日本建築総合耐掛川一、。

申 込 先 ( 財) 日本建築総合試験所 T E L (06) 872一0391

申込受付期間 昭和52年8月15日- 9月10日(本年度の受付はこの期間のみ)

〉、

申込方法
29ページ中段山崎敏明さんの社名「辰巳工業株式会社J と

胤 ｝ 門講師Ｚ￥ＺｾＪＭ土」と、それぞれ訂正し、ぉ Ｒ 宅L  

あるのを

びいたします。
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4 関西地方第 3 回建築積算実技教室

のご案内

社団法人日本建築積算協会関西支部は、このたび建築積算技術者

養成を目 的 とし τ 「建築積算案技教室」を開催することになりまし

た。主に、建築初級技術者を 対象 として行いますので、社内教育に

も適していると思います。

期 日 昭和52年10月 1 日ω - 12月 3 日仕)

開 催 日 毎週土l曜 日 午 前 1 時~午後 5 Jl 寺

会 場 大阪市東区博労町 2 - 4 1 中博ピル

大阪府建築士会 l 階101号会議室

定 員 40名

受 講 料 1 名につき会員25 ，000円 一般30，000円

主 催 社団法人日本建築積算協会関西支部

後 援 近畿地方建設局・大阪府 ・大阪市 ・日本建築学会近畿支

音[1 ・大阪府建築士会 ・日本建築協会

科目講師 第1回 10月 1 日 一般事項 ・基本数学 ・概論

2  8 日 仮設 ・土工事 ・杭・概算

3  15日 コ ンク リート ・ ｾ 枠

4  22日 鉄 筋

内藤誠男

植野寿維

内藤 Ｇｉｴｾ 男

内藤Z富男

第 5 回 10月29日 鉄 骨 星 野二郎

6  11月 5 日外部仕上 中川 茂

7  12日内部仕上 西川嘉一

8  19目 。 集計及内訳明細 菌川嘉-

9  26日 建 具 ガ ラ ス 塗 装 ・金属 ・雑 仕 事 窪 田 稔

10  12月3 日建築積算の新しい考え方 生島道春

受講修了者には審査の上、受講終了証書を授与する 。

詳細は、大阪市南区安堂寺橋通 1 - 3 4 - 1 4 (社) 日本建築積算協会

関西支部 ( TEL06- 261 - 0823) へお問い合わ せ下さい 。

4 建築設計工事監理業務報酬調査報告書

今般、標記報告書が刊行された 。 これは建設省が建築士法第25条

に基づく業務報酬基準を勧告するための基礎資料を得るため 、建設

省内に建築設計工事監理業務報酬調査委員会( 委員長 : 市浦健) を

設置し 、約 1 年間にわたる検討の結果をとりまとめたもので、現段

階における報酬基準の考え方の大筋を示したものとして 、注目をあ

びている 。

同報告書は、日本建築士会連合会 (東京都中央区銀座3建築会館 包03-535

4391) 、大阪建築士事務所協会 (大阪市西区西本町 1- 5ー3 扶桑 ピル

ft 06-541-3716) でも領布している 。領価￥ 500. -

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

4 枠組壁工法( ツーパイフォー工法)

住宅設計競技募集要綱

目 的 枠組壁工法( ツーパイフォー工法) の特性を充分いかし

た住宅を検討することにより、本工法の正しい普及 ・定

着を図る 。

主 催 財団法人大阪住宅センター

関西ツーパイフォー工法懇話会

後 援 大阪府、社団法人大阪府建築士会、 社団法人日本建築協

会、財団法人大阪デザインセンタ一、カ ナダ・ ブリティ

ッシュ・コロンピア州 林産業審議会大阪事務所

応募資格 不問。

質疑応答 質疑は受け付けません。 ( 設計条件で明示なきものは自

由に設定していただいて結構です 。)

応募期限 昭和52年10月 8 日仕) 正午必着

応 募 先 財団法人大阪住宅センタ一事務局

〒530 大阪市北区堂島中 2- 30 堂島タケナカホール 3 階

電話 06 (344)  6622番

応募図書 設計図はJ I S A  1  ( 縦約59cm横 約84cm)

ケント紙一枚 に下記必要図面等をまとめる 0

・設計要旨 (1000字以内)

・配置図 九。0 - Y2 0 0  

・各階平面図 為。

・立面図 2 函以上 九0 0

・断面図 2 面以上 九0 0

・透視図( 模型写真でも可)

. 面積表 ・必要壁量計算書

. 内外主要部仕上表

・その他必要と思われるもの

レイアウト ・仕上等は自由とする 。 ただし、写真等を貼付する場

合ははく離のおそれのない構造とすること 。

4  

- 枠組壁工法 ( ツーパイフォー工法) 住宅設計条件

1. 敷地条件

・面 積 200m' 土20m'

・形 状 自由。ただし敷地の一辺が幅員 6 m以上の道路に 6m以上接する平

t也とする 。

・地域地区 第二種住居専用地域

第二極高度地区( 大阪府の規定を採用すること )

建築基準法第22条地域

. !ill ペイ率 "'0  

・容 積 率 2 9'. 0  

・地 盤 良 好

- 下 水 位 放 流

2.建 物

. .f';'l/ 造 枠組壁工法( ツーパイフォー工法) の特性を充分生かした木造二階

述。ただし、建設省告示第1017号 (昭和52年 7 月12日) に適合する

こと 。

・延床面積 100m' 土10m'

・居 室 4 D K 程度。ただし、 和室( 床付) を1 室以上設けること 。

3. そ の 他

・家族柿成 夫婦、子供 2 人 (中学生女子、小学生男子)

・ガ ス 都市ガス

・上 水 道 公 営 水 道

Ｎ ｾ調等 セントラ Jレヒーティングを想定する

・車 庫中型車用

・工 事 費 総 額 800万円以内

審 査 員 委 員 長 西 沢 文 隆

(五十音順) 委 員 新井信吉 ・玉置豊次郎 ・富田卓司 ・宮脇和正

入選発表 昭和52年10月上旬に応募者に 直接通知す るほか、優秀作

品を 10月158 から 10月31日まで、財団法人大阪住宅セン

タ一新大阪住宅展示場内 センタ ーハ ウスにおいて展示公

表。 さらに、 53年 4 月19 日から開催される国際見本市78

トー タルハウジングフェアーにで 、実 際 に 建 設 展 示 ( 一

戸) する 。

賞 金 最優秀作 1席 20万円 佳 作 若 干 各 3 万円



建言苦手! 竺渓う雪ハンドブ、ック発刊

園 建築データシート

日本建築協会創立50周年記念 事業として発行された 「建

築 デ ー タ シ ー ト」 は、類 奮 をみない画期的な技術資料と

して多大の評価を得ており ます。士曽補改訂を重ねて 、現

在 で は800シート (1 ，600頁) にも達し 、その多種多機な資

料は建築の設計・施工などの実務面で大いに活用されて

います 。，，----------ｾ ＭＭ 七

臥l回

.  建築データシートが

ハンドブック版に生れ変ります

... '・s・.'・・

----

このたび協会創立60周年記念事業の一環として 、既干1] シ

ートの全面的改訂および新規シートの増補を行い 、併 わ

せて利用しやすいハンドブ ック版として発干1] 致します 。

修 工 学 博 士 坂 静 雄

.  建築データシートの内容

監

編

発

体

•••• 
集 建 築 テ一世シー ト ハン ドブック 出 版委 員 会

行 社団法人 日 本建 築 協会

裁 A 4判 ( 電話帖 サ イ ズ) 2分 冊， ，60 0貰 ( 予 定)

データシートは建築材料・ヱ法を工事別に分類・整理し 、

記載内容は独自の書式で統ーしております。材料・工法・

設備などの比較・検討とその効果的な選 択に資するよう

編集されています 。

本 文 ・特 糞 菱 表 紙・ 7 イ カ レ イ ド

上 製 本 、 堅 牢 ケ スf寸

圃 発 行 予 定 昭 手 間 年 4 月

固 定 価 2 分 冊 一 式 送 料 は 実 情 負 手E 願 い ま す 。

協 会 会 員 ￥6 ，OOO( 予 約 特 価 ￥ 5 ，000)

般 ￥ 8 ，OOO( 。 ￥7 ，000)

予 約 申 込 は 昭 和52年 7 月 よ り 受 付

予 約 申 込 〆切 ・昭 和53年 3 月 31 日

圃 発刊後のアフターケア

- データシート最新情報誌「建築データシートニュース 」

の 発 行

・ハンドフ ック改訂版の定期的発刊

などを予定しております。

，叶 t " t ' . ' 引“ "して ‘ "的* I't ，¥" t. ' l " :0'1時

脅，，'かして. .を.，‘ I: V') '，崎県副・"・ n ゐ

同 ? げ 叶 棋倒州 島 叫 "¥11. ｾ判印 刷

・，<ょ .，・e. " ' Hト司 錨.，相人ー筒、仰向"を"

この怜鎌倉崎b' : "": ヨ .， 11: . 1・πロたの人 、U  

7 "  ♂峰 、，. . 切る : ｾ＠ ｾ，も !  ｦ，Ｎ Ｂｾ ｉＧｉｾＮ＠ " ' l " 7 Y  

a 同 同 開 r . t ｉｾ＠ ｉｴ噌 ・ ｾ，，ＧｲＧ Ｍ ｲ ｴｴＮ ｬ［ ＺｊＮＮ， t  

に (( 11" 0" ， 叫 ." U O u L ι ぁq 一 川 内 1. 1- 9

納叫・ ｗ ｬｉＡａＧ 鴨 川 ＮＮτ ｄ Ｇ ｲＺＮｬ ｾ ｡ ａ 市川 刷Ｎ ，

巨ヨ

白

"

"

c

o

 

c

 

低
俗

圃

。

印

o

c

"

 

c

o

 

t
t

 

c

 

M

 

C

 

-

R

E

・
2

・a

-

1一
舗

刺

一

回

E

v
e

』

"-

引
-d--

-

a
r

E

，i

 

--

--

M2
 

・

一
一

W

0

・2

1

:

 

同

一・
一
‘

比

川?

一
1

E

-

a

q

-

-

m

一

‘E

・

一

↑
u

E

"

一

飢

一-
一
-

一

叫

一

略

U

一

"-

噌
剛
一

。
E

-

-

一

-
‘

-

r

一

-

一

!

一

宝

引

一

・

旦

巨=日

園三77
フ リーアクセスフ ロア

1 1 1 ft !  I'f. ' " 叫 l

ト恨掲，， 
r  8 1iL 附"， r lL

l  c rl L ft・" ，剛

‘  or u ・e・川 ・Z帥，司会開 巨ヨ

11 ＢＧＷｾ Ｂ＠ ...，.，:司"・... ・11" . " ' - " 0 . . (・"

乞 ，ＮＮ 看守 Ｎ ＮＮＮＢ‘ Ｇ Ｑ ＱＱ 向 ｭｮＨ｜Ｇ Ｎ ｯ ，，ｾ 俗眺

.  ， 市内. ‘r. ‘ーも ".t ・、句毘‘ 崎，佃・，- .，.ι号制'

"¥，"，・叫ーl d，' ' ' ' I ' V' ' '' " ・n，'I1I"¥1I

・巴，..‘ A・' ，，，"'. 1. .. " 1 [ 1' " .  L ，: 

卵.. ｾＧＭｬ＾ＮｉＨＢ＠ ＭＮＺＧｃ ・Ｎ ｾ ＧＭｉＮｾ＠ r  1( 齢‘ E

.， 腕 ". ; 1Ul :  1>.. .... J... .. .  ｾ＠ "".!i. ' !  勺ーヘ，

r  ; 山 川 崎 "

ｾ＠ ，島

‘  "屯'"、 . ' 耐乏 ＢＧ ｾ Ｎｉｉ＠ ｾＮＧ＠ " J  

7'  宅，-." '.  r. ・・ '. .:.・ z・則I -， ｾ＠ ，.. -

.' 一.‘ . a. !Io't‘ f日d 守、，め B

2  rel l - I: ・.・・ a ・・6 ・.. :.. :!l ， '''''1:， n・"

ＧＮ ｏＺｴｾ Ｇ ｈｬ Ｂ ‘ ￰Ｎ＠ Ｎｾ偽・ μ ・"・‘ ，' <. 1¥.. "  ｾ Ｎ＠

'.，: .r . 使';-'-1"，-"・、， ｾ ‘ ｬ，ＮＢＭｲ＼ ｬ ｬ｜＠

両手

， ，マ，ｾＮＮ Ｎ Ｎ， f  -，5. ‘- Ｎ Ｎれ ｾｌＢ

s  ・舗の.. . ・・興 1$. ';: << '.0¥.'" IIL・.1. 1，-"， 1/)，，101. ・・，，: . ft "1 d.  . 11 .1>.... 1¥.. ' : 1 ・"'・・ a

， I  t  ｾ‘ ｾＮＭｮｬｬＧＮ＠ tt R  ・6 J ' - I  j .  .I' ... -.O:r .: 令 n  1 :U ・関7 ・ '，.聞込町" . 1 I闘" . t-_ ，ll 

十" ' 1 (，.  ｾｲ［ ・ ｟ｱ ・ ｯ ".....， Ｎ‘ ・ｾ ＮＺｲＮ 眺 ＢＶ d  欄) 1 ... 'o ｾ＠ .  ..."' .  . '1楓. "・a‘ "・四 " 随

一J・川副ィ，・11- - < ." 仁川 . .  電 噌 Ｇ ｲ ｾ ｉ ，ＧＱ 刷 Ｇ.. “田町 ｾＱｉｩＧｩＺ Ｑ ｴｬＮ ［Ｚ ｴ ｴｾ ｉｉＡＺ Ｋ＠ ， 

・ι ' 川 閥 、 :11120，I!' r 刊."，‘肝 ， /"， ｾ 鍵 ｾ， 1S - '円相 「 れ ＮＮ ｉｉｖ ＮｴｬＮｾ目 、 ，

r."  . " ・的・ .句、I ｾＮＮｴＮＮ＠ 11 ｾ＠ l  ... 省""， .-州 >.1 "，. ' I R J I S・UI I A Il C l Z

ｾ＠ p  ｾ＠ .. “  ' f ' . 8 !I 0 ‘ n  包'" 命令"・I ' 10 ft 電唱‘ l H ' " ω. 111'11" Ｍｾ＠ .ι"箱

崎・': 1. "' "‘ 健制 t1<1，'I!._，-::・".. ，，' J

十"・[.... .-J" ・#t _ I¥_ l i 令。 "'J. Ｇ ＧＧｾ ｉｉＧＺＧ Ｎ ｴｉ ＡＡ Ｍ Ｑｉｉ＠ｾ ， 抽 ＧＱ Ｎｬｲ

S 附品、"' ':' '¥，' 11川崎"" ｾ＠ '. ｾ，ｲｉ ・ ｎ ・ .. ‘  

r・.1 .  ｾ ， ｊ＠ Ｍ ，Ｚ 円 ｬ ｾ .:: !I ・" 1I，:・

l I! tl 1'T ーゐ旬，.ー.，，， ・3司" '、 "τ .，品の g

"  ・ｾＧｦＧ ... 司1.: 110 '" ｾＮ‘＠ 修司， <t l  ｾ，，Ｂ＠

.  .噴・f R .'I: l るい 1I .. ＮｾＮ＠ '.: P ，も '・

1旨‘ 11>- " " 1・‘. “ー H HI. ' . : _ ・ 矛・6

n ‘"・ 4 ‘l. ，" .，. :  ｦＮｾ ‘ Ｇ ・ ･ ・可.. ｾＢ＠ ・"

.・"内"白・，¥' .: ｉ ｾ Ｇ＠ I ι  '- '1<." t 7 'l" f ' ''' J  

J 'l- I I " ・ "ーー、，，_ ，.:1"''' ｾ＠ 箇 1 ，' ，

同 ＮＮ ｮ Ｎ ＾ ・ｾ， Ｚｬ ｉｯｯ Ｆ ・ Ｎ 向 山 市恥 剖 明・・

内"“ h 剖 剛 .

J ' I; .. .'抽....，- J01)，_¥: ，t、、... 蛤也旬凧剣山

... -，('..'"，' ・.，・d・'111. ..，
ｓ 酬 や ｾ Ｎ Ｑ ・ ｍ ・鎗内向 拍 個

F  司Rーダー. 10 7' J ーアタ ".. . 7 A 7 . C1!: ・，.‘ ータ

偲 : 0 .  ｾＧｉＧｉＮ＠ "' I U' ・・ 1 1 1 ' ( < ‘" 

. .・ 4‘眠時三111':" ， "  ) ，. ..' ，・ 111111101・

H J ' ; ι ' &  ' I f j 什t ・2・‘

"  .  ｾ Ｎ＠ - .'， .‘ 眠‘ v・' 町・・・，・q 噌 I L '- ，‘
北 議 産 実 像 式 会 絃

巨tI ' M'Jf j

l  パふ... ".， ・ Ｂ， ｾ， "- ' : 1" .  f  • Utl ・?・.  .  ... 
ーー.

.‘ ・.. ，，""巳a鋼電白骨4 ' ｾＮ＠ • ，，_ I‘怖 I，tl l'.・

， ＭＱ Ｐ ｜Ｑ ＮＮ “ ｐ 司、Ｂ・ｾ， "" ‘ 色

山

』

問

』

向

山

由

』

・司・

且

R

・

・
・

・
司E

暢

暢

側

欄
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本 書 に 収 録 さ れ る 工 事 別 目 次 ( この工 事 別 白 川 現 行 の デ ー ヲ シ ー ト に よ る 分 類 で す。 ハ ン ドブ げ て は 若 干 の 改 訂 が あ り ま す 。)

U . 給 排 水 ・衛 生 工事

水 槽

洗 溜 装 置

ポ ン プ

温 水 ポ イ ラ

湯 沸 鶴

太 陽 熱 温 水 器

浴 槽

ユ ニ y トパス

風 呂 釜

ユ ニ ッ ト 便 槽

浄 化 槽 ・汚 水 処 理 装 置

水 処 理

消 火 装 置

化 学 消 化 続 置

水 噴 霧消 火 装 置

炭 殴 ガ ス 消 火 装 置

3肖且ぽ宝E量{脂

マ ン ホ ー ル・ 排 水 金 具 類

塵 芥 処 理 設 備

f : i f 房器具

衛 生 器 具

そ の 他

7 換 気 扇

8 拡 声 装 置

9 句 話 殺 備

10 表 示 器

11 インヲーホ ン

12 電 気 時 計

13 火 災 警 報

14  自 動車 管制
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特集・埋立地における構造問題一 大阪南港と芦屋浜を例として
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8 法 令 コ ー ナ ー 1 1  6  

9  新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー 17

1 0 読 者 の 頁

1  1  建 築 と 社 会 ニ ュ ー ス

1 2 ス ケ y チ フ ッ ク

1 3 建 築 の 眼

木 11材 料 と イ ン テ リ ア ・0 ・家共か ら 造 刊さまで ー。 住 友 不動 産 中 之 島 ピ ル

の 新 築 工 事 の 兄 ザー会 。丹 波 路 を行く ー架 拾 い と城 下 町 篠 山 J政策 。 会 員

の 受 賞 ( 建 設 大 臣 表 彰 ) 。 円 本 学 術会汲1; i ' ¥111m会L - l 候補者の推せん 。 第

14阿 「よろず相 談 住 宅 展 J ( 1リl 円 をず7て る 住 ま い ) 0  I' j - 作技術- hの み な さ

ま へ 。ほ か

服 部 時 計 応 大 阪 常 業 所 設 計 施 工 : m木 建 設

総 合 的 設 計 に よ る 一 同 地の 建 築 物の 収 り 抜 い ( その 1 ) / 山 田 為 行

不 燃 外 装 材 「 ゴ - 1レ デ ン モ エ ン サ イ デ イ ン グJ /  JI長川怒

1笠而装飾材「 セ ラ キ ャ ス ト J /  J，J.lI!l '二 自11

「建築と社会」に対する 1先行の，1，0  f1，、 た ち の グル ーフ内No.ll ' J>!1内 プ レ ス ト

レス ト コ ン ク リ ー ト 柿 造 研 究会」

“ 新 しい 村 づくり " が テ ー マ の 総 合住 宅 プ ロ ジ ェ ク 卜。

' P R OC E S S  A R CHI TE C T UR EJ 予告Tリ。

' 77年 版 木 伐 材 料 簡 品 デ ー タ 1.s A UiJ 。 第 4 1i 1 旧新工業建築設 p汁競技o

t討の 3舌 シ リ ー ス:' No.34 あ お ぎ り

I詰近 !!!p. 工 し た 新 建 築 9 ＮＧｾＧＮ＠ (No目1279- 1287)

大 学 に 行 っ て も 学 び 続 け た い と 言 わ せ る こ と の で き る 住 教 育 の 芽 を

Ｏ Ｑ 王 ＱＧ Ｎ Ｑ Ｂ ↑貴子 。 資源問題と正ｾ築 料 Ｏ今 何祥自 ＱＱ 。 教育の ことＯ 償山誠 一。

工 f' l ¥表の 中 の 1日開! をな く そ う / 須賀 栄一。

特 集 = 埋 立 地 に お け る 構 造 問 題一 大阪南港と芦屋浜を例としてー

総 論

1 4 埋 立地税と梢造 貝 戸 俊一

各 論

1 6  大阪南港における;埋立地獄と工法 木 山 正 明

加藤 裕 造1 9  芦屋浜市府住宅プロジェクトにおける埋立地 僻 と工法

問題点

2 7 均 立地 盤 に立つ上部構 造 物 問題点 とその対策一 石原左内 ・青柳英之

3 1 構 造 の 頁 38

3 2 設 備 の 頁 37

3 3 施 工 材 料 の 頁 38

3 4 都 市 設 計 資 料 22

4 1  若 い 会 員 の 集 い レ ポ ー ト

4 3 月 報

. 7 月号 (会 社 暑 中 欄) 訂 正 と お わ び

同 志 社 大 学 ハ リ スI' g科 'Miii の 保 存 / 令 滞 正 lリ1

!!i ・湯 川 の 材 料 と 防111j / 糸 fI 進

Ｑ Ｎ ＱＢ ぶ郵便 局の 外崎保存 一工 事呪 Ｎｲ ｊＯｾ か らの、 ｾｊｩＯ［Ｍ . そ の 2 / 観 音 克 平

ブ J レー ウ ォ ー タ 一 作 ij'従 1  / 神 戸 行Jl rl i ，没，H資 料 研 究 会

卒中戸 ， ｬ ｴ ＧｊＡ￬Ｍ ｉ ｉｉ ｔ を行く ＮＮＵｾ 人館・ ローズガーデン /  '1" 川 一 ・長 i/u光 二 自11

. 大屋ょ'U' H ' 稲 山登

円 本 建 築 協 会 }-l r:nの 助 き ( IIfl .f; 1152
1
1' .6 )  1分 )

11( 1利 52 11'-7 }  1片の会制トtlf -1: ' の持' 1=' 欄のうち 、77頁 の 「 株 式 会 社 あ め り かl五 」 さ ん の 社 名 マ ー ク が 上 下 逆 に な っ て 誤

っ て印刷されていま したことお訂正し、あ め り か 屋 さ ん に ご め い わ く を お か け し ま し た こ と を 深 く お わ び 申 し あ げ

ます。 今 後 こ う い う こ と が ♀ い よ う 努 力 い た し ま す。



服部時計庖大阪営業所

設 計 施 工 清 水 建 設



所 在 地 大 阪 市 東 区 博 労 町 4 丁目

敷 地 面 積 901. 33nt  

建 築 面 積 539. 23nt 

延 床 面 積 3. 371. 72nt 

構造規模 s (床 R C ) 、 6 F 、 P 1

工 期 昭 和51年 8 月 ~昭 和 52年 5 月

外 部 仕 上 11若 結 晶 化 ガ ラ ス 張 ( ネオパリヱ )

2 階 ~答 屋 P C版 吹 付タイル

大 阪 は 雑 然 と し た 灰 色 の 街。 その ，*，にあ って 御堂筋の

スカイラインとイチョウ並木はひときわめだ って美し

し 淀 屋 統 治 ら 本UIJ J )  t.: IJ ま で 一 一 1
ルそれぞれファサードに趣向を凝らしながら完成され

た' tifl 市景観を作り出している 。

この建物はその御堂筋にあって本町と心斎総の中ほど、

周 辺 の 街 並 に 統一感 が 欠 け る も の の 、 難 波 神 社 の 鳥 居

正面に位置するという好条件に恵まれている 。 自社専

用ピルということでやや低い建物とな って い る が 、 衡

の公権J l に積極的に |湖 わるという主旨に変わりはなく、

御堂筋の展 開図に 何 か加 えることを念頭に 外 観 をイメ

ージした 。 当初よりのイメージは、「いちょう立t 木に 11)1と

える臼」というごくあたりまえの発想ではあるが、更

に刻々と変化する光と陰の変化を取り入れることを試

みている 。 P C版 の特徴を活かして外談会面に打込ま

れた紺l かい凸リプ模様が、白い l吹付タイルとグレーペ

ンによるニュ ー卜ラルな壁面にさわやかな表情を与え

高 橋 微 爾

歩 道

11者平面図 ' j 目 。
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総合 的設 計による一 団地の建築物の取り扱L 、にっし、て( その1)  

既 成 di 街 地 における大規絞住宅1 : 1:1地 川[ili[ のj(1)11[ に

Ｑ ＧＱＧい、法 ＸＶ 粂の適 ｭ をｾする ｱ Ｚｊ ｾＧｾｊ または ＫＱ ＱＮ淡が利ｼ

ついでいる' ; k 状である 。

このためμ，86条 の I見定 による 11え認可I ｾ ，Ｇ［＠ f- ｾｾＧｩ を ｉｉ ｊＱｻｬ世

にし 、，:I"[Illi rfiI を総イ'i (1サ.!-U也か ら折半字 、l J I1，i' し、良

好な卜tl.t也，il i111i へと. ; 先導するために II({ 利51i1二 3 川 に

大阪 ｊｻ Ｇ ｊ 主 ｊＡ［ 築ｾ ， ｾ準法胞行制ｬＡリを改正 し 、法 ＸＶ 粂 の ｉ 見

! & 築基準法の 集I，tl 的 規 定 は 、 隣 後I也に どのよう

な 述築物 が 建 てられるか ｨ ｬＡｩ ｬ できないことを ｬ ￬￭ｪ Ｍｴｾ

にして、原J ! l 1的 に- iJxJ : 也単位 を法 準 として f，'!i l&さ

れている 。 したがって一 つの 同 地 を総合 的 に説，i I

した 均合に、 立 ｊＡ［築ｾ ， 主準法 のよ見定を形 式的 に 、償ｼ々

の敷 地 に 分 けてj即 日す れ ば、夫容 が な い に も か か

わ ら す r 1i ｛こ ｴｌｾ ｩＧｪ ＱＡ するということが， 包 こる 。

たとえば公幻、公トtl、公 判、1. 11地 の よ う な 総 合的

な設計によるｾｾ語が行われる場合には、個々の住

棟 が辺J ? f ) に必ずしも依する必 要はないし 、谷村[; 1111

| 坂、斜線; J jl IJ 江戸子についても個々の敷地 に対して適

用 する 必 要 はない。

したがって 判 定 行 政 庁 が 法86条 の承認をする 場 合

には 、全体 を- iJx. t 也として収り扱い、個々の i M自

の 隣地 境 界 線 に と ら わ れ る こ と な く 団地 設 A に対

す る 総 合的 判 断 に必づいて法の適用をすればよい 。

そこで大阪府で現 花 巡 JII している法86;民の 取 り 扱

い に つ い て 説11)1 していく 。

1  . 承 認 申 請 の 明 確 化 ( 法 86条)

総合設，i I による ー 111地 の主主築 物 の 取 り 扱 い に つ

いては、特定行政庁 が 安 全 上 、|坊火 t および術' 1 = :

上、支防がないと認める ｪｊＯｾ 合に適用すると胤定し

ているが 、 然記、に ｼ見 ｬ す る Ｇｊｱ Ｉｪ処理 について、 ＯｦＮ｜ｾＡｊ， 、

Ef If，I'; 手続もなく 、111f，1'i があ った場 合 に 適 宜 ，!? 'W鴇:

TE、 指 導 等 を 行 い 、 建 築 t Ｇｲｾ およひ、 関係各課 との

調もきなどにより判断、 j辺灯l してきた。 しかし 以 近 、

別表 1

線三ミ費l j 三号のニ〈第二ト九条のニ関係〉
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年6 工 制 定 期 間 |草月 昔| 嗣

7 管 理 形 態 l

承 包 を 要 す る l

理 由 l

米 大 阪 府 受 付 帽 ;主{ 承
認 証

色 目IJ 中 分 : t4i 小 分 :W J肉 ｾ＠

J也)jllll 家施，没 府県Ii" ' . /.主判所 刑務所 . ，t ，先 'I' j ' 公1' 1' . 将努将司、;

J長 色
{  品 ノ晶、、

'3 
([ di f.本施設 市役所 ・rJ i会活 'If :lli: '  iii l山手f呼

JJ.li ィコ Jj't!! ;j :主 Ｑ 官官 ｾｩｉ弓 ・ 到Ｕｦｾ )n} .  Ｇｾｕｪ ｬｩ 局 ・ 放送 Ｑ ，， Ｉ べ Ｗｲ

供給処flll 施設

a: Ii'ic: di jJ，) 火葬場 ・葬祭場 Ａ村殺Ｎｴ ｊＯｾ .  ｬｩ 恥峻 処 ｊＡ ｉＡ 品 Ｑ ｾ • 

こ げ 茶 色 運輸供給 ｊ ｪＧ ｩｬｩ ｾｾ
ガス工Ｎｴ ｍ 変電所水道胞設汚物処 ｦｾｕｮ ｾ Ｚｦ Ｇｩ

駅-:7 停 Ｇ ｉ ｉ Ｎｴｊｾｾ . 電車 '1i. /)15 ・I' [mりII' P.'ji .W . ＱＮＱＧ Ｑ ・ Ｑ ＷＮ業を Ｇｩ［ｾ Ｎ
A! IT愉 Ji' ili ，没

む合)! j i . 等

数 行 飽 設 小，，，;:校 ・'1' '';:: fIi その他の' 主校 ・教問所 ・後lぷP/i.::c，

研 究 施 設 研究所 ー試 験 場 気 象 台 ・天文台 ・測候所! j ;

文 化 庁 極 投

区13館 ・博物館 ・美術館 ・背楽堂 ・物J' i' i隙ダ11館 公

民 ￱￺ ｾ 平
主主 色 文教厚生』包設

宗 教 J ttli 設 神社 ・ミ寺院 教会等

記 念 F低 投 j111宝保存建物 (城 古 住 築 物)

運 動 施 設 i本ffliil .  ｾｪｈ ＡｩＮｴ ｍ＠ スタンド写

社会保泌施設 保育所 ・縫 老 院 託 児 所 ' f吐f・1で令

だいだい色 病 院 胞 設 病 院 F低 投 絹院 ・縦 長 所 診lf;iPfr 医院助i ' i ' i Pfr ，f以i住所TT;

，'M 色 興 業 nt五 設 ＡＡＧｾ＠ 1i I i 包設 劇場 11史l曲向j ' i ' 演芸. tM スポー ツ興業JLiT平

紫 色 ｉ Ａｉ 止ｻ谷Ｇ，ｾ ｾＧ 業ｊｴ ｴｬｩ 設 風俗' : : -¥' 業胞設

1斗J!I! I五 1:'ff，- . n座敷 カフエー ・ノ〈ー ・キ ャバレー

舞踏. tg . ｾＧｈ 宮教胃所 ・ 遊戯Ｎｴ ｍ Ｎ 旅館 ・ ホ テ ｊ レ匂

赤 色 販売尚業F面設

集合l仮光施設 斤mi; ' " ーケ y ト， di均等

一般! 月詣lihi低投 小売庇古I i '  ｾ｛ｊ Ｕ Ｇ｣ 庖昔日 Ｍ 飲食応 ・ 浴場 ・ 限界 Ｚ￟ 存Ａ万ｾｾ

ｾｨ＠ 色 業 務 施 設 1i f:)j Jttli 設 銀行 ・ 会社 ・ ｉ ｲｾ 務所等

独立及- ，'主主 一般住宅 ・長居住宅 ( 寄街合 . F7fi1:i1 策等で ｊｦｾ ｗ

EL 色 住 居 F也 設 f上
F毛a  ｉ ｾ 住宅とみなされるものを合む Ｉ

集 合 住 宅 jJ<11i 1住宅 ー重 層 住 宅 寄 宿 合 ・公日住宅""! ' ; ;

EE 林 色 J;A i明l 業 f厄，没

決1 i Jttli ，ll!: J::1:' .ゑ ，j窄乳幼 家畜釘，Jj渡所 . ｩ ｾ Ｗｴ ｾｾｊ｜［＠

漁 業 F低 投 ｩ ｦＮＨ｜ｾ Ｇ 漁業ｊｴ ｴｬｩ 設等

11 色 工 業 J ttli 設 工 業 胞 設 各種工ILi - 作業場等

色 そ の {出 物 i!1 .  ii'l .tM t: 屋

定による I]X，W，II :J ｾ ， Ｇ ｩ＠ ｬ あ ｴ を ｬ リ ｉ ｦ，Ａｾにした 。

2. 承 認 申 請 要 領

1  )  ｊ ｦＮ｜ＮｾＺＲ，＠ 1"1' ，1，'1  .1: :，.. .…・ ・正 本 1 述、 高IJ 本 1 通、 IH ・

(写 ) 4 ，虚を 佐川( 別表 1 参!!(O

2) 1作d ーを受けようとする f盟由 .If … ...... f
1
llll l ， ｉｾ は

i) IJ iゑとし 、ノ存ijt、を受けようとする f
1
lil 1l を洋剥u

に記入する 。

3)付近比取| ヌ|

a ) 見I収l支トー・… )J 位 、 道路 、 Il t%とな る地

物および自Il rI 'i ，iI 画地 域(m途地域を li: 色す

る) 紡) - ( :  1/2， 500 

b ) えJ ! ; 築物川途

日Ij IJ ! .況|苅… … ・・・ 敷地境界線より 200Mの 純

IJ Fi の立J ! ; 築物を m途 ))11[ ニィ守色する 。

紡尺 : 1/2，500 (別 表 2 参f ! t! )

4 ) 岡村i ぷ…一 Ｍ 各額面 ｦ ｬＧＱｬ見 ｬ 係を ｾ ｾｾぷにする 。

5) 配; 丘|苅… .. ・・縮 尺 、 )' 5位、 iJ X.i 也の 境w線 、J.t l  

地 内 における挫築物の位 也、 JTJ l金、-I，Yiili およ

び附数 、 ｲｬ Ｍ ｉ ［Ｑ ｾｊ に係る娃築物と ｦ 也 のｾ築物の Ｉ Ｉｉｊ 、

別表 2 建物用途別 現況図凡例

⑩ 

Z時

"  
語;

'" 

欄

I並111. 】 m聞のめる網はI e入し'. いで 〈ださ い.

8  他築 と社会/ 1977年 819 ，;-;

政I也の 依 す る 道 路 の 位 ;i qお よ びlt r. ¥O、、1E びに

隣接主J!; 築物の円己目状 況

6) U' i 半面|主ト ・… ・・・・縮 尺 、 ) j 位 、/liJ l訳、 会主ーの

川 途および図的花びにと Ｇｴｩｴｬｾ 分の、 ｨｬ

7)  ｴＮｾ，立而絞 …… ＧＧＧ Ｊ ｬｩｉ代 、 ｊｈｉｉ 1  ［ｾｉｉ の位位

8) 主要 l析Itii 1ヌト……・縮尺、 建 築 物 のlぷの [ 11) さ、

'1[ 1' の ，:目月 さ、 および 、全体の I::i さ、 iJx.t也ltir 而を

併記し 、斜線; J jl Jl 泌を s記入する 。

9)  1  Ｂｪｲ ｾＱ ヌ ｼ ・ ＮＮ… 冬至 ＱＱ の Ｇ Ｑ ニ ｬ￬￭ｪ 811:) から 午 後 411. f

までにおける II :j 診を 1 11，'i 川 ご と に 記 入 す る 。

10)助手泉 ，H[IJill "卜.，..・ H ・歩行お( ，' i ' ) 、 一府立 '1[( ね )、

Ａ緊 Ｚｾ｜ｬｬｬＨ 赤 Ｉ 、搬 ＩＱＱＱ Ｑ 人 Ｇｬｬ Ｈｾｊ Ｉ 、 の ｦ 山総 を ｊｩＭ 色する 。

11)  tlJ t&1、汚ノk

処 f)ll，n-I! lli l文1" ，…・・トーIJ<迫 法 による札LI '日ID &の

JLi fT においては、 ｼ ζ ノ Ｇｊ＼Ｔ ・ ｾ￭ｾ ーまでの 配作 品 ｩｬｦｦｩ お

よび ｼ ご ノＧＱ＼本 ｾ￭ ｾ の名私、 、ｬｪ［， ｉｉＧＱ 不 ｬ ポ浄化れ Ｂｩ をＢ生 ［ｩｦｬＺ

する ｪｾＯ ｾＰ は 、 当該 Ｈ ＱＧ 化 ｦ ｜ う までの円 ｌ ｾｾ 経路およ

び処J l ll iiE力 をi¥c人 する 。

12) その他 、参与 となる| 文l J f - … ・? ? 約 .If 、被分

"左右 との契約 ，1; :( 案 )ウ;

※ 切な ・Ju司

( l)iJ l，; ，' ill キには、将米 μ1I曲 を合む全体，: I" lllJ i をlリl陥

にすること 。

Ｈ ＲＩＱｊｸ 地価肢は、ｊｬｦ ｊ づき許可下による公 ｉｾｉ 、総 ｊ 也ま

た は 、 広 場 等 のI面的を| 徐いたJ . t l地 l伺似 と す る 。

(3) 芥 ，h'1'{f および第一位 t t.J.':i ， ＮＱＧ［ＧＱＱＱ 地 域のｾ ぺ い ［ ＴＮｾ

については 、(2)で 算 定 し た 数I也而仙 により算

定する 。

(4 )第 一般住民、It 用 地 域 以 外 のm途 地 域 に お け る

ｾ ぺ い率については 、 ＱＱ ＮＮｉ ｛ｾＧＺｪ Ｏ ｬＺｾＺ ｾ 築物の集 Ｇ Ｑ ｟ Ｑ 配

￼￯ を防止するため各生 ｊＡ［［Ｈｾ 物ごとに仮［ｬＡＮ ｬｩｊｸｊ 也を

1U定 し て 認 定 す る 。

(5)/ ]XWI麦、 川l面変更がある JLj 介には、 IJμ II Ul を

すること 。

(大阪府建築部建築指導課 山 田為 行)
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日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

4新 強 制 紹 介 No. 30)  

不 燃 外 装 材 『ゴールデンモ工ンサイデインク』

日 本 ハー ド ボ ー ド 株 式 会 社

本 社 〒455 1'， ，J， 111 rli iJJ  1><: 沙 11: 測r 12  I昨J也T E L 052- 381- 2811 ( 大 代)

大 阪 日 業 所 〒 ＵＵＰ 大阪市州 ｉ ｬｻ ｾｴ ｬＯＺＡＡ ｩ ｛ 御池Ｎ￬ｬｬｩり Ｑ - 30  T E  L  06- 532- 2391  

従 米 の ';ii ぷの外袋材は、午7441ス レート、令/ ，of : ' 似な ど

! こ代 J :r. されるごとく、 自主 lこnI!i UI :  (特 に 加 U'I: )

に劣るものが多いが、 lal 丘、日; 問責マグネシウムを

t/ J;I H と す る 不 燃外 袋 材 ( コ' ールデンモエンサイ

ディングＩが ＱＱ 本ハー ドボード ｛ｾ Ｈ 株 Ｉによって

'lorI'i 、1bじされ て い る の で、 こ こ に 紛介 す る。

国 商品仕様

ゴ ー ル デ ン モ エ ン サ イ デ ィ ン グ は 、 i会袋をI/I ! i した

〔塗装タイフＩ、 ｉ Ｑ ー Ｑ Ｎ け Ｎの 色 を ｉＧ ｉｉｉｊ に選択す る ｕ ＡＡｾ

分 類

不j If，材料

不燃材料

日i :k，終IE

ｾｉ ｩ 火柿 ｊｅ

建 設 省 防 火 認 定 一 覧 表

認 定 番 号 品 目 名

不燃( f 国) ii¥1275月

ハル 7ili 入炭般マ グ

不シウム似

不燃(f国) ￬ｩ｜ ＱＲＴＳｾｽ＠
J 、ル 7 浪人j長般マ グ

ネシウム 桜(化粧)

ハルプ出入山崎マグ

防火;r; 149月

手シウム ｾｕ Ｈ 12 缶四叶

叫活けりい本わ泣ド地防火情

パルプ出入山崎マグ

防火 ｾＱＹＴＯｽ
キシウム tli <12mm) 

Ｇ［ｉ ｾ りイ、宮、 ド ｊ ｴＡＡＮ￟Ｉ ｪ 火 ｉ ，ｾ

Jt!( タい宍}

続 要

，t: 似

7 '1 ｉｽｽ レ ｭｾ ＺＱ

呆f世3査

本j;] ドI血

イZ燃ドJ血

Ｈ Ｗ Ｉ 月 Ａｾｩ ＧＷｬＡｑ タイプは Ｑ Ｑ Ｚ 1.. げが1 ' 1111 に で き ま す が、

胞 工 後 は 、 必 ず 塗 装 す ること た だ し 、 セ メ ン ト

系 権 料 は J，q ，j"と'，' f i /i'1'I: が:lli い の で 、 ア ク リ ル 系 、

エホキシ系、シリカ系・2全料をF也工すること 。

・ 物 理 的 性 能

( ゴールデンモエンサイディング( 外 股JII ))

1買 自 単 位 数 値 試 験 方 法

Jt ;r( 0.8  

I，t  Kg/m'  10  

J IS曲 ;¥- ¥408

T会 談 タ イ フ 〕 の 2 -1重mを1E' /1じし て い る が 、 そ の 11: (2) 仰[ 1 ' 1:、加l工 作 は 木 村 と 同 れ1iI. 。

IUI げ破 I出向 fi Kg 115  
(3 '; 1式再突f<ド}

IUII t "ヤングf，Hl Kg/ cm'  36X  10'  I，;J 

般を〆J d- 切ll!J iは 汗 j迅の 鋭 、シ グ ソ - ，.，' [}jljJ ソーなどで作品』に

ijj '，l 試 験 cm. Kg 90 

J IS-A-5，103 

(  I  k g ナ λ 明 t，. もり}

I頁 目 塗 装 ヲ イ プ 未塗装 9 イプ

形 ｾｫ＠ Ili 似

}i ffli hU工 7 7  1}} レリンン fl: 1:lt Ji i ( li ンーラ -IIII _!:

サイズ (mm)

12.5X 455X3030 

IA112.  5X 455X  3030 

11干さ×制 x Ｑ＾ｾ さ Ｉ 113112.5X930x3030 

継 r IJU工 1(liJi){り {t 決り加11.

11¥11而Ji){ り介( kり hU[  

的 IfliJ i){ t) 合決り IJI 川ι {Iし

でき 、 カ ン ナ が け は も ち ろ ん 、 釘 打 ちも IIf 村 に

こ ま か い お さ め に は カ y タ一位J l l o

(3) 耐 久 性 保 作。

欽似や，j c t ' l材 料 の 綴 に 11街 蝕 し た り 、 モ ル タ ル の 般

にヒビ. ，lf リれの 先 生 す る 恐 れ が な い 。

(4) 俊介昨日が合ik りされ、コ ー キ ン グ材 を お古布す

釘逆 'JI 紘 抵 抗 Kg 

h  ，、

*  
Ｑｾ＠ %  

吸 本 'il %  

峨水lをさ変化' i l %  

然 u; ，"1- ..;! KcaVmh' C  

遮 i'i" 性 dB/500Hz

90 

J tS・A・5910

( モエン$f )

2  J1S- A- 5418  

20 

J IS-A-5418  

ＨＲＵ ＢＱＺＺ水 ＧＱＧＲ ，， Ｑ ＱＮｾＯｉｉ ｉ Ｉ

0.09 

J IS-A-5418  

(25" C 水中2. 叫rm哨 本 袖 }

0. 12  J IS-A-1412 (25'C )  

ｾｾｾ Ｇ ｦｩ 円 心部旧 ＸＧ ［ Ｎ じよる

36 
{グヲ λ ウー ル5( ) nm. li 刊-

［ＱＺＭ ド ｬ ￤ｲｶｮ ｬＱＩ ｬｾｻ｜ＢｉＺＧｾ Ｉ

るI1 般 に な っ て い る の で 附 仕 舞 の 対 策 を し て い る 。 この製品は通尚 ｲ ｩＧＨｾ大同認証ｾｊｲＱｴ ｬ ｈ ，ｪＢ認証高Ｚ I  }76706 

な お 、 l面i収り f'i ik り1111工を』回したものは、 1(II 々 介 (5)  filt *lii i t が 側 め て 少 な く、 ラ ス モ ル タ ル な ど の に な っ て い る 。 なお、紙i而の伺l f i Ｑ Ｚ 、施工 安佐 ｪｾ ど

わせ 4 枚 l キIl で 州 包 ( 令 虫 itt 約 60kg) 。 級 に 舵 燥 収紡 に よ る キ レ ツ が人 ら な い は i何 時 し ま し た が 、 詳 細 は 1: 記 の 迷 材 事 業 部 へ お

・ 特 長 (6) 外 装 材 と し て の 断 熱性と逃- r } 性を合わせ1.'f っ 1: :1 い 介 わ せ ド さ い 。

( 1 ) 防火、耐火性能に優れ ている でいる 建 材 委 員 / 藤 川 慧 ( 11 本土1l 築総合試験，1，庁研究w

〈新 建 材 紹 介 No.3 1)  

壁 画 装 飾 材 『セラキャスト』

近年、建造物は' ，1;;; に 経 済 ;1i10J のう つ わ と し て の 機

能 t' l : のみが必ボされ、外装材料もタイル、イ7な ど

芸 術的淡i I I IWI: の向 い 材 料 が減少し 、 機 能 (1旬、総済

的ーの，:"i j l.、 l次イナ材がI行IJII した 。 l次十l 材 に 不 足 し て い

た 芸 術 的 装 飾 性 と 居 住 性 を 加)1床しより - M、タイ

ル 、 石 の 持 つ世 界 に 近 づ い た の が セ ラ キ ャ ス トで

ある 。 セ ラ キ ャ ス ト は 、 従 米 の セ ラ ス キ ン の )i; 紅i

と性能を ｊ ，ｾ縦 としてＯｬ 日 発されたもので、 Ｈｩｪ ｬｎ 状イ｛

色陶磁伐と アク リル樹脂を泌介、 ｾｬ ｬ ｾ 而に喰 ＮＨ ｉ ￯ し、

銀でキヘＧスト状 ｬ こ ｴｬＺ 卜一げる ＱＱ Ｎ次イ ｊ 材である 。 機 ｦ￬ｾｴ ＧｬＺ、

経済1 ' 1 : よりも袋si l WI : を要求される. i l l 築の暗[ 而には

非 常 に 而 い 適 応t' J : を有してし叶 。

- 特 長

( 1 ) 非常に袋飾性がおし、 。

(2) 多彩色が ￭ｾｽ られ変退色がない 。

(3) J・4付 fl: ｉ ーげのため、多少の ｉｾ . 1也の: 11. ¥さは カ バ

ーすることカずで、きる 。 また、 1t i k: 冬f l: 1てI f ヵヲ日11: 1  

げ と な る た め l次イJ ム ラを 作 材 に 修 正 す る こ と が で

きる 。

(4) ゆ「ノlくt' l : 、而.t アルカリ1 ' 1:1ニ{ 垂れている 。

(5) 刷Ifl 長柑ーに{ 愛れている 。

.  種 類

種 類

{ 1 ) 七ラキベ・見ト S 型

ＨＲＩ セラキペ・ Ｑ 卜 ｍ ｾ 辺

ＨＳＩ 七ラキベー見卜 ｌＱ ｾ

(i ，t)  m裂はは F I次き、

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 干 564 大 阪 J(.f 持{ i  11 rli *  ))') I{.f 1  T  11 3  1ft  6 け T E L 06- 340 - 9131  

点 M 〒 102 Ｊｊ ［ Ｈｍｾ 千代日 ｬ 区平和 ｉ 町 Ｑ 1115 の13( r I 本総合ピル } T E L  03- 265- 8888 

.  適 性 被 塗 物

モ Jレタ Jレ11: 1-. 而 、 コ ン ク リ ー ト 而 、 P C板、 A L

C 板、 ス レ ー ト 板 な ど セ メ ン ト 製 辿 材。

園 塗 装 方 法

(1) 素 地 調 終

エ フ ロ レッセ ン ス に よ る (1粉 、 未 明j化セメ ン 卜粉

末、 JJ 持政、 ill .l JJR、 汚 れ な と' の 紫 I也付45秒J を完全に

除 去 し 、 ク ラ y ク、不陸、 !lioJ'¥な ど は 左 r' ，工 法 に

より ，U，可幣する 。 京地をよく舵; 燥させ、合木本 10%

r r F 、 P H l OU r とする 。

(2)  ｉ ｾ 吹き

起き材を it'l ノjくで 3 - 5 % の 純 聞 で 希 釈 し 、J党 伴 混 合

後、 1  1"1のI次イ白I にで紫地が隠首長す る よ う に ス プ レ

ー塗布する 。

a )  jifr ｾｾ＠ 111 ・2. 0- 2. 5kg I ば

b}  塗3主総共 : Ll f圭3 - 6 mmのリ シンガンキ

b)  塗 Ｓ 主総ｾｾ Ｎ :  I- ){壬8 - 12mmの ロ ッ ク ガ ン

c } 空 気 圧 ・1. 5- 2 .  Okg 1  cm 

d)  塗装 ｾｬｩｊ 維 Ｚ 30- 50cm 

(4 )  i世flIi え

|ゴ吹 き完 f 後、ステ ンレス製銭を縦償卜文字: に移動

させま日 ｾｉｪｬ えする 。 銀事 ｪｬ えのタイミングは、ＢＩ［ｬｊｴｬ ｊ にお

い て は 卜. 吹き l江後、冬J t l Iは2 0 - 3 0分を椋司監とする。

令工. f1 の 作 業i止は、 10 0 m' / 日13 人である。

.  性 能

試験項目 E式 験 結 果 I i ( 験基準

低温安定性 良市在 し J 1S-A-6909 - 51>常温3サイ 7) レ

1' J材枕降性 5 %以内 J 1S-A-6909 10%以内

耐洗浄1 ' 1 10001"1.% i;i. なし J 1S- A- 6叩9500阿

f.t .{J 強さ 11Kgf  /  CnI J IS- A- 6鉛9 5 Kgf / cnI以上

耐 本 性 l カ11間異状主 し J 1S- A- 6鈎996時間i' H/l

耐アルカリ性 l カJ: IHi I巽常者 し J 1S- A- 6叩94{陸8' 相110水a制dhttカルンウム}

促進耐候性 印0時Ull 誕百t なし J  1  S- A  -6909 2501l t) i l J 曝詑

c } 空 気 圧 4  - 5  kg  /  cni ・ 今 後 の 研 究 課 題

d)  会装 ｾＵ ｭｦｾ ・ Ｓ Ｐ ＭＵ Ｐ ｣ｭ (1 ) 談fii li"l' l: をI巧めるため、 イl 機 n結 合 材 を 伐 川 し

1:吹きまでの塗装/ 1: ] 隔は、下 I! j ;材の指削! 陀燥 とし、 て い る が 、 そ の た め 不 燃 材 と は 言 い 仰い、 。 従 っ て、

20. C において 311ぷIH l を燃準とする 。 無機質事Jif守材とイT機伐材; 令材の j)f JTI に よ り 色 調 と

(3) I.. I!吹き 性 能 を 低 F さ す こ と な く 、 不 燃 材 と す る こ と が 望

t会材を j，'I ノjくで 0 - 3 %の rrtti 聞 で 希 釈 し 、 i Q持 泌 合 まれる。

後、ロ ｹ クガンを 使用して ｉｾｊ 脱線 ｉ 吹きとする 。 上 (2)  li l ! i 工技術 11の 技 能 に よ り II 上りに差 がiHや す

l吹 き は 、 本 胞 工 に 人 る (IIj に 必 ず 試 験l吹きを行い、 い 。 予 づく り的材料共通の仏ｾ }，l:i，でもあるが、この

バターンを ｾ￯ｬ じよ告する ｯ ｾの改 Ｎ ＱＩ 干がＧＱｊＮまれる 。

a}  I' Ji. 必1
f
t : 2 . 0 - 4. 5kg /  m'  建材委員 Ｏ 星野二郎 ＨＨ Ｑ附 ｲ ｦＮＮ ｩｬｩｾｾ ， Ｑｾ ， Ｑ ド ｬ 哨所代 Ｎｊ， 取締役 Ｉ

地築 と社会/ 1977iJι 1) η 9  



学 生 都市 再 開 発 、 音 特 設 計

軌 ぎ1子者では 、 吉 村山頂三 、 西 山タ11三 、 大 久 保

昌 一 各 氏 の 要 望 が あ げ ら れ て い た 。

最 近 特 に 関 心 を 持 っ た 特 集

従 来 よ り 身 近 か に 課 題 と さ れ て い た も の 、

( 結 滋 防止 対策 と 断 熱 材 料 、 設 官iii か ら兄 たi 4! ;

築 の 問 題 点) 。近年 社 会 的 関 心 の i::':; し当もの、 (辺5

築 11}5災 と 法 、 騒音 対 策 と 防 音対 策 、 市街 地 絵

師i ) お よ び特 殊 建 築 物 ( 図 内 館 、 医 療 施設)

な ど が 注 目 さ れ で い る よ う だ。

以 上 ア ン ケ ー トの 結 果 を 1長約 し て み ま し た

が 、 紐 々 な 意 見 が う か が え ま す。 も ち ろ ん 、

こ れ は ほ ん の - :*ISの 傾向 を 示 す だ け の も の で

あ る が、 読 者 の こ う い う さ ま ざ ま な 問 題 か ら

本 誌 の性 格 を 打 ち 出 し て い か な け れ ば な ら な

い で し ょ う。 今 後 とも 、 間 械 的 な こ な兄 を、

お 待 ち し ま す。ア ン ケ ー ト の ご問 答 、有官{長 うご

ざし 3 ま し た。 ( 投稿側小委員会〉

読者の頁

ｻ ｾｾ館、医療施設、都市 の 景観 と 施 設、用途別

工場設計、 デ ザ イ ンの動 l旬の 討 論 な ど が あ げ

らオ1 る。

特 集 テ ー マ に つ い て

それぞ 、 れ ｾｲ ｊｴ 手重の早訓 Ｂｊ す〉 型予を ｪ 築く ｩ 皇 ［Ｚ ｾしたし当

旨 の 要 望 が 強 円 よ う に 忠 わ れ る 。

都 市 計 画 環 境 アセスメントー住宅環 境 として

設 計 業 極 別 指 針

胞 工 物価 動 向

構 造 建 築 の 省 エ ネ J レギ一 、 柿造 持 集

そ の 他 都市の緑、 コ ン ピ ュ ー タ ー と 建 築 、

法 の 解 釈 、 新 建 築 の 紹 介 、 都 市Il日

発 と 紛 争
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都市計画

1  

可

A

9

L

司

l
a

司

A

司

&

W

A

合 告

法 令 コ ー ナ -

r 盟 聾 と 社 会」の | 聴者 の 頁

ど の 頁 を 既 み ま す か l ニュース

スケ γ チブ y ク

斬 盟 材 紹 介 コ ー ナ一

腹 話 (f) 蝕

都 市殺 計資 料

作 品 紹 介

本 文 特 輯 記 務

構 造 の 頁

股 備 の 頁

施 工 材 料 の 買

若 い 金 属 レ ポ ト

月 聞 の 動 き

広 告

デ ー タ ー シ ー ト

特 聾 孟

197 5年 1 図 . 館

2  東 海 の 斬 直 築

3  イ ン テ リ ア

4 .  P C磁 を 使 用 し た工 輯 化 住 宅

5  社 会 理 軍 ・ 法

6  都 市 の 景観 と 施 股

ア 瞳 躍 と プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 構 造

8  生 活 排 水 処 理 施股 の あ り 方

9  人 間 環 墳 と し て の タ ー ミ ナル

10 騒 音 対 揮 と 防音 材 料

11 第 2 2回 膏 年 枝 前 者

12.  j 皐 合 住宅( f ) !lt 惜

1976年 ，.  l i E富 市 デ ザ イ ン の動 向

2  盟 聾 基 礎 構 造 の 問 題 点

3  医 甜 施 股

4  庫 ヱ 法 と 材 料

5  盟器防災と，表

6  市 街 地 盤 情

7  工 場 挫 摂 の 総 欄

8  酷 骨禍 造 の ジ ョ イ ン ト

9  集 住 悼 の ハ ー ド と ソ フ ト

10 結 露 防 止 対 曹 と 断 熱 材 料

11 第 2 3回 青 年 控 問 者

12 股 備 か ら み た 瞳簡 の l同 組点

1977年 1  デ ザ イ ン の動 向一 部 分 と 全 体

(;11:.) Inl 1 ' 午は出勤川存会 の で 10 0 %よ り 多 〈 令 る

r 瞳 聾 と 社 会」の

内 容 に つ い て

「建 築 と 社 会」に対する読者の声

一 一 ア ン ケ ー 卜 集 計 結 果一一一

日 本 建築 協 会 「 建 築 と 社 会 」編集委民会は、

会 只 諸 氏 に 本会 誌 に付 す る 卒 在 な ご 意 見 を う

か が い 、 そ れ を 反映 さ せ て 内 容 の 充 実 発 展 に

資 す る た め に 、 1 月号 で ア ン ケ ー ト を 行 い ま

し た が 、 そ の 集 計 結 果 を ま と め ま し た の で 発

表 し ま す 。

回 答 者 数 を 職 鶴 見1J に み る と 、

吉生音十 38予告

その他 Ｈ公務 ｮ 、教師、有 ｾｮ ーな どＩ

施 工 13 %  

以下、 学 生 、 都 市 計 画 、 キj'lt 造 となる 。

作 品 紹 介 が ト ッフソr

「どの頁を言jじみますか」という IU] に対 して、

1 イ立 イ乍，見車召ヴト

2 f立 デ ー タ ー シ ー ト

3 位 本文 特 集 記 事

以 下 、 会告 、 法 令 コ ー ナ 一 、 ニ ュ ー ス 、 建 築

の 限 と 続 く 。

刻 々 と 龍 生 す る 新沼E築 、 そ れ にf半 う 諸 材 料

の あ っ か い 方 、 建 築 界 の 時のすり'J ;きをま日らせる

記 事 に 興 味 を 持 た れ て い る よ う だ 。

なお、 戦種目1J に み る と 、都市計画、 設 計 、

構造、 学 生 で は 、 本 文 特 集 記 事 、 作 品 紹 介 、

法 令 コ ー ナ ー 、 デ ー タ ー シ ー ト、 ニ ュ ー ス の

11聞になる 。 以 下 、 施 工 は 、 作 品紹 介 、 施工 材

料の京、 デ ー タ ー シ ー ト、 会 告。 そ の 他 の 職

種 は 、 作 品 紹 介 、 建 築 の 服 、 本 文 特 w ， 記 事 、

ニ ュ ー ス と あL く。

建 築 そ の も の の知 識 は 何 で も 吸収 したい。

加 え て 自 分 の 専 門 に つ い て は 特 に 興味 を示し

て い る の が う か が え る 。

内 容 に つ い て

興 味 あ る テ ー 7 は 半 ば し 、 内 容 の 事ff ; . 易は適

当 、 考 え る う え で 役 立 つ 記事 は や や 多 く 、 実

用 記 事は 適 当 と い う よ う な 傾向 がみ ら れ る 。

た だ職 種 別 に み た 場 合 、 設 計 官111"] (都市計画、

学 生 、 そ の他 を 含 む ) は や や満 足 と い え る が 、

施工、- 1' 111造 ft lS門 は 不十 分 と い え る か も し れ な

し' 0

なお、「特に 印 象 に の こ っ た 記TJj: J では、 図

2 4 % 

22 
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〔私 た ち の グ ル ー フ。No. 11] 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

『関西プレストレスト

コンクリート構造研究会』

スライドによるテr イスカッション

2  

2  

ぞfiiT で も結 桃 で す か ら お 中 し1'1-'，下さし、。詳 紛lは

下 記 ま で お 11月い 合 わ せ 下 さ い。 文).' :( ｾ Ａｻ＠ ＱＱ 好ｾ ［ ｾ ［

l均四 建 築 椛 造 設 計 事 務 所 協 会

事 務局 大阪市天王寺区中 ｉｦｾ Ｃｦ ｬ ｬｬｔＷ Ｖ 天王ピル

近 畿 建 築 梢 造 研 究 所 内

T E L  (06) 771- 3216 (代)

7  

3  

2  

1  

2  

に利 用 さ れ る こ と を 願 っ て 本研 究会 が ス タ ー

卜した 。

参 加 者 は 大 学 関 係 、 設 計 lH務 所 、 胞 工 会 社 、

P . C 専 門 業 者 か ら な り 、 た く さ ん の 資 料 を

検 言寸し つ つ あ る が、 テ ー マ を i三 と し て 次 の よ

うにｾｩＹＺりグループち ｉｊ りをして日 ｦ ヲ比することに

な った。

(l )P.  C . 建 築 の コ ス ト に つ い て

(2)P.  C 建 築 設 計 仁の 資 料 ( 施 工11断行' とラー

メ ン 応 力 な ど)

(3 )新 技 術の 開発・ 試 設 ，刊 ( ア ン ボ ン ド 工 法 な

ど)

(4 )P .  C ーに よ る 特 殊 補 強 例

な お 、 本 研 究 会 は r p. C. 建 築 な ん で も 相 談

窓 口」 を 聞 き、広 〈 符 械 か ら の P . C に|期 す

る 質 問 に 答 え コ ン サ ル タ ン 卜 し て い る 。 どう

この研究会は、 H召手1151{f. 4 月 より |坂 大 の 鈴 木

先 生 の 従 陥 に よ り 設 立 さ れ た も の で 、 |羽 西 建

築 構造 設 ｾ Ｇ ｉ 事 務所協会 Ｈ 代 表幹 事小泉界氏 Ｉ

の 後 援 の も とに 、 隔 月 ( 土 IIl il 日 午 後 ) に 大 阪

府 建築 健 保会 館 ( 大 阪市 東 区 鈴 屋 IlIT 1 ー 14 )  

に て 感 大 に 行 わ れ て い る 。

従来、 P . C 建 築 の 設 計 は あ ま り に も 特殊 で

か つ 困 難 な も の と 考 え ら れ て き た が 、 P . C.

の 持 つ 有 効 な る 梢 造 特 性 は 、 今 後 広 く 利 用 さ

れ る も のと 忠 わ れ る。 そ こ で、 P . C . 椛 造 の

設言|ー を 、 よ り 簡 単 な も の に し て こ れ が一 般 的

ill 築と社会11  9771t' .8 JI 'l; 70 
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ユ

ニ ュ ース ｊ ｊ［Ａ ｴ ｾＺ｜ をお 送 りください

“新しい村づくり "

一一一カ ナ ダ で 総 合 住 宅 プ ロ ジ ェクト 一一一

カナ夕、のノ〈ンクーパーで、 こ の ほ ど 、“ 事庁 し

p 村づくり" をテーマとした、総合住宅プロジ

ェク卜“ ビュータス ・ピレ y ジ" が建設された 。

建 設 場 所 は 、 パ ン ク ー パ ー 市 の 西 部 で オ フ

ィ ス 街 に 近 く 交 通 の 使 の よ い 敷 地。 このプロ

ジェク卜は、タウンハウス、 3 - 6 階 建 て の

アノ f ー ト 、 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー 、 診7療 F斤、

公図、レクリエーション ・セ ン タ ー を 含 ん だ

も の で 、 自 然 の 樹 を 植 え 、 ニ ュ ー コ ミ ュ ニ

テイづ、くりをめざしている 。 とくに者/1市で{ 動

く人々のため、“ 村" の雰囲気をもたせた静か

な環境とともに、 |国ー 的な印象を避けるため、

タ ウ ン ハ ウ ス 、 ア パ ー ト を 組 み 合 わ せ た 設 計

で 、 よ り 一 層 バ ラ エ テ ィ ー に 包 ん だ 村 づ く り

がなされている 。

今回のお Ｍ ｈ ｊＯ工 ｔ ｲｾ では、 Ｒｘ Ｔ 工法で ＴＵ 戸

が完成、I *J袋は石- n ・ボード、外装は水平には

ら れ た ス テ イ ン 仕 上 げ の 米 杉。構 造 材 に は C

L S へムフ ァー材が用いられ、界壁音/1分 は 二

重にな って いる 。 サ イ ズ は 3 階建て 6 タ イ プ

て ¥ 各 戸 と も 庭 、 ; { テイオイサき 。

r  P R OC E S S  A RC HI TE C T UR E  J  

一 一日 英 両 文 併 記 法 で 発 刊一 一

こ の 維 誌 は 、 グ ロ ー パ ル な 建 築 情 報 を ARC.

HI TECT URE の 語 源 の も つ 広 い 意 味 の 中 で

PROCE S S的 に取扱っていこうという姿勢で

発 刊 さ れ る 。 海 外 の 建 築 情 報 を 直 接 取 材 す る

た め に 、 米 国 法 人 PROCE S S ARCHI TEC.  

T URE  CORPORATI ON をピ y ツノ f ークーに 31t

立 。 日本にて製作 ・販 売 す る と い う 画 期 的 な

システムで発足 。 /] ・英 両 文 を 完 全 併 記 す る o

f: IJ 刊 第 1 号 「 現 代 北 駄 建 築 」 は 7 月 末 ( 以

後 2 カ月に 1 回) 発行された 。2、700円、 A 4

変型、 258頁( カラー 58頁) 。問い合わせ先は、

03 - 267 - 4515 - 6 まで

'17 7年 版 木 質 材 料 商 品 デ ー タ 集』 発 刊

社 同 法 人 円本木 t'tHIi 造 材 料 協 会 ( 会 長 斉

藤 美 食 ) は 、 林 野 庁 の H百平/:151年 度 木 質 材 料 試

験 研 究 基 礎 資 料 技 術 事 業 補助 金 に よ る 事 業 の

一 環として、前年度に引き続き f77年 版 木 質

材 料 商 品 デ ー タ 集 』 を発刊した 。

こ の デ ー タ 集 は 、 木 質 材 料 の も っ す ば ら し

い 性 能 を 需 要 者 の 人 々 に 混 解 し て も ら い 、 木

質 材 料 を 建 築 材 料 と し て 有 効 に 利 用 し て も ら

うことをねらいとしている 。( 送料込 2，500円

146頁 ) 問 い 合 わ せ 先 は 03 - 431  - 6528まで。

『水の生きている住空間』

一一一第 4 回日新工業建築設計餓妓 一一一

「人r : nの 対 応 の 仕 方 に よ って 木 は ど の よ う に

も変化します 。 味 方 と な り 敵 となり 、有益と

なり迷惑となる 。 そうしたノk を 住 空 間 の な か

で 、 デザイン的に生かして下さい 。」

日新工業( 凶は、 f Ｏｊｾ の生きている住空 ｲＺ ｮ ｊ の

テーマで、作品を募集している 。 賞金は 1 等 ( 1

点 ) 100万円、 2 等( 2 点) 各30万円、 3 等( 3 点 )

各 10万円、 佳 作 ( 10点 ) 各 5 万円。 幸魯審品普: 主笠王委貝は

芦原殺{ 信言( J 見来見点ミ大教筏 )ト、凶沢文|隆箆 ( 坂1合T廷建E築 研

究 所F所I長) 上、j池他原 J災宝帥虫刈郎|円1( 'い1件主大教授)ト、林口二 ( 日延建2  

設 計 束 京王司斗事lド一王4河1務主所副f代t 表 )ト、1富白白富'，'11脇l協品削t惚也('，冶白，- J!

石初研}庁f究 室 室 長 )上、土椛| 隆径 ( 1円|新工 業社 長) の 各 氏。

締 め 切 り は 10月 1η7 F円=司l (j月=J ) 詳細は本社営業部

営 業 企 画 諜 03 - 882 - 2424 ((t l まで‘ 。

あ お

あおぎりはよく知られた木である 。 ｾっ直ぐ

に立 った 幹 は 樹 木 の 中 で は 珍 し く 緑 色 な の で

よく目立つ 。 校 は 同 じ 高 さ か ら 輪 状 に ま ば ら

に 出 て 、 学 名 の 通 り プ ラ タ ナ ス の よ う な 大 き

な業をつけている 。 あ お ぎ り は 、 い わ ゆ る 本

物のきり( ごまのはぐさ科) とは別のもので、

楽 こ そ 似 た 感 じ だ が 、 き り の 花 は 5 - 6 月に

大 型 の 紫 色 の 美 し い 花 を つ け 、 あ お ぎ り の 方

は黄色の小さな花で穂状にな って 6 - 7 月に

咲く 。 これが割に大きな果実となる 。 勿論、

本 物 の き り の 実 と は 形 も 全 然 述 う 。 あおざり

ぎ り

Fi r mi ana Pl at  nni f or ia  S chot t et  Endl  

あ お ぎ り 科

どはこれで作られていたという 。 私 に は 模 型l

の 飛 行 機 に 使 った こ と で な つ か し い 。 比 重 は

きりの半分である 。 そ う い え ば 、 腕 白 坊 主 の

頃 、 あ お ぎ り に 登 って 、 校 を バ サ リ と 切 り 落

と し て 、 樹 皮 を む い て 木 刀 を 作 った こ と を 党

えている 。子 供 の お も ち ゃ と し て は 、 手 頃 に

加 工 じ て 遊 べ る 材 料 で あ った。

あ お ぎ り も 、 も と も と 南 方 系 の 木 で 中 国 か ら

i度ってき たものと思われる 。 中国 で は 瑞 祥 木

( おめでたの 木 ) であり、文人に好まれたとい

い 、 日 本 で は 栴 桐 、 あ る い は 碧 栴 桐 と よ ば れ

の 果 実 は 中 に 液 を 含 ん で い る の で 、 街 路 樹 の ていた 。 渡 来 し て き た の は 茶 良H寺代らしい 。

場合、止ま って い る 車 の 上 に 落 ち た り し て 苦 桐 の 紋 と い う の が あ る が 、 五三 の 桐 と は 、 あ

情 が で る こ と も あ る 。 熟 し た 実 は 舟 型 の 花 び お ぎ り の 業 と 花 の 図 案 で 、 本 物 の き り で な い

ら状に 聞 い て 、 そ の 縁 に 種 子 を つ け て い る 。 というのもおもしろい 。 ちなみに、本物のき

カサカサになった頃、この様子は生食できる 。 り が め で ら れ た の は 、 紫 色 が 尊 重 さ れ た 平 安

ちょ っ としたナッツである 。昔 は 救 荒 用 ( 飢 時 代 で あ り 、 紋 誌 が 庶 民 に 普 及 し た の は 江 戸

餓 に 備 え て ) に 本潰えられたのだという 。 11寺代である 。 あおぎりは、 11変I也向 きの; 受キ艮性

あ お ぎ り 科 の 仲 間 に は チ ョ コ レ ー ト の 原料 の の 木 で 、 あ ま り 土 性 を 選 ば な い が 、 特 異 な 樹

カ カ オ が あ り 、 旨 い 実 で あ る わ け だ 。I筑を ま 形 と 、 実 や 楽 が 落 ち る こ と を 考 慮 し て 設 計 す

ぶ し て 妙 っ て 食 べ る と 香 ば し い 。 同 じような ると、洋風の庭は勿論、 和 風の庭にも使える。

f中間にパルサもある 。 こ れ は メ キ シ コ か ら ぺ ( 附恨記)

j レーに生える木で非常に軽い材で、救命具な

｣ 樹の話シリーズ ・ ＳＴ ＱＺｾ￥￥ ｨ 企
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大学に行っても学び続けたいと言わせることのできる住教育の芽を

大学の教師 をしていると 、学生の顔一一 それ も初 めて 出合う学生の場合は特にーーを見ると「なぜこの学科 を選

んだのか」と 聞 きたくなる 。最近多いのは「高校のときの成績で、ここなら 通 ると 先生に言われたから」という

回答である 。 この学問に、 この技術 に興味 をもっていたからという者や、この職 業につきたいからと言える 者は

少な い。私 は多くの学生 とこのことについて話し 合 ってきたけれど、建築学科 や住居学科 を選 んでくる学生 の中

には、 それまでの学校教育の 中で、 住居や建築 に興味を持 ったという学生に 出合うことは稀有のことである 。

男子学生の場合は、中学校・ 高等学校 で家庭科 を学んで〉いない者がほとんどである からやむをえないにしても 、

女子学生の場合は、小 ・中 ・高校でイ主居について何 らかのことを学んでいるのに、そのことによ っては大学の専

攻決定に影響を受けていない。 ところが、家政学部の食物学科や被服学科を専攻してくる 学生は、中学校、特に

高等学校で学んだ食物や被服の内容に興味をもったからと言うものが少なくない。大学に行 つでも学び続けたい

と言わせることのできるような住教育の芽を小 ・中 ・高校で育てたいものだと思う 。 (T )

資源問題と建築界

石油ショックや 200 カイリ問題の例 にみるように 、食糧や基礎 物資の不足が我が国の社会 ・経済の前途に深刻な

影響を与えるということが言われている 。 しかもこれらの「モノ不足」は、 100年という遠い将来の問題ではなく

10年、20年の範囲内に起こ ってくる問題である 。国民にと っては、資源問題があるということは知 ってはいるが

今日から石油が一滴もなくなるというような 、直ちに生活にひびく問題が起こ っていないので、楽観的ムードが

支配的であり 、建築界においてもその例にもれない。

枠組壁工法( ツーパイフォー工法) やハウス 55計画など住宅の低廉化 とともに 、木材 などの有限資源の節約、新

資源: の開発、廃棄物の建材イヒなど、 その対策が講じられかけてはいるが、これらの対策はほんの一部のものであ

る。 きくところによると 、我が国より 物資豊かなアメリカの住宅業界が、石油 ショックを重大な社会問題として

受けとめ 、住宅とエネルギー問題にとりくんでいる 。

資源の乏しい我が国で、省エネルギー 対策や新資源開発についてのコンセンサスを得で真剣にとりくんでいかな

いと、将来大きな痛手をこうむるのではないだろうか。 (I )

中学生の息子が夜遅くまで勉強している 。家 内 も教育ママではないので、あまり勉強、勉強とは云わないのだが、

今の学生はみんな勉強に追われて大変である 。

先日 、大学の恩師と食事をしながら 、最近の入試の話を聞いた。学生は自分の希望する大学で、建築を学ぶため

に入学 してくるわけではないらしい。教育ママに叱陀 されて塾に通い、高校では平均点の成績によ って、大学の

学科別 の競争率を 目安にして 、志望校 を決められて他動的 に入学 してくる学生が大半のようである 。

建築に興味 をもた ない学生を教 える先生方も大変で、あるが、受験のための勉強レースを勝 ち抜いてきて、気がつ

いてみたら建築科の学生にな っていた方も 同情に値する 。平均点は悪くても、本当に建築を愛する者が建築の教

育を受けられるような、そんな制度に改めることはできないものだろうか。

また、この数年の傾向 として 、大学院修士課程を経て入社する 学生が増えているようである 。入社の面接のとき

に、 どうして大学院に進 む気にな ったのかと質問すると、 学部卒では実社会にでるのに不安があ ったので、 と誠

に正直に答えてくれる 。現実には 、大学院卒が学部卒の 2 年間の実社会経験に追いつくのはなかなか大変である 。

(Y )  

教育のこと

田

中

-6. .  

ー?

西

キ黄

山賀

'恒千平誠栄

工程表の中の無理をなくそう

竣工式で紅白の幕が張られて招待客を迎えるのも真近な現場のその朝、ダクトの吹出 し口や便所のi洗面器、厨房

器具の取付 けを前夜は恐らく徹夜なのであろうか、目を赤くした工事員が、およそ竣工式とは似 つかわしくない

様相で仕事をしているのを見掛けられたことがあると思う 。何故そんなことになるのであろうか。建築現場の工

程表に従 って工事期間全体の中で、ややもすると設備の工程に無理があるのではなかろうか。 l 年ないしは 2 年

の工程が立案せられ、それを毎月或は毎週の打合会議を繰り返し行なわれている筈であるから 、そんなことにな

る筈がないにも 拘 わらず、最後の遅れは設備に被 らせられることが多い。 そこで思うことは 、設計期間 (調査、

計画、設計) と 施工期間 を足 して全工程と云うことになると 、前者が後者に比べて時間の使 い方に余裕があるの

ではなかろうか。全工程を公示して 行 なわ れ る習慣 が出来ないものであろうか。少なくとも全工程の一 日一 日に

はクライマントの 目論みから云えば金利 のついた毎日である筈である 。設計に要ーする 一 日と、施工に必要な 一 日

とを今少し按配することによ って、 もっと無理のない工程が組まれるのではないかと思う 。 いささかのヒガミか

( S )  

もしれないが、工程のバランスを今一度考えてもらいたいものである 。
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. 総論

埋立地盤と構造

貝 戸 俊 一

( 1  )  埋立地

大声見模近代産業の発達と流通機構の拡大整備の増大に伴う用

地確保および、住宅の大都市集中に伴う宅地事情の悪化などか

ら、京阪神 ・京浜 ・京葉 ・水島 ・大分 ・鹿島灘などに 、近年、

大声尉莫な埋立事業が数多く行われるようになってきている 。大

阪における南港埋立地や兵庫県の芦屋浜シ ーサイド開発地はそ

のーイ列で、つぎのような規模と用途をもっている 。

(  a ) 南港埋立地

埋立面積 915. 5ha  埋立土量 1 億m
3

ふ頭用地(16. 5%) 、ふ頭関連用地(30. 5%) 、住宅用地 (6. 7%) 、

公園 ・緑地 (8. 4%) 、業務商業用 地 (4. 8%) 、流通関連用地 (5. 9%) 、

都市性工業用地( 10. 2%) 、道路等用地( 17%) 。

(  b) 芦屋浜 シーサイ ド開発地

埋立面積 125ha  埋立土量 1  . 500万m
3

住宅用 地 (40%) 、道路用地( 16%) 、公園 ・緑地( 17%) 、教育施

設等( 12%) 、商業施設( 1 %) 、公共公益施設 (14%) 。

もともと埋立事業の大部分は、港内や河川の維持淡淡や、ノl、

夫尉莫改修によって発生する液深土、および一部廃棄物の捨て場

( 排出量は少なくなかった) として 比較的水深の浅いところに永

い年月をかけてゆっくりと埋め立てしていったものであり 、造成

された土地は、ほとんどが1巷湾関係用地 として 利用さ れてき た



ため、その上に建てる構造物も比較的に限られた種類のもので

あった。 また埋め立てられる土は軟弱ではあるけれども、その

埋立厚さはそれほど厚いものではな く、放置時聞が永いため、

ある程度の自然収縮によ って強くな っていたであろうことは十

分想像できる 。

ok 
。

1. 0  

241 1m' (1里立荷重

o  11  12 13  14  15  16  

1里立完了後の経過年数 (年)

7  18  9  10 
(  ) 内は庄密居

工事中

1. 2 m 

沈下量

昭和30年頃からの埋立事業は前記のような大規模港湾改修 ・企

業誘致を主目的とする大声尉莫埋立が計画されるようになり、そ

れまではタブーに近かった水深の深い海面まで埋め立てするこ

とにな ってくると同時に、建設機械類の進歩によって、以前に

比べはるかに早いスピードで埋立工事が進捗することにな った。

そのため、埋立土の自然に収縮固結化する時聞がなくなり、ま

たその上に建設される構造物の種類も多種多様化してくること

にな った。(図一1参照)

総2 下

ｾ鈎咽剖明田明

。1ω ，.，

図- 1 大阪築港計画図
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3. 8 

総沈下量 3. 8m 同' " 事目以降 。，.. (咽" 1

4. 0 

これは、あくまでも一つの標準的な埋立モデルによる推定であ って 、実際には、

それぞれの土地における君主立経歴などから、その土地における沈下盆を推定しな

ければならない。

図- 2 推定沈下量

作成されていること が多く、十分これらを活用するべきである。

しかしあくまでも独自で建設 目的に適 した調査結果を求めるの

が原則であることを、忘れてはならない。

(  b ) 構造物 (基礎梅造)

埋立地に設けられる構造物は、最近では住宅などを含め、多

種多様となり、その去尉莫も次第に巨大化している 。当 然のこと

ながら地盤性状、機能目的、耐周年限などを総合的に判断 して

最も合理的な構造のものを作ることには従前と変わりがあるわ

けではないが、とく に問題となるのは、それらの条件には未知

な分野も決して少な くなく、また複雑で、あ って判断が非常に困

(2) 埋 立 地 盤 と構 造 物 難であることであろう 。たとえばネガティブ ・フリク ションの問

(  a ) 埋立地盤 題がある 。京阪神の海岸線は、もともと沖積層が20- 30m以上

埋立地の地盤は非常に軟弱で、あり、また埋立材料が平面的に にも堆積している上に、埋立が数 m - 十数 m も行われるのであ

も立体的にも複雑に入り混じっているため、これらの実体を把 るから、埋立部分とともに旧海底下の沖積層に沈下が起こる 。

握するためには在来地盤で行 っている以上に精密かつ密度をも そのため、ネガテ ィブの量も 非常に大 きくな り、 支持ぐい( く

った地盤調査を行う必要があり、同時に液化特性や振動持性を い、ピヤ、ケーソンなど ) を用いる場合は、高度な施工技術と群

求めるための調査も併用して行うことが大切である 。大水深下 ぐい効果の活用、抜け上がりに よる 構造補強など、いずれにして

における埋立地では、大夫尉莫な地盤沈下が当然のごとく発生す も従前に比べ建設費が大き くなる 。また、直接基礎( 浮基礎を含む)

るので、深度別沈下調査も必要とな ってくる 。図一 2 は、ある で処理するためには地盤は軟弱で、あり、かつ安定性に欠ける場合

埋立地の推定地盤沈下量 を示したものであり、これをみても長 が多いため、いずれにしても地盤改良を行 ったり、特殊な構造

期間、相当量 の沈下を覚倍する必要がある 。 また造成中には数

多くのデータ一 、たとえば埋立の分布、沈下、 地盤改良 などが

を用いる必要があろうと思われる 。

( かいとしゅんいち 大阪市港湾局技術部主幹)
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大阪南港における埋立地盤と工法

木 山 正 明

， . はじめに

大阪南港埋立地は、大阪市成の 5 パーセントにあたる面積920haを

有する広大な臨海埋立地で、昭和33年工事に着手以来、現在までに

約640haの土地造成が完了したところである 。土地利用については、

ばれる非常に起伏に富んだ洪積層最上部の砂機層( 1 . 享さ 5 m前後 、N

f直50以上) が出現する 。 しかし両者の境界付近は複雑で、その状態は

明 11奈でない。南港において建設される重量構造物は 、すべてこの洪

積砂磯層を支持層と考えており、したがって埋立に際しての地盤改

良も、この砂磯層より上層の地層を対象としている 。

着工以後における 急激な 社会、経済情勢の変化に対応す

べく変更を重ねてきたが、最終的には、大都市港湾とし

ての機能の整備拡充を図ることを基本方針とした利用計

画が策定され、大阪の新しい流通センターを目指して、

コンテナふ頭、ライナーふ頭、内貿定航ふ頭、フェリ ー

ふ頭などの近代的な港湾施設や、複合ターミナルを核と

する流通関連施設が整備され、流通の高度化に十分応え

得る国際港としての整備が着々と 進められている。 さら

にその中央部には、人口 4 万人の新しい街「南港ポー ト

タウン」が計画され、従来の上屋、倉庫群が建ち並ぶ港

のイメージを一変する高層住宅群の建築工事が進み、今

秋には第一次の入居者を迎える運びとなっており、南港

埋立地も着工以来20年を経て、ょうやく新しい街として

の姿を表し始めたところである 。

今回、 筆者に与えられたテーマは、大阪南港における

埋立地盤と工法についてであるが、建築物の基礎工法に

ついては 、筆者の及ぶところでないのでおゆるしを願う

こととし、南港埋立地の造成について述べさせていただ

き、その責をはたしたいと思う次第であります。

2 . 南 港 の 地 盤

南港の地盤条件を概括すると、南端に泉北丘陵の縁辺

に属すると見られる 地層が出現するが、ほとんどは、淀

川堆積層に属するものである 。すなわち南部は D. L - 20

- 25mに埋没段丘堆積層と見られる洪積層最上部があら

われるが、その他は 30m以深に、いわゆる天満層と 呼
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沖積層は、この洪積層最上告[1の凹凸を埋めるようなかたちで、ま

ず砂質音[1の多い下部沖積層が- 22- 25m付近まで堆積し、その上部

は、厚さ 15m以上に達するきわめて軟弱なシルト混じり粘土層で夜

われている 。上部沖積層、すなわち海底粘土層は、 国一 1 に示すと

おり 比較的一様な土質であるが、土地造成によって 、新 たな荷重を

受けると、かなりの沈下量を生じ 、 またその期間も層! 享が厚いこと

から 、長期間に亘って続くところとなり、問題の多い層と言うこと

ができる 。

埋立層は、海底粘土層の上層に厚さ約 10mの波諜粘土を投入し、

その上 に3 - 5 m程度の一般土砂による盛土を施工した区域と 、海

底粘土層の上に直接、良 質土( 主として淡路産の山土 ) を用い埋め立

てた区域とに分けられる 。

図- 1 南港内港 3 区泊地海底粘土土質図 (41 .3網査)
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3 . 南港における土地造成

周知のごとく 、昭

和30年代に土地造 成

がブームとなり、全

国各地の臨海部で大

上財英な土地造成が実

絶 されたが、こ れ ら

の土地造成の方法は、

埋立区域周辺の 海底

土を、ポンプ式しゅ

んせつ船により、し
図- 2 大阪南 港計画平面図

ゅんせつ送泥し埋め立てる方法と、山土をパージにより運搬し 、埋

め立てる方法の 2 つに大別される 。前者は、東京 、大阪、伊勢、水

島地区などで用いられた方法で、これらの地域は一般に港内のぷ深

が浅く、したがって大型船を入航させるためには、航路および泊地

を治深することが必要なため、このしゅんせつ土を 利用して埋め立

てることにしたものである 。 後者は、神戸港において用いられた方

法で、7 ) < 深が深いため海底土を用いず、背後の 山土を採取し 、ベル

トコンベヤーとパージによって運搬し埋め立てたものである 。

南港における土地造成は、これら 2 つの工法を用いて行っている

が、昭和33年に着手した、第 1. 2. 3 区は、周辺の海底土を用いて埋立

を行 った区域であり、 IItl 和4 6年に新規答工した新南j巷は 、北ふ頭を

除いて 、良質土によって埋立を行 った区域である 。北 ふ頭について

は、その土地利用 計画、港内しゅんせつ土の処分などを総合的 に勘

案し、 ｾｾｩｾ 粘 土による土 地 造成を再度実施した区域である 。

ポンプ式波諜船による埋立は、南港920 haのうち約56 0ha lこ及ぶが、

この工法による土地造成は、軟弱な海底粘土層の上にさらに軟弱な

埋立粘土層を重ねたものとなるため、種々な問題を含んだ土地造成

となる 。

問題点のいくつかをのべると、

(1) 沈下量が大きいこと 。

これは、海底粘土層の沈下に加えて埋立層も沈下するため 、当然

沈下位は大きなものとなる 。 因みに埋立粘土層の沈下について概算

すると 、埋立に 用 いた海底粘土は、 i変i*送泥によって体積膨張を生

じ、埋立完了H寺の 間隙 比 l立、約3. 6程度となる 。これが上置数砂、l必

土術重による圧密沈下によ っ て ＱＮ Ｘ 程度にまで減少すると 、ｻ 本 ｦｩｾ 比は

60 % となり、元の層厚を 10 m とすれば、最終の l晋厚は 6 m となる 。

すなわち 4 m沈下することになる 。

(2) 均ーな地盤になりにくいこと。

ポンプ式波 ｪ 業船による波詰ｾ送 ｪ 尼 ｈ 寺において 、 材料の分離が行われ、

送泥管の落とし口付近に粒径 の大きなものが堆積し 、余水 l止に近づ

くにつれて粒 径の小さなものが沈降堆積するという現象を生じ、不

均ー な地鍵となる 。 また淡淡土を受け入れるための固いとしての築

堤が必要であり 、 この築堤と 一般の埋立地 の聞でも不均ーな 地盤と

なる 。

(3) 土地造成に時間 がかかること 。

j愛諜埋立終了時の粘 土の状態が、 間隙 比3.6程度、すなわち含水比

14 0% 程度となるため 、人間の歩行も不可能な泥海となって 、表層の

上置敷砂の施工が非常にむつかしく土地造成に時間を要する 。 j愛機

粘土の表層処理については、海底粘土による淡淡埋立を行っている

所では共通の問題であるが、有効な手段がなく、天日による自然乾

燥を待つのが現状であり 、 そのために約 2 年間の空白期間 を費 やす

ことになり、時間のかかる土地造成にならざるを得ないのが現状で

ある 、 などである 。 しかし、これらの問題 も土地利用 が開始される

までには 、地盤改良という手段によ って 大部分は解消できる事柄で

あり、南港においても種々な地盤改良を実施し効果をあけているが、

その一例について地盤改良の項で紹介することとしたい 。

良質土を用いた土地造成についても、その程度に多少の差がある

ものの、問機な問題点がある 。すなわち、海底粘土層の沈下や、埋

立施工H寺に海底粘土が{ j ! I J 方流動をおこし海底粘土の溜まり場ができ

不均一な 地盤となること 、 さらに埋立材料によ って は、 地渓H寺の液

状化についても問題ありとされている所もあるようである 。南港に

おいては、埋立前に海底地悠にサンドドレーンを打設して、 ; 盟主工

事期間を利用して圧密沈下を促進せしめるよう考ほするほか、海底

面より海水面付近までは、! 散布船による施工方法を係用して、海底

地盤の破壊を防ぎ、均ー な土地造成ができるよう配慮している 。

4 . 南港における地盤改良

「地盤改良」の概念は、建設工事に際し、その地銀の強さ、変形性

などの点で不 十分、不安定な場合 、何らかの手段を mいて、その性

状を要求に耐えられるものに改良することを 一般に指している 。 し

たがって 、地盤改良は 、土地利用計画が定ま ってから 、その目的に

合った地盤にまで改良するのが. 本来的な考え方であり、この方が投

資効果も大きく 、 しかも有効なことは言うまでもないことである 。

しかしながら、広大な埋立地においては、事前に土地利用計画を

決定することがむずかしいため、地盤改良も埋立地を半〈滋ち必か

せるためのもの、すなわち地盤沈下の早期収束を目的として行われ

ているのが普通で、ある 。 したがって 、必要ーにして十分な 地保とする

ためには 、立地企業{J!i J において、別途地盤改良することが!京川 論と

なろう 。

表 - ，1こは、軟弱地盤の改良工法を分類したものを示したが、南

港において実施している地盤改良工法は、対象が粘土地盤であるた

め圧密排水工法を採用している 。 これは 、粘性土の jJ，'; 合、振動や衝

撃的な力では密度を噌加させることがむずかしいため、どうしても

静的な荷重による圧密現象を利用することが必要なためである 。普 通 、

粘土の圧密にはH寺間がかかると言われるが、それは次式のごとく、

t  =  aH2 ・H ・H ・.. … . .. ・H ・. .( 1) 卦

表 - 1 軟弱地盤改良工法の分類
広島大・網下教段による

改 良 工 法 改 良 原 理 適 用 土 質

1 し め 固 め

砂n土，中/ i l l土事
( 1)機械的(あかは物理的):方法

Densi fi cation or  Compaction 

Mechani cal  Method  2 . 圧 密 排 イく

粘性土

Consolidati on 

3 . 含 水 量 減 少

中Hl I土，粘性土

Dehydr at ion  

(2)( ヒ学的方法

4 化 学 的 図 結

C hemi ca l  S ol idi f icat ion  

砂11土，中HlI土，粘性土

C hemi ca l  Method  

5.  i主 入

砂町土，中間土，粘性土|
G rout i ng  

(3声電気的方法

6 電 気 診 透 排 水

E I  ec t  ro. osmos i  5  

粘t' t土

E lec tr o守 os moti c Method  7. 電 気 化 学 的 作 用

宇占件. 土

El ectro-chemical  Hardening 

(4il 置換的または補強的方法

8 世 J決

中間土，粘性土

Repl acement 

Repl  acement or  

9 補 強
Reinf orcement Method  

Rei nf orcement 

砂n土，中間土，粘性土

10. 熱的処理(凍結，焼結)

中IIJI 土，粘性土

T her mal  T r eat ment  

(5トその他

11. 排 水 ま た は し ゃ 水

中t:: 1土，キ占性土

Mi scel laneous  
Dr ainage Contr ol  

12 そ の 1也

*  中/111土とはン jレト質砂，砂質シルトなどを意味する。
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庄密時間 t が、最大排水距離R の 2 乗に比例するためで、とくに臨

海部のように H が10mもあるような 所では、圧密に数十年を要する

ことになる 。 そこで|摘発されたのがサンド ・ドレーンやペーパー ・ドレ

ーン、あるいはパック ・ドレーンなどのパーチカル ・ドレーン工法で、

これらはすべて鉛直方向に排水溝を設けることにより、 百 を小 さく

し圧密時間 の短縮を図ることを目指したもので、( 1) 式に示す原理を

巧みに利用したものである 。

ここに紹介する地盤改良工法は、南港埋立地の中でも比較的早期

に利用計画が策定された第 3 区( ポートタウン 地区) のもので 、図- 3

に示すごとく、海底地終には、径40cmのサンド ・ドレーンを、埋立

地盤には、径 12cmのパック・ドレーンを打設し、圧密荷重には厚さ

約 5 mの主主土荷重によ る土被り圧のほかに 、あらかじめ旧海底地盤

表面に設けたサンドマッ ト層に揚7 ] 1 : 井戸を設置して 、この層の水位

を低下させることにより 、余分な荷重を載荷して地盤を改良しよう

とする、徹底した改良工法である 。詳細に述べると、海底粘土層の

埋立荷重による沈下を早期に完了させる目的で、埋立前に海底に数

砂、サンド ・ドレーンを施工し、埋立工事期間 中に圧密を促進する

とともに過圧密の状態にまで改良することを目的として、水位低下

工法を 採用 した 。すなわち、
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図- 3

(1) 粘土層の排水条件改良のための敷砂およびサンド ・ドレーンの

施工

(2) 敷砂層の俳水能力をたかめるための揚水井戸の設置

(3)  波諜埋立

(4)  上置数砂および埋立層のパ ック ・ドレーンの施工

(5)  揚水井戸運転による水位低下 (過圧密荷重の載荷)

(6 ) 一般土砂による盛土施工

である 。揚水井戸の運転は 、まず真空ポンプが作動し、井内を負圧

にして井内水位を下げることにより、周囲より水を呼び込み 、井内

*f立が定位置まで上昇すると、7 1 < 中ポンフ。が作動し、井戸外 に7] <を

排出する 。宍二内* イ立が定位置まで下がるとまた真空ポンフ。が作動す

る。 これを繰り返し揚水する 。

過圧密荷重の虫については 、水位の低下量により変化することに

なるが、 図- 4 に示すごとく埋立層には三角形荷重として、海底粘

土層に対しては、水位低下量に見合う浮力分がすべて荷重となる 。

そしてこの荷重は揚水井戸の運!Ii i;を 止めると斗ンドマ ッ ト内の7] <f立

が復元し Oとなる荷重である 。この過圧密荷重のもつ効果は大きく、

理論上庄密度 100%の到達が無限大で不可能で、あるのに対し、この過

圧密荷重により有限とすることができ、そして理論的には庄密によ

る残留沈下品を Oとすることができるのである 。 このほかにもこの

工法は、海底地盤の改良 Jt月聞 が長くとれるのでサンド ・ドレーンの

打設間隔を大きくできること、計画地盤高を確保するのに必要な埋

立完 了時の地盤高を海底粘土層の沈下分だけ低 くできること、過圧
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一一ー圧力度

水位低下時の有効応力

図- 4 水位低下による圧密荷重の増加

密に特別な荷重を必要としないので載荷および荷重除去のための費

用と時聞が不必要であること、などの特長をもっている 。 さらにこ

の工法は原理的に単純で不確定要素が少ないため、改良効果に対す

る信頼性が大きく、事実、南港においても良好な結果を得ている。

この結果については別途報告する予定である 。

これまで南港に おける土地造成と地盤改良工法に ついて述べて き

たが、施工機械の開発 と施工技術の進歩 によって 、土地造成は大幅

に短縮化されてきた 。 しかし 、地盤改良という時間を稼 ぐ特効薬に

よってすぐさま埋立地が旧い土地と同じような大地になったと考え

るのは早計であり 、今後あらゆる機会に 、あらゆる場所でいろいろ

な問題をわれわれに提供するであろうことは容易に想像されるとこ

ろである 。 したがって土地利用に際しては、埋立地のもつ履歴や特

性、状態を十分調査して、この新しい土地 に対する対策を十分なも

のにしておくことは何 にもまして重要なことであろう 。

5  おわりに

大阪南港における埋立地盤と工法というテーマから連想したこと

は、臨海埋立地に建つ構造物が受けるいろいろな問題点に対して、

いかなる工法を採用してこれに対処しているかということの一端を

のべることであると思 った。 しかしこれらの問題点について考えて

みると 、建物の周辺地盤が沈下するという悪条件によって生ずるネ

ガティブフリクションの問題や、地盤並びに各種埋設管と建物とのとり

合いの問題、支持地銀が薄い場合の支持力の計算方法や洪積粘土層

の沈下についての検討、さらには地震時の臨海埋立地盤の振動特性

や液4犬化といったむずかしい問題に対しての工法であり対策であっ

て、筆者には到底むりなことと考えてテ ーマからはなれた 内容とは

なったが、南港埋立地の土地造成と地盤改良工法についてのべてみ

た次第である 。 われわれ土地造成に携わる者としては、一 日も早く

立派な土地 となるよう努力しているつもりではあるが、 利用 する側

からみれば不十分なところも多いことと思う 。最後に埋立地につい

ての性状をご理解いただくとともに今後ともなお一層のご指導を 、

お願いする次第であります。

参考文献
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芦屋浜高層住宅プロジ、工クトにおける埋立地盤

と基礎・地業

加 藤 裕 造

1  . 計画の概要

1 . 1  芦屋浜シーサイドタウン (仮称) の企画

芦屋浜埋立地 ( 芦屋浜シーサイドタウン〈仮称) ) は大阪湾広域港湾

計画に基づく阪神港( 尼崎・西宮・芦屋) の整備の一環として行われ

ている事業であり、芦屋市の海浜に位置し、東西の幅がち ょうど芦

屋市の幅 となり 、そ の埋立面積は 125. 6ha (約38万坪) である 。 また、

さらに沖地区には、将来、広域的な総合リクレーション・レジャー

タウンが造成される予定である( 図 - 1参照) 。埋立地全体の利用構

想、は、総住宅建設戸数5 ，700戸、人口約20，000入、人口密度 160人/ ha

の住宅街を中心 として、学校、公園、公共 ・公益施設、道路などを

整備しようとするものである( 図一2 参照) 。

埋立工事は兵庫県が事業主体となり、昭和44年11月着工、問、 50

年 3 月完了している 。

本稿で詳述する芦屋浜高層住宅プロジェクトの対象敷地は、埋立

地全体の中央部に流れる宮川の両側に位置する高層住宅ゾーンであ

り、総面積は20haでトある 。 このプロ ジェクトの完成は、昭和54年春

として現在、建設工事が進められているが、埋立地全体の完成は昭

和57年となる模様である 。写真一 1 は建設工事中の写真( 昭和52年5

月中旬) である 。

1  . 2  高層住宅ゾーン提案競技

この高層住宅ゾー ンについては、 14階建以上、約3 ，400戸の住宅を

建設することが計画され、昭和47年に建設省、兵庫県、芦屋市、日

本住宅公団、兵庫県住宅供給公社、日本建築センターの主催で、「工

業化工法による芦屋浜高層住宅プロジェクト提案競技」が実施され

た。その結果、昭和48年 8 月に A S T M企業連合( 新日本製鎖倒、側

竹中工務底、松下電工側、松下興産側、高砂熱学工業側) の提案が、

第 l 位に入選し、その後、この提案を実施案として採用、現在、建

芦屋浜高層住宅

プロジェク ト敷地

。田信d
k m

図一1 芦屋浜埋立地の位置と高層住宅ゾーン

設が行われている 。

1 . 3  A S T M計画の特徴

A S T Mの提案の大 きな特徴の一つは、住棟の構法 にあり、架構体

(鉄骨) と住戸締li文部材 (P C a板) を分間Ilt し、 l 住棟は l 層に 2住戸 1

階段形式を 2 つ並べた 4戸の住戸ユニッ トに よっ て椛成 している 。

また、 5 層ごとに、通路、コ ミュニ ティーの場、防災避難の場とし

て共用階を設け、これを桃造的には、大架構と して構造体を集約 し、

大きなはりと して 活用 して いる 。 このような形式に より、階数は 14、

19、24、29階、 全住棟数52棟、 全住戸数3 ，384戸 を建設す る予定であ

る(図一3 、 4 参mu。

2 . 地盤の特徴

2 . 1  埋立の経歴

埋立工事は兵庫県 が事業主体 となって行われ、昭和44年11月に着

工。第 l 工区 (宮川以西、面積57. 4ha) は昭和49年 7 丹、第 2 工区 (宮

川以来、面積68. 2ha) は昭和50年 3 月にそれぞれ、埋立造成を完了し

ている。埋立造成に使用された土砂は、淡路産の山土砂、および海砂

であり、造成地盤高は O. P + 5.  0- 5.  7 m、総土盆は約1，500万m' であ

る。

2 . 2  地層断面図と主な地盤性状

高層住宅 ゾーンについて、南北方向の地層断面図は、 図 - 5 に示

すとおりである 。 またその地盤層序は表 ー 1 のように区分される 。

上位から順に各層の概要を述べると 、つぎのようである 。

1  ) 埋立層 ( BS層) は、その下端がO. P -5. Omから O. P -9.  Omであ

り、設計G. L がO. P+ 5. 7- 6. 2mであることから、その層厚は、 11-

15mとなる 。埋立に使用された土は山砂または海砂で、粒径加積曲線

をみても 8 5 %以上の砂分を含んでおり、一般的には、 N< lOのゆるい

図- 2  芦屋浜埋立地の全体利用精想

建 築と 社会/1977年8 月号 19  



写真 ー1 芦屋浜高層住宅プロジェク卜建般工事( 昭和52年 5 月中旬)

⑦ 

日

口

自 主電気室

巴 集 会 所

図 - 3  芦屋浜高層住宅プロ ジェクト全体配置図

堆積状態にあ る。 後述する よ うに、この層 は地震時に液状化を生 じ

る可能性を有 する ものと 判断され る。

表 - 1  地鐙層序

時 代 t出 層 t血 質 ｾ ｣＠ 号

沖 積 世 | 埋

立 層 砂 質 土 Bs 

第 1" ' ' '=1 沖 4員 層 キ占 性 土 Ac 

砂 障害、砂質 土 |

キ占 性 土

Di g 

四 | 伊 丹 泉 層

E品、 質 土 Di s  

洪 積 世

事占 性 土 Di c 

紀 |

砂 E襲

川 西 累 層

Dksg 

粘 性 土 Dkc  

20  

性ヨ
{ 主戸組合せの基本単位

L t ニ= r - t ニコニ二一

桁 方 向 ( X方 向)

住 棟 の4構造上の基本単位

「 一

」 L  」 l  F  - - 『 F  叩 一- - - - i r  一"  '  

張問方向 5昼間方向 桁方向架禍

階段側架憎 妻 側 架 情

2 ) 沖積層 (Ac 層) は 2 - 5 mの層厚 を有し、その上端は旧海底面

で‘ あったと考えられる 。Ac 層の下端深度は、陸側の北端でO. P-8m、

海側の南端でO. P- 14. 5mであり、この層は、有効土被り圧に対して

庄密未了の状態にあり、反密沈下が生 じている 。

3 ) 上部洪積層は大別して、伊丹累層 (Di g，Di s  Di c 層) と川西

累層 (Dksg，Dkc 層) に、区別される 。伊丹累層は、上位より順に砂

礁、砂質土、粘性土のE 層からなる部分 (Di g 層) と、砂質土を主と

する部分 (Di s 層) 、および粘性土の部分 (Dic 層) から構成されてい

る。

Di g 層の層厚は 15m前後で、粘性土を介在しているため、 Nil直のバ

ラツキは大きい。 砂礁または砂質土部分における Nfl直は大略30- 50
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図 - 5  地層断面図

以上の値を示し、粘性土部分におけるN i J 直は 7 - 15の範囲にある 。ま

た、粘性土は有効土被り圧に対して過圧密の状態にある 。

Di s 層は、層厚 5 - 7 mで、主に砂質土によって構成され、 N 値は

40程度以上を示している 。D ig 層との境界深さは、明瞭でない部分

もあるが、大体、陸側の北端でO. P-24m、海側の南端でO. P-32mと

なっている 。 この Dis 層 が比較的安定しており、信頼できること、

また、下部にある 粘性土層 (D ic 層) は硬く、耐力的にも 、沈下につ

いても問題のないことから、この層を、くいの先端支持地盤として

設計を行 っている 。

Dic 層は層厚 10m前後、 Nf1直8 - 15の硬い粘性土であり、圧密先行

荷重 6kg /crrf 以上、有効土被り圧に対して過圧密の状態にある 。

川西累層は、砂機層 (Dksg層) および粘性土層 (Dkc層) ともに、伊

丹累層のそれらよりも総じてより密な、あるいは硬い地盤とな って

いる 。

2 .3  液状化発生の検討

地震時に液状化が生じる可能性のある層は、埋立層 (Bs層) と沖積

層の中の砂磯層 (As g層) である 。

液状化発生の判定条件については、種々の調査・研究が行われて

いるが、ここでは主としてつぎの 3 点から判定した。なお、詳細は

度深

(m)  

一5

〒畠 ιｾ ＢＧｉ Ｏ ｟ - / 1  ¥ 

ＮＮＮＮＮ Ｎ ， ・ ｾ Ｈ /- '1  Y  ¥ 

N1直

4 0  50 

EM 
ｾ←＠ ト混砂

. 1砂レキ

④ 

i主) ③ 液状化 しに くい範囲

⑧ : 土質や地震動の大きさ とその継続

時/111によっ て液状化する範閤

。 : 液状 しやすい範囲

図 6  液状化の可能性の範囲と埋立層の N値

f也の文献を参照されたい。

(1)  実 測 N値 とa max=0. 15g のときの大略の限界 Nfl直による判定

(図- 6 )  

(2)  粒度分布、平均粒径、均等係数、 シルト ・粘土含有量および有

5) .  6) η  

効上載圧による 判定

(3)  限界せん断応力と 地震時における平均せん断応力との比較によ

，)  

る判定

以上の検討結果より埋立層は地震時 max=O. 2g 程度の地震動に

対して、液状化を生ずるものと判定し、対策を講ずる必要があるも

のと判断した。

2 . 4  地盤沈下

地盤沈下の原因となる圧密沈下の主 な対象土層は沖積層の粘性土

層 (Ac 層) である 。これより以深にある粘性土層については、洪積層

の D ig 層には粘性土層が介在しているが、層厚が比較的薄いこと、

また、過圧密の傾向を示している 。 また、 D i c 層は、前述したよう

に硬く、かなり過圧密な状態にあることなどから 、庄密沈下に大き

な影響を及ぼさないものと判断 した。

Ac 層を対象 に、沈下品算定のための諸定数を定め、理論計算によ

る沈下の時間的推移を検討した 。 その結果の代表例を 図 - 7 に示す。

また、現地における沈下の経時測定の結果を同図に併記 した。 これ

らの検討結果から昭和50年以降の最終沈下量は、沈下盆の算定にあ

たって設定した条件、土質定数の試験誤差、 二次圧密それに埋立に

使用された砂の圧縮立を考慮 しでも、 一般部分では最大20cmを考え

ておけばよいものと判断 した。

3 . 基 礎 ・ 地 業 の 設 計

3 . 1  建物種別と基礎地業

芦屋浜高層住宅プロジェク トにおいて建設される建物は、 14階~

29階の住棟全52棟を中心として、公共施設 ( エネルギープラン 卜室、

警察官派出所、消防署、 診療所、集会室、 地区セ ンター管理室などを

含む) 、商業施設、ス ポーツ施設、集会所および設備棟 (住棟群の 聞

に点在する ) などである 。 また、建物以外の構造物としては、この

ほかに、歩道橋、河川橋、 道路の擁壁などを建設す る必要ーがある 。

これらの建物お よび精造物の地業を設計するにあた っての基本的

条件は、埋立層の液状化、 くいの先端支持地盤の決定、地盤の沈下、

2 7  
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沖積層に生じる負の摩擦力、および建設

にともなう騒音・振動などの公害問題で

ある 。 とくに、住棟の地業については、

埋立地に建つ高層住宅であることから、

安全性、信頼性、施工性、経? 斉性などに

ついて慎重に総合的な検討を行った 。 そ

の結果、液状化対策として、住棟直下お

よび周辺部埋立層の砂質地盤の締め固め

による地悠改良を行うとともに、下部構

造については水平剛性を確保し、剛強か

っ、靭性に富む構造とするため比較的大

口径の鋼管ぐい ( O609.  6  mm- l  ，117 .6
mm

)  

打撃工法を採用している 。

図- 7  沈下量の時間的捻移

あることを考慮し、基礎形状はくい頭をつないで十分剛性の高い基

礎ば、り ( はりせい 3m- 6m) を配置する形としている (図 8  ) 。

なお、住棟以外の建物および構造物の地業については、その用途、

規模、および形状に応じて 表一 2 に示すように使い分けている 。

くい先端支待地盤は前述の Di s層 (O. P

-24m- 32mを上端とする洪積層砂層) と

し、沖積層における負の摩擦力を考慮している 。 なお、住棟の地業

の工法選定に |鶏する検討の詳細については別補2参照されたい。

基礎については、平面的にみても 、 くい頭をつなぎ、不等沈下を

防止する意味でも、剛性を高くする必要があり、さらに、柱脚とく

34 

3. 2  地盤改良工法

前述 ( 2 .  3 節) の検討により、埋立層が地震時に液状化する可能

性があると判断したが、 くいの設計条件として地盤の水平抵抗を期

待する必要があるため、砂質地盤を締め固めて液状化を防止 する目

的で地盤改良を行うことにしている 。

い頭は大きな荷重をうけるため互いに基礎の中に十分埋め込み軸力

および曲げを伝達しなければならない。 また、上部構造が立面的に

みて細長い建物形状であり、転倒に対する安定を確保するには、 f主

棟幅より外1ftl] に踏んばった形でくいおよび基礎ばりを配置する必要

がある 。 これらの条件や上 ・下部構造の接点としての重要な部位で

@  

図
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くい伏図 、基礎伏図、基礎断面図

⑥ ⑤ @  

図 - 8  

① ②  

くい伏図基礎伏図
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表 - 2 芦屋浜高層住宅プロ ジェクトにおける建物・精造物と

その基礎・地業の概要

建 物 . f 14造物

構 造

基 礎 ・ 地 業 の 概 要

規 定

くい ; 鋼管ぐい打撃工法、ベノトぐい

先端支持層Dis層 ( 上端O. P-24.  Om-

長期許容支持カ

S+ Pca 

鋼管ぐい ｾ ＶＰＹ 伽 ｭＭＱＴＰｴ Ｏ 本ベノトぐい

再812. 2mm- 190t /本 世1，00Omm-

14

F  

- 29

F  ｾＹＱＴ 伽 ｭＭ ＲＲＰ ｴ Ｏ 本 230t/本

{主 初: れ， 016 伽 m-250t/ :本 列， 20伽 mー

世1，117. 6mm-280t /本 295t /本

会52械i

地盤改良; パイプロコンポーザー工法およびパ

イプロフローテー ション工法

埋立府全層対象 (先端 O. P- 5. 5m-

9. 5m) 世60伽 m，1. 8 m正三角形配置、

鉱浮パラス充て A

くい; 鋼管コンクリートぐい+ P C ぐい 埋込

R C  み工法

公 共 施 設

3

F  

先端支持層 Di s 層

長期許容支持カ 世500mm 70t /本

地盤改良; な し

R C  
浮函基礎 ; 基礎底 GL- 3. 8m - 5.  3m 

商 業 施 設

4  F  

地銀改良な し

S + R C  
布基礎; 按i也庄 5 .0t/ni 以下(長期)

ス ポ ー ツ 施 設

2  F  

地盤改良なし

1島 ｾ＠ 所 R C  
ベた基礎; 接地圧 5. 0t/ni 以下( 長期)

1  F  設 備 棟 地盤改良 ｾｴ＠ ν  

くい ，鋼管コンクリートぐい + P C ぐい 樫込

み工法

中 央 河 川 縞 S  先端支持層 Di s層

長!日i許容支持力 ｾＵＰ 伽 ｭ 70t/本

地盤改良，なし

歩 近 精

くい ; 主として P C ぐい 埋込み工法

先端支持層 Di s 層

P C，RC 

長期許容支持力 世500mm40t /:本以上
道 路 擁 壁

地盤改良; なし

改良効果の目標値は、改良前の Nfl直0 - 1 5 を改良後N 値として 15

以上に高めることとし、この結果、 a ma x= 0 . 2 g程度の地震動に対し

では、液状化を防止しようとするものである 。地盤改良深さは、埋

立層下端 ( =A c 層上端、 O. P - 5 . 5m - 9 . 5m) までとし、平面的な範

囲については、住棟直下部分および外周鋼管ぐいの外側約 5 m に固

まれる範囲としている 。工法としては、パイプロコンポーザー工法

とパイプロフローテーション工法を地盤の状況、施工性、能力など

に応じて使い分けている 。

改良工事の仕様については、予め、試験工事を実宛し、径併600mm、

1. 8 m正三角形配置、充てん骨材として鉱浮ノ〈ラス (粒 径5 - 4伽 m)

を使用、その投入量は0 .4m' / m前後 とすることを設定した。

この程工法の採用は砂質地盤を締め固めて液状化を防止するとと

もに、液状化が生じた場合には、パイプロパイルのドレイン効果が

期待できることも有利な点であると考えており、新潟地震の際に改

良効果が確認された実績をも っている 。

3 . 3  くいの設計

1  ) 鋼管ぐい打撃工法

くいの設計用耐力は、事前に敷地内で実鈍された鉛直および水平

絞荷試験結果を参考として設定している 。 なお、くい先端支持層は

Di s 層 (上端深 O.  P -24.  Om- 32.  Om) である。

a ) 鉛直支持カ

くい先端支持カは、 lt長荷試験では先端到達荷重が小さく確認でき

なか ったが、安全側にみて、i I i X 荷試験における最大先端到達荷重約

150t /m' のすを先端地盤の許容支持カ度として設定している 。

くい周面摩擦力は、戦荷試験結果から、 O. P- 11. 3m 以浅( 埋立層、

A c層 ; 負の摩擦力が生じる領域) とそれ以深( 主に洪積層，正の摩擦

カが期待できる領域) にわけで、平均的な摩擦カ~変位の関係をグラ

フ化すると 図 - 9 のようになる。

この結果を参考として 、埋立層およひ。A c層において、負の摩擦力

を問題とする場合は、その摩擦カ度を 8 t/ rrf とし、洪積層において正

の摩擦力度を期待する場合は、極限摩擦力度を 13t/rrf としている。

これらの設計条件にもとづき、 図 - 101こ示す、検討手順にしたが

って 、地域別にくいの鉛直支持カを計算した。なお、基本的には、

鉛直支持カについては、先端支持カの評価を控え目とし、洪積層の

摩擦力に依存する考え方である 。

上述の結果、ほとんどの地域で、検討手順に示すPal で決ま ってお

り、最終的に、設計用長期許容支持力は、 世609. 6

mm

;  140t / 本から、

札 117. 6

mm

;  280t /本の聞に分布している 。

b) 水平抵抗

くいの水平耐力は、水平地盤反カ係数が深さ方向に比例するもの

として評価した場合の弾性支承ぱりとしての方法と Br omsの方法を

用いて、検討している 。ここでは 、弾性支承ばりの方法について、

その概要を述べる。

水平載荷試験結果から求められた水平地盤反力係数η hとくい頭の

水平変位 y . の関係は 図 一11 1こ示すとおりである 。 n hについて、 一 方

向試験結果と交番試験結果を比較すると、後者の方が低い値を示し

τ いる 。

載荷試験の場合と実際の場合には、地下水位その他で条件が異な

O.P- 11. 3m以浅 O. P-1 1. 3m以深
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図- 9 周面E匝織力と変位置の関係

ー
司

図ー10 鉛直支持カの検討手順

1∞ 
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。 一 方 向 蹴 験 結 果

・ 交 番 試 験 結 果

。
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図ー11 水平地盤反カ係重ｾ n.とくい頭変位y.
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るため、設計用のη 叫土補正が必要となる 。交番試験結果にもとづい

て、この補正を行ったものが、図 - l l に示す設計用 ( n hD) である。こ

の曲線で示されるη 仰を設計用の基本的な値( 単ぐいが、 0. 2g以下の

地震をうける場合) として採用している 。

この η hDに対して、種々の検討を加え、群ぐいとした場合、 n h=

0. 5nhD、さらに、激震時 (0 .3g) には、 η h= 0 .7nhDとして評価した。

くいは打撃時に防音筒を使用するため、単管は最大長10mに制限

し、くい長に応じて 3 - 4 本継ぎとし、肉厚は上部を厚く、下部に

むかつて 2 - 3 段階に薄〈変えている 。 なお、腐蝕しろ 2
mm

を差し引

いた断面性能に対して設計している 。 くい頭処理については、くい

頭を基礎コンクリート内に80om"哩め込み、これによって曲げモーメ

ントを処理し、輸力に対しては K . Pヘッド( 圧縮カ) と溶接アンカー

鉄筋( 引抜力) によって処理している 。 また、くい先端は開放とし、

補強のために厚さ 6
mm

、幅300m
m

の鉄板を先端部分周囲に溶接により

とりつけている 。

2  ) 場所打コンクリートぐし、( ベノトぐい)

建設段階に入って、くい打ちの騒音 ・振動などに対して、周辺の

住民から苦情が発生した。 このため、民間住棟 7 棟分については、

当初鋼管ぐい打撃工法で予定していたものをべノトぐいに変更した。

ベノトぐいの場合の先端支持層、先端地盤の支持カ度、正および

負の摩擦力度およひヲtc平抵抗については、前述の鋼管ぐいの設計の

場合と同様に設定、または評価している 。先端支持力については、

子 . fj .  Apにあてはめて考えた場合、 Nを10として評価していること

になり 、べノトぐいの先端処理の状態を勘案しでも、十分安全側の

設定をしているものと考えられる 。

これらの結果、民間住棟に当初予定していた鋼管ぐいは 列14.4
mm

1， 016. 0…1， 117.  6

mm

であるが、これらを、前者については 、札 ooomm

( 長期許容支持力230t/ 本) 、後二者については世1，20伽 m(長期許容支

持カ295t/本) のそれぞれべノトぐいに置換した。

3  ) 埋込みぐい( 鋼管コンクリートぐい+ P C ぐい)

前述したように主として騒音 ・振動を防止することが必要となっ

てきたこともあり、住棟以外で建物の規模、形状が小さく、あるい

は低層である場合には埋込みぐい工法を採用している 。また、建物

の規模、形状を考慮した上で、地盤改良にたよらずくいの水平抵抗

を確保する目的から、埋込みぐいとしては、上部に鋼管コンクリー

トぐい、下部に P Cぐいを使用している 。

くい先端支持層は鋼管ぐい、ベノトぐいの場合と同様に D i s 層で

ある 。長期許容支持力は、負の摩擦カも考慮した結果、 70t/本 (<t

50om
m

) に設定している 。

鋼管コンクリートぐいは、外側を鋼管、内部をコンクリート断面

とした比較的新しいくいであり、 R C ぐい、 P C ぐいがもっている軸

カに対しては強いが、曲げに対しては弱いという性能を、その周囲

に鋼管をまくことによって曲げ性能を補強したものである 。

曲げを受けるくい上部には鋼管コンクリートぐいを用い 、くい中

間部あるいは下部にはR C ぐい、またはP C ぐいを用いた合成ぐいは

適材適所の観点からは有利な使用法といえよう 。ここでは、強震時、

くい断面に生ずる最大応力度は降伏強度以下( 弾性) とし、激震時

に対しては終局強度以下におさまるように設計している 。

3  .  4  浮函基礎

商業施設については、つぎの理由により浮函基礎として設計する

予定である 。

1  ) 階数が少ない ( R C， 4  F ) 。 この結果、建物重量が小さく、基

礎底は比較的浅くすることが可能であること 。
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2  ) 比較的均質な地盤であること。

3) 平面形か正方形に近く、 比較的拡がりを有した (60mX 90m) 安定

した建物形状であること 。

4) 重量分布は、建物平面内で比較的均等でhあること。

5) 隣接建物がないこと 。

6) くい地業よりコストが安いこと 。

試設計の段階における検討では、基礎底は一般部分 G. L-3. 8
m

、

最深部分でG. L - 5. 3
m

とな っている 。埋立地では一般に地業に関す

る工事費が高いが、建物の用途、形状、および、地銀の状況に応じ

て、浮函基礎の採用も検討されるべきであると考えている 。

4 . 施工状況

4 . 1  地盤改良工事( 写真 2 ， 3 参照 )

地盤改良工事の仕様は、前述のように決定したが、実施にあたっ

ては、各住棟建設地地盤の実状に応じて 、改良効果を確認した上で

最終的に投入骨材量などの仕様を決定する 必要がある 。 このため、

本工事の施工に先立ち、 2住棟に l ヵ所の害Ij 合で改良範囲の一部に

おいて改良前後の N 値を標準貫入試験によって調査し 、改良効果の

確認を行っている 。 その実例を 図一 12に示す。改良効果がみられな

い部分は柱状図に示すようにシルト質の地層であり、粒度分析の結

果、細粒分の含有量が30%以上あることを確認している 。図 - 13は、

いくつかの確認試験結果を、次式による平均N 値の形で整理したも

のであり (不動建設( 槻研究室による ) 、いずれも改良効果が表れて

いる 。

"2. Ni  

N =ーー一一

η  

ここに 、 N; 平均 N値

π ; Nfl直測定個数

Ni;各深度の測定N f l直

4 .  2  くい工事

a) 鋼管ぐい( 写真 4 ， 5 参照)

公共住棟45棟のくい打工事は、昭和51年 1 月末開始、昭和51年11

月中旬完了するまでに、約 1，900本を打設した。 打設はディーゼルハ

ンマーにより、 再609. 6、812. 8

m m

についてはK- 45、併914. 4- 1，117. 6
m m  

についてはK B- 60を用いている 。

くい先端はできるだけ設計どおりの深さとなるように管理したが、

なかには、ハンマーの重量を大きくしても、あるいは総打撃回数が

3，000回をこえても、所定深さに逮せず高どまりするくいもあ った。打

設完了時における くい耐力の確認は次式によ って行い、この式によ

って得られる支持カが、設計用長期許容支持力の 1. 5倍を確保するよ

うに管理した。

e( - F  

Ra= す× 一一一一一

S 十す

ここに、 Ra; 長期支持力 (t)  

e(; 効率 =0. 5

F ;  2 W H  

W; ハン マ一重量 ( t)  

H ;ハ ンマー落下高 (cm)

S ;平均貫入量 (cm)

K ; リバウンド量 (cm)

図 - 14は県営住棟のくい打工事における 鈎14. 4

m m

の場合の打撃回

数と上式による支持力の関係を示したものである 。式の上では、両

者には直接関係はないが、ある程度の相関性はみられそうである 。

くい打精度については、くい頭芯ず‘れ10伽 m以内、くいの傾斜品以



施 工 後
色 祖

標 準 寅 入 試 験

深 土 土 立サ
施 施 施工前 一一0 -

質
!e 事

エ エ
施工後 一一・一一

度 質 密 ｾｉｊ＠ 後

ae  

N  N  標準貧入試験 Nj 直 (回)

(m)  号 名 調 度 {直
値 D

10 15  2 0  25 30 

2者著

7  1 4  

両2 - 5仰向位の機混入

今3 2 1 5  
シルト混り砂および砂の互庖

の所あり
7/

3 3  
1 5  

粘土;l!
粘土を混入 ( 少量)

じり

組成色彩変化あり

2 .7 0  
砂曝 7  1 4  

褐色

9  2 0  

砂は中砂および組砂、粘土を 1 6  1 8  

褐色 若干混入

細機少量混入 7  
2 0  

5/

3 2  5.9 0  
砂 1 2  

ｾ〆 ｴｩｦ ＿1  

暗色

6/

3 4  3 0  

曝混じ

細砂および細型車混入

4/主主
7.3 0  り砂 褐色

2 2  

7.. 7む ン J" ト

8  1 5  

砂は細砂および中砂

8 8:> 

、 争 ， 

砂

粘土を少量混入
7  1 4  

思色

ヤ一一一

9  
8  

細砂を少量混入、掲色の部

5ノ3 2

10.' lC 
シルト 分を混入、粘性あり

1 6  

国空
14 5 2  

1 6  
3 4  

再2 - 5切ら位の磯を多く混入

2 0  

上部に少量の粘土混入
3 1  

唖結土

混 じり

1 7  2 4  

13 4 0  砂 暗褐色

匡

貝殻片混入、上部に細砂を

8ゐ2 1 0  

シルト

混入

ち34
賀

臭気あり 、粘性あり

7  

結土
膏黒色

図 ー12 地盤改良前・後の N 値の比較
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図 - 14 エネルギ一式による長期許容支持カと総打窓回数の関係

写 真 ー2 地銀敬良工事( パイプロコンポーザー工法)

写 真 - 3 地盤改良工事( パイブロフローテーション工法)
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335 

Y方向芯 ずれ

N= I .722  

X  = - O. 64cm 

S  = 2.7加 n

3∞ 

2∞ 

117  

図一15 くい打による芯ずれの精度

下を目標 として設定し た。図 - 15 は、1，722本の くい打実績 デー タか

ら芯ずれのヒス トグラムを示したものであり 、 くい打精度が比較的

良好に管理されているといえる 。

なお、くい打 には 、密閉型防音筒 (J ASPP-NA型) を使用 してお

り、この装置 による 防音効果は、これを使用 せずにくい 打を 行った

場合に比べて 距離の遠近に かかわらず、'l ぽ20ホ ンの減音が可能 と

なっている 。

b) ベノ卜ぐい、埋込み (写真 一 6 ， 7 参照)

べノトぐいの施工では 、先端のスライム処理が問題となる 。 その

処理に関する工法には、スライムパケット工法、濁水交換工法、エ

アーリフト工法などがあるが、 ここでは、エアーリフト工法を採用

している 。 この工法は、エアーコンプレッサーで下部に圧搾空気を

送り 、下音11を撹持状態 にして濁水をトレミ ー管を通じ τ 排水するも

ので、孔内 7k{立を維持するため、 清水を注入しつつ行う工法であ

る。

コンク リートについては、強度F c=240kg/cn! 、調合は水セ メン卜

比55 %以下、セメン 卜立300旬以上、 スランフ。16cmを基準として決定

している 。

埋込みぐいの施 工については、当初、プ レオーガーが玉石や一音11

N 値の高い砂機層の部分で施 工困難となることも予想されたが、比

較的順調に工事は進められている 。 くい先端部分に、セメントミル

クによる根固液をいれるとともに 、周面摩擦カを期待するくい中間

部にもセ メン ト盆を多 くした周辺固定液 ( セメ ン ト、 ベン トナ イ ト、

写真- 6 ベノトぐい工事 写真 - 7 埋込みぐいエ寝

水の混合液) を注入してい る。

なお、べ/ 卜ぐい 、埋込みぐいは、本年 6 月から工事を 開始した 。

4.3  くい打工事および地盤改良工事に伴う騒音、振動対策
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建設地 と周辺住宅 との距離は、最短でも約

150mある 。騒音に対 しで は、兵庫県条令 およ

び芦屋市の規制値が85ホンであるが、防音筒

の使用効果に よ り大きな 問題は生じていない。

一方、振動 については 、兵庫 県公害防止条令

および芦屋市の条令によ り、第 l 種住居専 用地

域 で畳間の地盤振動速度の規制基準値が0.3mm

/sec とな っている 。振動源は、くい打工事、地

盤改良工事であり 、周辺住宅に対 して 、確かに

振動 を与えているものの 、上記の規制値を下廻

るこ とは測定によ って石在認さ れている 。

しかし、実際には 、これらの振動 に対 して、

住 民か らの苦情 が続出 し、結局、民間住棟 7

棟分のくい打工事 につ いては、止 むをえずこ

れをベ ノ卜 ぐいに変更せ ざるを 得なかっ た。 また、周辺住宅 に近い

昔11分の地盤改良 工事に ついても、 振動 を伴 う工法の採用 について再

検討を行った。

5  おわりに

芦屋浜埋立地の中の高層住宅ゾーンについで 、地盤 と基礎 ・地業

を中心にその概一要を報告した 。埋立地 はその埋立工事の管恩 が将来

の地盤を左右する意味 で重要である。芦屋浜の場合は比較的よく管

理されていると 聞いている 。地継は、 均質で、沈下量は比較的小 さ

いと予想されるが それでも 、液状化の可能性がある 。

このように 、一般に埋立地 に建設される建物の地業は長いくいが

必要とな ったり 、また、くいに曲げを考慮することによ ってコスト

が高くなる傾向 にある 。 さらに 、 くいに支持 されている建物 と、枕

下が続く 周辺地盤との聞には 、高低差が生じたりする 。

ここでは 、こ のような 問題 を解決するための一案 として 、浮匡l基

礎の採用 を試みている 。今後も埋立地 に高層住宅が建設されると予

想されるが、基礎 ・地業は地盤を考慮 し、過去の経験を活かして 、

信頼性 、経済性、施工性、建設公害などの面から総合的 に検討すべ

きである 。本稿がそのために役立つことがあれば幸いである 。

おわりに 、芦屋浜高層住宅プロ ジェ クトの地盤および住僚の地業

の検討が竹中技術研究所 ・f半' 1 " 松次郎氏および新 日本製鍛 ・塩井彪

氏を中心としで行われたものであること 、また 、新日本製鍛および

竹中工務庖大阪本庄設計部の関係者の方々の指導と協力によ ってい

ること 、施工段 階の資料 がA S T M共同企業体の関係者の方々によ

って整理され提供 されたものであることを付記し、深〈感謝の意を

表します。
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埋立地盤に建つ上部構造物- 問題点とその対策-

石 原 左 内

青 柳 英 之

海岸埋立地はもともと軟弱な沖積層地盤の上に、海底の粘土をす

くい上げて埋めるか、山から取 ってきた土を放り込んで、作 った土地

で、その粘土層の特質は高鋭敏比であり、埋立荷重による沈下は、

水深の大きさ、埋立時期、埋立方法等により均一ではない。構造物

の設計に当たって第一 に考I在、す べきは埋立時期である 。最も危険な

場合は埋立が部分的にしか完了していないのに杭打を施工しなけれ

ばならないこともありうる 。埋立後 10年も経過した場合とではネガ

ティブフリクションの大きさも相当異なるはずである 。

近頃、軟弱地盤に大構造物が建てられるようになり 、 しかも埋立

後の建設時期は非常に早くな ってきた。以下に述べる多くの問題点

には確実な対策もなく、現時点では通常の地盤における構造物とま

ったく同ーの安全性を確保することはできないという認識の上に立

って構造設計をスタートしなければならない。更に建物の完成後の

維持、保守にも金がかかることを念頭におく必要がある。( 図 1 参照)

@  
日

ネガティブフリクション

村L は通常先端部および周面の摩擦力( ポジティプフリクション) で

支持カを発揮するが、地盤が沈下する場合は 、周面の摩擦カは杭を

引きずり込む方向( ネガテイ ブフリクション) に変化する 。 この摩擦

力の大きさは、以前は71Pf J ! 層などでは 1 - 2  t/m' と考えられていた

が、その後の研究により予想、の 10倍近くもあることがわか った。筆

者の設計例で、は鋼管杭併508、長さ 40m程度で、ネガテイブフリクシ

ョンは 180t - 210t で上郎防造物を負観する力は70t が限度であった。す

なわち大部分は、土をぶらさげるための杭と言える 。重要な点は、

210+70=280tの荷重が作用すると、安全率 1. 2程度の設計では支持

層への杭の貫入が考えられ、建物もある程度沈下することが予想さ

. れる 。 また、杭先端部の支持条件( パネ係数) をすべての杭で同一性

状になるよう施行することは非常に困難である( 長尺杭の項参照) の

で、建物に支持杭による不同沈下が発生する 。この不同沈下は、杭

のない直接基礎の場合より始末が悪く、不同沈下量は地盤沈下が続

く間噌 えつづけ、建物を破壊する 。上部構造物はこの強制変位に追

随するか、またはこれを抑制する耐力を必要とする 。 とくに鉄筋コ

ンクリート造の許容変位角は非常に小さく、沈下進行地盤での杭基

礎の設計は非常に困難なものとなる 。

現在、ネガティプフリクションを低減する方法として下記のもの

が考えられている 。

(1  )f! i に働く摩擦力を 図2 のような原理

でスリップさせる材料を塗る。鋼管杭に

はアスフアルト系のものが使用されてい

る。コンクリート枕にもこの方法が利用

され始めたが、かなり費用も高くつくの

図 2 で、杭径を大きくする場合との比較も必

要だろう 。 また地盤が落ちつくまで効果が持続するかどうか、摩擦

力の低減効果の数量的犯媛、地中温度との関係などの問題も残 って

いる 。

(2)二重管杭とする (図 3 ) 。外管のみにネガテ ィ

ブフリクションをかけ、地盤とともに沈下さ せる 。

、 ｉ ｾ 然材料費、施工費がかさむ 。 技術 的問題 点 は内

管と 外管の摩擦を完全に切ることと 内管の長柱座

屈 、水平抵抗が裏腹の関係 にあること、また 内管

と外管の間への土砂の進入の防止も考慮しなけ れ

ばならない。筆者らの実施例には 、外管に鋼管 4

600、内管に P C杭 向00を使用したものがある 。

- 1  ｾ Ｊ ｾ＠

外 管

内 管

図 3
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しかし掘削時ゆるんで弱くな った地悠は 、建設後、もとに戻るかど

うかは明らかでないのが設計上気がかりで ある。地下が部分的 にあ

る場合は建物の重心 と浮心 を合わせるのが良 い。液状化 が発生して

も理屈の上 からはメタ

セ ンターが重心 よりも

高ければ復元カが働 き、

建物は傾かない。

W> 2: 叩の場合( 厳密

には直接基礎) は上部

盛土層の地耐力に対 し

て安全でFあって も下の

粘土層の増加応 力に対

図 7 す るチェックが必要で

ある 。通常 図 7 の( A)の形状の沈下曲線となるので 図 7のの) 、 (C)、の)の

対策が提案されるが、実際は機能上うまく いかない場合が多いし、

地盤も平面的 に不均一であるから 、構造物には不同沈下が生ずる 。

この不同沈下よる応力は、コンク リー卜構造物のように構造材料

にクリー プ性がある場合には、急激に生ずる沈下と、長時間にわた

ってゆ っ くり進行する沈下とでは精造物に与える影響は異なる 。す

なわち通常鉄筋コンクリート造に対する許容変形角 2 X l Q- 3radは沈

下速度が遅い場合は l OX l Q- 3radに透しでも障害が生じない場合もあ

る。埋立地盤ではクリープに頼らないのが賢明であるが、不同沈下

の問題を上部、下部両構造の達成系として解くには 、実用解として

確立したものはない。

l r T T l l l l l l l l l l l  

|i TTTi l ll l  LW J  

工コ二一」ヰ

( 8 )  

@  

@  

仁ユ工二

(3鮮杭効果を利用する 。( 捨杭を打つ場合も含む)

杭にぶらさがる土の重量という考え方により、等価重量負担半径 (γe)

を計算しているが、これを積極的に活用したものに捨材しがある 。 こ

れは外側の杭にも群杭効果を持たせるためであるが、捨杭もし っか

りと支持層に達していなければならないのは自明のことである 。捨杭

にも水平力を分担さ せ るには 図 4の (B)の方法が考えられている 。

図 4

( ， =  1  000- 3000t/ni 

一
一
一

砂層 (締め固め)

粘土層( 脱水工法)

洪積層

図 B

1

l

e

p

-

-

T

V
ー

つぎに筆者らの設計例で使った方法を記して参考とする 。

(1)地盤、建物ともに 2 次元状態にモデル化する 。(図 8 )  

砂層のヤング係数は NfI直より推定し、 粘土層のヤング係数は 11m.

( m，， 1主体積圧縮係数) を使用する 。

(2) 地盤を平面歪状態と仮定し、 F EM(有限要素法) にで解析する 。

(3)建物の沈下性状より、各柱下の鉛直パネ係数を決定する 。

(4)i 允下パネっき立体フレーム解析を行う 。

上部構造物は不静定な経済的断面であるため (基礎の場合のように

安全率を 3以上も取らない) 、基礎の不等沈下に対して敏感であり、

柱下パネなしに比較して、 1. 5- 2.  0倍の応力は簡単に生ずる 。埋立

地盤での構造断面では、常にこのような応力に耐える余裕が必要である 。

最近は土木構造物においても不静定構造を採用し 、地盤の不均ー

による不等沈下に対して図9のごとき設計法を取っているものもある。

K 2= K J 1. 5  (K
2
の位置をいろいろ変える)

一般に不等沈下による応力だけでなく、 地震力も、風圧力も単純

明快な 外力ではな い。ゆえに機造物の設計では、ある 仮定し た条件

のもとでの結果を

正確に知ることよ

りも、どの条件が

どのような結果を

与えるかといった

沈下進行地盤に杭を打つ場合は 、ネガテイブフリクションの項で述

べたように十分な杭先端支持力がポイン卜になる 。 たとえば打込み杭

では最終貫入量を 3- 5弘J 呈度に押さえ、従来の打止め貫入量 5 - 10

弘 (建築鋼杭施工指針) とする原則よりも杭体にと って非常に苛酷な

施工を行っている。それでも埋立地では杭基礎による不等沈下がしば

しば発生している。そこで下部構造は不等沈下の発生に対して万全の

設計、施工を行うが、たとえ不等沈下が発生しでも上部構造への影響

が大きくならないような配慮が必要にな ってくる 。土木構造物では平

面的に広い範囲にわた って連続しているため、基礎地盤の沈下に伴 っ

て構造物の 中に不等沈下が発生するが、上告11に静定構造を採用する

ことでこれを処理している。筆者の実施例では上部構造に対 して下記

の対策を行った。なお基礎構造は鋼管杭 術08X9.5 .Q=43mである。

(1) 鉄筋コンクリ

r  1 I  I  I  
l  I  I  |  一トよりも可後性

1 1  I  I  |  のある鉄骨造を採

I  1  I  |  用した。

図 5 (2)  剛性の大きく

なるブレースを避け、 X ，Y 方向 ともラーメン構造とする 。

(3)  RCの地中梁は デプス を小さく、スタラ ップの多 い断面とした。

(4 ) 建物の長くなる部分および曲折部はエキス パンションま たは 図

5 のように梁をピンジョイン卜とした。

(5) 壁 はP C版とし、不等沈下に対応できるよう 一方をスライドジョ

イン卜とした。

杭を打ちながら 、なおかつ上部構造に不等沈下対策を考慮するとい

う考え方は一般には少し説明しに くいところでも ある 。 しかし学校、

病院等の重要機造物には過剰設計ではなく絶対に必要な配慮ではな

かろうか。これは一口に言うならば、航空機の精造設計でよく使われ、

最近建築構造でも言われるようにな ったフェイルセイフ (F ail S af e)  

構造の考え方である。一部の失敗 (F ail ) に対しでも全体は安全 (S afe)

であるという設計は 、建築構造にも十分取 り入れる価値がある 。

フェイルセイフ ( Fai l Saf e) の 構 造

1

1

+

l

i

|

↓

|

去

仁仁口口ココロココ

w(建物重量川

抑協成勿斜濡の 構造物に地下が設置

f  f  f  JwLJJ 吾し↑ W土の重量S できる場合は、排土重

図 6 量と建物荷重をバラン

スさせるフローティング基礎が、杭基礎に伴うトラブルを避ける良

い方法となる 。図 6 に示すように考慮する排土量は施工に伴う地盤

のふくれ上がりを考 えて%- ? { 倍とする 。

フローテインク基礎
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ことについての総合的判断に力点をおくべきである 。当然、仮定す

る条件も、構造物のモデル化も単純なほどよく、それが精進工学的

特性を写しだすスペクトルとなればよい。

平家の工場、倉庫

このタイプの構造的特徴を 図10に示す。

単スパンラーメンである (桁行はプレース偽造)

］Ｖ よ ｾｲ 一一 ｜ Ｑ｟ 鉄骨造
i 一 一 一一 ーーーー- - / ，- 栓測はピンまたは半固定

日ーで- - - 円

仁 I也中梁がない

¥建物物量が非常に軽い

図10

堅固な地盤であれば非常に簡単な勝造物であるが、埋立地に立つ

場合は種々の問題点が生じる 。

1)杭は長尺となり、負の摩擦力を考慮すれば、上部構造の工費に比

べて、下部構造が高くっき過ぎる 。

2) 出入口はフォークリフトなどが通行できるよう、地中梁は下に落

としておく 。 シャッタ一、ハンガードアーなどは関口部の拡大に対

応しなければならない。

3) 土問荷重により杭を外へ移動させるような力が働く 。(図 11)

図 11

4) 通常桁行方向は長い

ので、ある程度不同沈

下が進めばジャッキア

ップまたはジャッキダ

ウンできるような工夫

を柱脚にしておくこと

が望まい、

5) スパンが短くて筏みに

対して問題がなければ、

三 ヒン ジ等の静定構造

の採用も考えられる 。

つぎに示す 図12はジ

ャッキア y プを可能と

した例である。埋立後、

新しい場合は地盤は沈

下だけでなく水平にも

動いている所もあり、

これにも対処した所が

ある 。岸壁も鉛直、 水

平に動いている 。

液 状 化

9 トo ｆｓｖ ｓＡ～ｖＩ，ｖ …ｾ＠

48. 600 ¥寸ノ

BIl - 28X350X730 ＷＧンカーポ ｊｾ ト 4- 32世 (e=1. 895)  

図 12

地震時の砂地盤の液状化は、ごく大雑把につぎの図13のようなカ

ラクリから説明される 。 B の状態はいわば液f本状であり、砂には明

断抵抗がない。すなわち、土質力学の教えるところによれば、砂の

強度は押さえている力 N に比例する 。(図 14)

強度 R = K  N  ( Nは常数、図 14より 7 サ ツカを述想、させるの で内部ぼ娘角¥

¥という 。K = tan 世 /  

A  B  C  

水
水圧が高くなる

砂

水に浮いた状態

二 = 振動さす

A  水 で 満 た さ れ た 砂 が B  舗を. ・申書せれば砂

上 図 の 状 鯨 で 入 つて の 粒 子聞 の か み 合 い

い る も の と す る . が は ず れ 、上 部 の街

. は 本 に 加 わ る 。

図 13

水に N を奪われれば (N = 0) 、液状化す

る( R = O ) 。

図13 A図よりわかるように液状化する

C  本 は 上 に 逃 げ 、 砂粒

子 は 下 に 落 ち 錨 く。

N
ι

品
( 明断)

かどうかは砂の締まり具合に左右される

し、振動の大きさとくり返し回数による 。 図14

簡単なことでも定量的な追求はむずかしく、統計的に求められた判

定規準か、アメリカの Seedの提案した方法 (近似的な判定法である)

によっている 。

液状化の発生を防止する方法としては砂地盤の締め固めが一般的

であるが、相当工費のかかるものであるから、上部構造物の重要性

と比較して慎重な設計をしなければならない。筆者の実施例を参考

に記す。

1) パイル間隔 1. 9 mの振動締め固め

2) 締め固め深さ: 約 15m

3) 締め固め程度: 原地盤N値 10を15以上とする 。

4) 締め固め範囲: 建物の外 10mまでとする 。

5) 締め固めの確認・チ ェッ ク用のボーリングを行う 。

6) 地盤の沈下: この締め固めにより、地盤は 1 m程度沈下した。

圧 密 沈 下 と 地 盤 改 良

日本の海岸埋立地は大部分海底に軟弱な粘土層があり、 t如来には

便利であるが、埋立荷重による圧密沈下は、埋立面積が大きいため

その圧力球根は海底の深部まで及ぶので、相当長期間継続する。圧密

沈下とは粘土の中の水が抜けでは'下する現象であるが (厳密には土粒

子骨格の変形もある) 、粘土の中の水の動きが緩慢で、あるので、沈下に

は非常に時間がかかる。圧密の硬論は、水の抜ける早さと粘土の体積

減少の速さを等しいとおいた条件から導かれるが、手の込んだテク

ニ y クの割には計算f直はオーダー的に信用できる程度である。 これに

は理論上の単純化などいろいろな理由が考えられるが、地盤は複雑

であり ( 日本の沖積粘土は大抵サンド シームをはさむ) 、さらに人工的

変化が加わるので、実 illiJ 値は計算通りにいかないのだろう 。ここでは、

この理論の中でよく使われる粘土の庄密所要時間に関する次式につ

いて考えよう 。 H'

ｴ ］ ｔ ｶｾ＠
し v

t . 圧密時間I Tv :  11制fl 係数

H 排水距離 Cv 庄密係数

上式は圧密時間が排水距離の 2乗に比例することを示す。 この圧

密に要する時間を短くするため、粘土層中に砂位を設置して排水距

離を短くするのがサンドドレー ン工法である 。埋立地の軟弱粘土は

鋭敏比の高いものが多いのでサ ンド、パイルの打設には十分な予備調

査が必要である 。 もしこのような粘土が大きな 撹乱 を受けると強度

の低下と上の式における Cv (圧密係数) が

小さくなることで圧密H寺間 t が長くなる

場合もありうる 。確実にサンドパイルが

形成されたかどうかは、砂枕の直上で標

準貫入試験をして調べ ることが必要であ

る。庄密沈下が進行しているかどうかは

図 15

2 9  



沈下計と間隙水圧のチェックによって確認する 。

圧密沈下促進の今一つの方法にプレロードがある 。 これは設置す

るわ骨造物以上の荷重を加えることによって、さきに沈下を終了させ

ようとするものであるが、盛土荷重が小さいと期間が長くなるし、

大きければ、スベリ破域の危険や、周辺構造物に与える影響が問題

となる 。盛土の端昔11は粘土が{ 則方流動を起こしやすい。粘土は脱水

による体制減少( 圧街変形) により密度が大きくなり、強度が増加す

るが、体積が一定のままの変形( 塑性変形、勇断変形) による場合は

土の中出掛品造が乱され勢断強度が小さくなる 。図16からも、盛土端

部の下の土は圧密変形よりも塑性変形が大きくなりやすいのが理解

ｦＭｾ 一一
~一一_ _ _ . /

11  +[口湿性変形

ー口 ←

図 16

長 尺 杭

できる 。 とくにサンドノ f イ

ルを設置して粘土層を乱し

た後に盛土を行 った場合は

大きな塑性流動を起こし、

サンドノ f イルが切れたりする

こともあるので注意を要する。

施工信頼性から 言 えば杭の長さとトラブルは正比例するので、構

造の安全性とは逆比例する 。埋立地においては; 杭は30m以上の長

尺が干与通で、 70m以上に達する場合もある 。 しかも杭のトラブルは

地中のことゆえ、原因や対策もは っきり断定しがたい。数公的なこ

とは何も言えない。つぎに述べることは杭基礎の安全性、信頼性を

考える上の参考とされたい。

(1)打止り わL打公式は杭の支持力とは余り関係ないが、これに似

るしかないので、 一応計算している 。打止りは1'1"入111が一定値であ

ることと所定深さに透していることを確認する 。杭の打込み抵抗は

大きくても (転石に当た ったり、水の抵抗がある場合等) 静的長期1荷

重に対しては非常に弱い場合が多い。杭は曲がった場合も十分打ち

込み抵抗は大きく出る 。

(2)杭の幽がり わL長が40m以上にも逮すれば大抵の杭は曲がって

いると考えるのが妥当である 。先端閉鎖形の場合は、杭中に懐中電

燈をつり下げてみるか、石を落としたときの音で曲がりが判断でき

る。

(3)杭打による地盤への影響 砂地盤の場合は土が締ま って後から

打つがしの此入が困 ｾｦｴ になる 。 粘土地盤の場合は、撹乱による粘土の

現断抵抗低下で前の杭が浮き上がる場合もある 。 これは砂層ががL打

で液状化を起こした湯合も問機である 。通常、先に打 った杭は 1cm 

近くは浮き上がっているものと思わなければならない。 また杭打に

より前に打った杭は横移動が必ずあるものである 。先端1m放型の杭

ではこれらの怒影響は比l絞的少ない。ただし 11日放杭は先端支持肘へ

の1' 1 " 人公がポイントになるので、この方面からの安全性が問題である。

埋 立 地 盤 と 耐 震 問 題

地復U;f には、地盤が揺れ、その結果建物j が動くが、建物の動きが

その近くの地盤の動きに i影響を与える 。 これを地盤と建物の「相互

作用」という 。 この辺の問題も定性的にはわか ってきたが、定主的

にはこれからの分野である 。

建物には地盤の強さ以上の力は加l わわらないという原理から言え

ば軟弱地鍛 lニの剛柿造物は堅固な地盤に立つよりも安全である 。 し

かしこれは言い過ぎである 。耐震設計とは耐加速度設計でもなけれ

ば耐エルセントロ設計でもないのである 。軟弱地盤の特徴は加速度

は小さいが変位が大きいと言われる 。 また構造物が弾性範囲の場合、

上記のことが言えても激震時のように弾塑性を対象とする場合は不

30 

利になる可能性がある。まして地盤が液状化すれば S 波( 努断波) は

伝播されなくなるから、それより上層の加速度はきわめて小さくな

るはずでFあるから、建物は安全であるとは誰も言わない。

地盤沈下により杭頭に生ずる空隙も、地震時には問題の一つであ

る(図 17) 。振動的にこれの影響を取り入れた解析はまだ困難である

が、まずい結果になることは予想できる。なぜなら水平力は基礎版

等が地盤に接していれば、杭など問題に ならないほ ど版 が水平力を

負担. してくれるからである 。たとえ j打L が

水平力を負担しでも、振動的に剛性の急

変効果がどうなるか、むずかしいところ

である 。 これに対する対策は下記が考え

られる 。

(1) 空隙がある程度大きくなれば砂を充

填できるよう、床スラブ等に穴を聞けて

置く 。

(2) Hi の設計では半えE頁を 1m - 1. 50m自

由とした上で (図 18) 、チャンの公式を適

用している 。当然 P C杭では B 種か C 種

を使用しているが、施工上、杭頚を訴る

のでプレストレスが角平除されるから、上

告1140-50cm程度はコンクリートで補強す

る場合もある 。鋼管杭の場合は、上中' I i . の

み肉厚の j♀いものを用いるが、地上に 出

た音11分は腐食の問題もあるので、あらか

じめ上部 1m- 1. 5mを塗装するなどの対

策を婆する 。筆者の実施例では鋼管杭に

砂をつめ、上部はコンクリートづめとし

たものがある 。(図 19)

コンクリートの塩分問題

図 17

h p下=1. 0- 1. 5m 

/11γ 11 

図18

フ チ ン グ

図 19

海岸埋立地の構造物は多くの塩分を含んだ空気にさらされるため、

欽の錆をいかに防ぐかが問題となる 。鉄tJ. の錆止 め塗装の効果は下

地処理で決まるといっても過言ではない。重要構造物ではサンドブ

ラストに酸洗いといった手間のかかる、したがって値段のおい処理

が行われる 。鉄骨は塗装の塗り変えが定期的にされているが、コン

クリート中の鉄筋はそうはいかない。コンクリートは通常アルカリ

で鉄筋は錆びないが、最近問題にな っているように、海砂の使用の

ためコンクリー卜中の塩分が鉄筋を錆びさせるが、潮風の影響はこ

れを助長し、コンクリートのひびわれ幅がO. 1m叫ス下で、あ っても鉄筋

は腐食し、鉄筋の腐食膨張による縦ひびわれの発生、ひいてはかぶ

りコンクリートのはくりが生じる 。0.1%以上の塩分を含む砂が使閉

されている現状では、埋立地の R C .h Y i 造物はきわめて危険な結果が

予怨される 。 この問題に対する対策は下記が考えられる 。

1) 密実なコンクリートを打つためスランプを小さくする 。現実には

スランフ。18cm以下の施工はむずかしいので、たとえば最近よく利用

されるようになった遅延添加減水剤による高流動コンクリートなど

が適当であろう 。

2) 外壁の仕上げは厚いもので、空気を通さないものが良い。鉄筋の

かぶり厚も 2 cm程度深い方が良い。

3) 防錆材を使用する 。近年JI S が制定されるとのことであるから、

広く持及するものと忠われる 。

(叫ら さ付寺い 阪神外貿 ｉ崎♀醐頭公仙叩印旧工脚削 ｾｉｬ 平Ｂ門Ｂ吋 ｡サ ｬ

あおや ぎ ひでゆき H附KH昭自和設計J技主悼術I本部h情司造邸次 t長是 j
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同志社大学ハリス理科

学館の保存

金津 正明

1  . 理科学館のプ口フィル

緑の木々に固まれた彩栄館 ・礼拝堂 ・有終館 ・

理科学館 ・クラーク記念館等の赤レンガ造建築群

が限し出す同志社大学のキャンパスの雰囲気は、

同大学関係者ならずとも深い感銘を受ける 。今度、

これらの明治 10年から 20年代に建設された建物の

うち、埋科学館に全面保存工事を施し、その姿を

後世に伝えることになった 。

この建物は、米国人 J . M ハリス氏の寄金を受

けて、英国人 J ハンセル氏の設計により、明治

23年( 1890) に竣工し、すでに 80年以上の風雪に耐

えてきたもので、ゴシック様式を採り入れたレン

ガ造 2階建で、左右対称に切姿屋恨を自己した美し

い建物である 。屋恨は木造卜ラス瓦葺きで、 2 階

床は木造で一部鋳鉄管の柱が併用されている 。 レ

ンガは初期の国産品で、白地には外部はセメント

モルタルが、内部は漆喰モルタルが使用されてい

る。基礎は捨てコンクリートの上に直接レンガを

積み上げた非常に ild単なものである 。創建当時は

屋上に六角形の望楼と数本の煙突があったことが、

竣工写真 から 窺 える。

2. 過去の地震記録の分析と今後の推定

理科学館は、建設後すでに緩度 V 以上の地震に

三度巡過し、 1927年の北丹後地震のときには望楼 ・

煙突などに損傷を受け、これらを解体した 。京都

地方に影響を及 lましたと思われる過去 1200年間の

地震記録を理科年表から抽出して分析すると、 200

- 250ガル程度の地震が十数回あ ったものと推定

された 。

今後、この地方に襲来する地震動の強さを予想

するために、種々の検討を行 った。河角博士の方

法により角平析すると、今後75年間の最高期待震度

1; 1: 震度 V ( 200- 250ガル) となった 。また、宇佐美 ，

久本氏によれば、この地方に緩度 V ( 80- 250ガル)

の地援は 38. 5年周期で起こるとされており、岩崎

氏によれば、この地方では加速度最大規模の地震

は、ほぽ250ガル程度とされている 。その他の報告

もこれらと同程反の値を与えている 。

これらの資料から判断して、理科学館も地表加

速度 250ガルの地震に対して安全であることが必

要であると考えられる 。

3 . 建物の保有耐力の検討

補強計画に先立 って、レンガの強度 ・白地の強

度の確認は、建物が使用中であるために不可能で

あったので、つぎのような仮定のもとに検討を進

めた 。 白地モルタルは経年期聞から推定し、その

強度はほとんど期待できないので、摩擦のみを期

待するものとし、床組みが木造であるので剛床仮

定は成立しないものとする 。

その結果、切安部分壁は片待梁として解析すれ

ば、水平震度 0. 05程度で崩壊し、 Eまの福内努断力

に対しては水平震度0. 15程度で全面崩援する。ま

た、壁の面外曲げに対しては数値上の解析は可能

であるが、仮定すべき要因が多すぎ、余り正確な

結果 lま得難い 。 そこで過去の震害例から切妥部分

壁と同程度の値と推定する 。

これらを総合して、この建物を現状のまま放置

しておけば、震度 羽( 25- 80 ガル) で妥壁が崩壊し、

震度 V 以上で全面Jj ) j 援する危F剣空か清いと判断した。

4 . 補強工事に伴う調査

全面保存を決定する以前から解体工事中にわた

って種 h の調査を進め、調査結果を反映しながら

作業を進めた 。

まず、建設当H寺の設計図がすでに失われていた

ので、実演IJ 図を作製し、目視観察により建物の現

況を把握した 。

構造上の調査としては、敷地地擦の卓越周期と

建物の振動性状を調査するために、常時微動の測

定を行い、地盤の卓越周期0. 6秒、建物の固有周期

0. 3秒を得て、解析の結果、応答倍率 1. 33倍を推定

した。また、平板紋荷試験を行い、地耐力長期6. 3

ton/rri の値を得た 。このほか; 施工に際して、 レ

ンガ壁に打ち込んだアンカーの引き抜き試験を行

い、その強度を確認した 。

5 . 補強工事の構造設計

通常、レンガ造の建物を布自修する場合には、白

地 に樹脂を注入したり、外面に鉄骨を添わせたり

するが、理科学館の場合は、外観を煩わず、かっ

強度的にも高い性能が求められるので、全面的に

補強を施すこととした 。

上部構造の補強方法としては、屋内に R C壁式構

造 ・R C有壁ラーメン精進 ・鉄骨プレース付ラーメ

ン構造等を構築して補強することが考えられるが、

初期剛性はかなりおいが非常に弱くて脆いレンガ

壁の構造的特質と呼応して補強効果を上げるには、

水平剛性の高いものが適当であると考え、 R C 墜式

精進を採用した 。 この方法によれば、レンガ墜は

全面にわたり R C墜と無理なく接することができ、

レンガ壁の函外力に対する弱さの補強が容易であ

り、室内は墜厚分だけ狭くはなるが、柱型が全く

無く、外観上ほとんど以前と変わらない点でも優

れている 。

地震カの算定には、構造上レンガ壁は仕上材と

肴{ 放し、その重訟をすべて R C 墜に負担させた 。

水平渡度は 0. 2としたが、壁の平均勇断応力度を最

大3.0kg/c疎童度に押さえ、努断ひび割れに対して

1. 5倍程度の余裕を残し、壁梁も弾性限に対して 1. 5

コ泊

m

E

m

量s

断面詳細図

倍以上の安全率を確保した 。 これは実質的には水

平震度 0. 3程度でも十分弾性範囲内にあることとな

り、地表加速度250ガル程度の希に起こる地震に対

しでも、弾性範囲もしくは一部亀裂を生じる程度

で、最大耐力に対しては十分な安全率がある 。

レンガ墜と R C 壁とはケミカルアンカーを用いる

ことにより一体化を図った 。ボルトの径およびピ

y チは引き抜き試験の結果を参考に、レンガ壁の

面外曲げと水平野断力に対して安全なように、 D

13縦償@6 0 0とした。建物内部は、レンガ墜で仕切

られ、各階床スラプも数個のプロ ックに分断され

ているため、地震時に個々のプロ ック相互の相対

変位を無くする必要がある 。 そこでレンガ内壁の

両側に必ず R C墜を設け、レンガ壁を貫通するボル

トで両側の R C 墜を緊結するとともに、スラプ筋も

レンガ墜を貫通したボルトに溶接して、連続性を

持たせた 。

この建物の最大の弱点である切安部分壁も内側l

に片持状の ｒ ｃｾ 置を設けることにより、完全に補強

した 。

既設の基礎底は G L -390と非常に浅く、かつ繋梁

が設けられておらず、一部不同沈下が生じている

ような状態であり、これに密着して、それよりも

深い基礎を構築することは危険を伴うと判断して、

基礎底は既設と同ーとした 。 基礎形式は、 ｬｦｾ 荷試

験より求めた地耐力と、建物重i訟をできるだけ均

等に地盤へ伝え、既設部分への悪影響を遊けるこ

とから、ベタ基礎と一部布基礎とした 。一部レン

ガ造フーチングの上に新設基礎が乗る湯所につい

ては、新設側の沈下がレンガ墜に影響を与えない

ように、スチロールを f央んだ。

。

本年 3 月補強工事は完了した 。建築物の外観を

完全に保存し、機能を損わず、今後永〈 ε生命げ

を持ち続けられる今回の試みは、ミはく製" との批

判はあるにしても、歴史的建築物の保存としての

意義はあ ったと考えている 。

( かなぎわ まさあき KK大林組設計第 3 部)
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貯湯槽の材料と防錆

糸 賀 進

温度計 6  沸上り管

排水管

給水管

1 . 材質について

J!r湯 槽 の 材 質 を 以 下 に 示 す。

・軟 鋼 ( JI S -G- 3 10 1一 般構 造 用 延 鋼 材 )

S S-4 1  

・ステンレス鋼 ( J I S- 3  04 、 18Cr - 8 Ni )

S US - 27 オ ス テ ナ イ ト 系

( JI S- 304  L1 8  C r -9  N i )  

S U S・28 オース テ ナ イ ト 系

。i S ・3 16 、16Cr - 10 Ni- 2Mo)

S US - 32 オ ー ス テ ナ イ ト 系

( JI S- 3 16 L 1 6Cr - 12 N卜 2 Mo)

S US-33 オ ー ス テ ナ イ ト 系

詳細については省田各する。

なお 、J! 宇湯憾の板 J享 は 、 そ の 直 径 お よ び 圧

力によ って決定される 。 ボイラーあ、よび圧力

容 器 安 全 規 則 ( 昭和 47年 9 月30 日労 働 省 令 第

合 金 元 素 に は C r の よ う に フ ェ ラ イ ト を 定 安 @ マ グ ネ シ ュ ー ム 陽 筏 材

す る 元 素 ( Mo、S i 、Nb)、Ni のようにオース @ 白 金 陽 極 材

テ ナ イ ト を 安 定 す る 元 素 ( C 、Mn、N )、これ の 白 金、 チ タ ン 陽 極 材

ら の 元 素 の 添 加 割 合 に よ っ て 、 ス テ ン レ ス 鋼

の組織が決まる。

2 .腐食について

- 軟 鋼 ( S S 材 ) ; 軟鋼 の 場 合、すべてのJ ! 宇湯槽

の 内面 に 塗 装 お よ び ラ イニングを施行し 、そ

の 被 肢 が ピ ン ホ ー ル や 、 また 制 離 し な い か ぎ

り腐食は起こらない( 塗装およびライニングの

選 定 ) 。定期の検 査 が 必 要 で あ る 。

@ ア ル ミ 陽 極 材

以上、種々の陽極材が使用されているが、

近 年 防 食 対 策 と し て 、 ア ノ ー ド 材 取 り 付 け が

I曽加 してし ミる。

4.タンクの保温について

とくに施行時 のタンク 外面 の 油 お よ び 他 の

附 着物は完全に除去し、保温する必要がある。

タンクの附着物の接触面は肉眼で見えないが、
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@ 温 度 差 電 池 腐 食

3 防食防錆について

- 軟 鋼 ( S S 材 ); S S材 の 場 合 、 とくに 内聞の

清 掃 お よ び 内 面 の 仕 上 が り の 入 念 な 加 工 方 法

如何が、防錆塗装およびライ ニングに影響し 、

ピンホ ールや、剥離の原因となり、 6 カ 月 ~

12カ 月 く ら い で 塗 装 お よ び ラ イ ニ ン グ の 補 修

をしなくてはならない幸吉果になりやすく、l ! 宇

湯槽の場合は焼付施行のため、現地で、の補修

は不可能である 。被 JI莫による防錆については

必ずサンドブラスト ( 下 地 処 理 ) が完全に 施 行

さ れ る か ど う か で 耐 用 年 数 が 決 ま る と 言 っ て

も過言ではないと忠、う 。 もちろん種々のライ

ニ ン グ の ど ン ホ ー ル や 被Jj 英の厚さなどにも腐

食 の 原 因 の 一 端はあるが、腐食は均一でなく

33号 ) に は 、以下( イ) - ( ニサのような事項が記述 引 腐 食 状 に 進 行 す る こ と が 多 い の で 危 険 で あ

されているので参照されたい 。 る。被 JI英による防食としては、フェノール焼

(イ) ボイラー

(ロ) 第一 種 圧 力 容 器

付 第 二稜 圧 力 容 得

(ニ) 小型ボイラ ー お よ び 小 型 圧 力容結ゎ

付 、 エ ポ キ シ 焼 付 、 メ タ リ コ ン pj( 1寸と、 F RP

ライニング、クラスライニンクーなどが防食の

代 表 的 な も の で あ る 。

・ ス テ ン レ ス 鋼 ( 5 U 5材 ) ;囲内需要も激噌し、

- 軟鋼 ( 5 5材 ) ;!!i' 湯惜の材料は、第 一 種 圧 力 金 属 加 工 に 携 わ る 方 々 で 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 加

容 器 0'，構 造 規 俗 ( 昭和 34年労働省 告 示 第 11号) 工 に 関心 のない方々は少ないのではないかと

第一編 に 定 め る 精 造 規 格 に 適 合 し て い る も の 考 え ら れ る 。 こ の よ う に 普 及 し て い る に も か

でなければならなし ' 0 かわらず、ステン レスの加工 授 が高いとか 、

・ステンレス鋼 ( 5 U 5材 ) オ ー ス テ ナ イ ト 系 ， 力[1工 の 失 敗 に よ る 不 満 も 稀 れ で な い と 考 え ら

オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 は 1 8 Cr- 8Ni れる 。 ス テ ン レ ス 鋼 は Cr - Ni の含有量が多い

ステンレス鋼で代表される C r- Ni 系 ス テ ン レ た め 、 そ の 加 工 特 性 は S S材と異なり、かつ加

ス鋼であり、常温で標準組織はオーステナイ 工 方 法 如 何 が 、 そ の J!r湯 槽 の 耐 年 数 を 左 右 す

トを示す 。一 般 に Cr 系 ス テ ン レ ス 鋼 よ り 、 耐 る。

食 性 、 機 械 的 性1'[ お よ び 溶 接 性 が 優 れ 、 使 用 ステンレスのl ! 宇湯槽に塗装するのは今日では

範 囲 は 広 p 。 ス テ ン レ ス 鋼 の 耐 食 性 を 改 善 す 常 識 と な っ て き た 。塗 装 は 外 面 の 腐 食 対 策 と

るために Cr を主 成 分 と し て 、さらに、、 問、 して施行している 。

Mo、C uな ど を 添 加 し た も の で あ る 。 つぎに防食対策のアノード材については、

32 建築と社会/ 1977年8 月号

せない 。 ま た タ ン ク の 内 外 の 付 着 物 、 と く に

内 面 の 場 合 の 温 水 中 に 含 有 し て い る 塩 素 イ オ

ンの限界を 100ppmとする人もいるが、液中の

塩 素 が10% くらいとしても、元の濃度が低く

と も 温 度 が 上 昇 す る こ と に よ っ て 濃 縮 す る か

らである 。 一 例 と し て 何 か の 沈 澱 物 が あ り 、

体 止 時 ま た 検 査 時 に 液 が 残 る と 、 * が 蒸 発 し

て塩素が濃縮し 、 この現象が繰り返されると

容 易 に 応 力腐 食 割 れ 、 お よ び 、 粒 界 腐 食 の 原

因となり剖れてしまう 。 こ の 場 合 、 よ く 水 洗

いし 、沈 澱 物 、付着 物 な ど を 取 り 去 っ て お く

必要がある 。

6. 生産状況(当社)

J! r湯槽の、材質による生産状況を以下に示す。

S US - 3 0 4 ，S US - 316 5 3 %  

S US ライニング 7%  

フ ェ ノ ー ル 焼 付 2 6 % 

エ ポ キ シ 焼f寸 6 %  

そのf也 8 % 

直 径 に よ る 生 産 状 況 を 以 下 に 示 す 。

ＸＰＰｾ＠ 4 %  

900世
9 % 

1000件
10%  

1100再
10%  

1200世 2 3 % 

1300持 15 %  

1400世
9 %  

1500世 12 %  

1600再 3 %  

1700世
3 %  

1800世
1%  

2000世 1%  

( いとがすすむ K K 平 和 鉄 工 所 )
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前号では、旧庁舎の実測 - 解体から保存壁体の

仮設補強新築躯体との緊結までの、どちらかと

いえば、表面にあらわれない配慮について述べた

が、本号では、改造 ・復元 ・修復など、保存 ・再

生のための設計から施工に至る意匠的な配慮につ

いて、現場からのリアル ・タイムな報告をまじえ

て述べてみたい。

- 保存外壁の再織成

精進計画で、保存外壁に新築躯体 を依め込む案

を採用し、 新旧の外壁を意匠的にも 無湿 なく連続

させるため、新旧の相互依入ともいうべき手法を

とることにした。 したがって、保存外壁そのもの

も、敢えて改造の手を加え、新たに相育成しなおし

た。すなわち、 図 1 にみるように、新旧外壁面の

バランスと、保存外壁部分のまとまりから、東洞

院通側の旧外壁を左三分のー撤去して、ちょうど

控え壁を中心に対称、となるような墜商に再m成し

たのである 。 そして、新旧の接合昔11には、唐突を

遊けるため、緩衝空間としてのアルコープを設け、

さらに、新築壁面には、旧壁面の質感に調和させ

るべく、できるだけ類似の色合いと、肌理をもっ

レンガタイルを採用し、窓も縦長のプロポーショ

ンと 、突出した者色アルミニ ュウム製窓枠で、現

代性をもたせ っつ 、旧壁面に雰囲気をつないだ。

一方、 旧壁面 にあ った回ノ字型の木製上げ下げ窓

マｾ 刊当山平山ｾｾ

EE  
a  

公衆入口 (改造)

図 1

A ベロン( 改造) 血ポーチコ( 保存) 畠ベロン( 改迄J

図 2 三条通倒立面( 新庁舎)

写真 1

が、腐朽著しく再用に堪えないこともあ って 、逆

に新築壁面に用いるの と同 じタイプのアルミニュ

ウム製回転窓を保存壁面にも適用 し、 新旧の相E

依入を外壁意匠においても実現せ んとした (図 2) 。

以上のほか、設計上 の理由から、保存壁の 出入

口まわりも改造している 。すなわち、新築部分と

一階の床高さをそろえ、公衆の利用の便宜を図る

ため、保存部分の床高を旧来の1 . 8 mより約1 m低

くしたことに伴い、三条通{ftlJ の両脇ペロン( 外階

段) と東洞院通傾IJ の郵便馬車の発着台を切り下げ

る必要が生じたが、ペデスタルを在来の花関石か

ら彫り出すことで、意匠的解決を図 った。ただし 、

中央のポーチコは、出入口としては利用せず、象

徴的に保存する( 図 l 、2) 。

なお、保存壁面の再構成には、現物保存の意味

から、原則として 旧材 を再用するが、レンガにつ

いては、前号に述べたように、撤去部分からの採

取が難航し、 一部新材 を用いざるを得なくなった 。

- 旧形の復元

保存部分のうち、屋根まわりについては、精進

上の理由と、屋恨裳の有効利用のため、旧来の木

造洋小屋に 代え で、コンクリートの屋根スラブを

造り、その上にオガクズ ・モルタル( セメント 2 、

オガクズ 2 、スタッコ l 、砂 1 ) を塗り、緩衝材

兼防水材として、アスフアルト・ルーフィ ングを

敷き、在来の天然スレートを直どめする方法をと

った。なお、釘は旧来の亜鉛釘をステンレス釘に

代え、 害事孔を旧来の 2 個所から 3 個所にして、安

全を期 した (写真 1 ) 。 またマンサード屋根の瓦機

主主の部分、樋、棟飾、隅車干飾などは、新たに、鋼

板で旧形通り復元するが、 ドーマー窓の飾りにつ

いては、復元が困難なこと、下地の木材が腐朽し

ていることなどから、 図 4 のように 、補修した在

来銅板外殻に、内側から発泡石膏で断熱の上、 F

R Pで裏打補強し、鉄骨下地に緊結するという方

法を採用した。乙 こで最大の問題は、新旧銅板の

緑青程度を あわせ ることであるが、意匠上かなり

写真 2 写真 3

大きなウェイ卜を占める音E分であるだけに 、 なる

べく自然な形で予め緑青させて 、新旧を調和させ

る方法を目 下検討中 である 。

保存外壁のうち、東面の一部は、 新築躯体 との

関係で、 レンガを半了績にして 旧形に復元す るが、

在来窓の半円ペデイメントに依め込まれて いた石

膏製レリーフは剥落が著しく、再用に堪えないた

め、シリコーンで型取りの上、ガラス微小球混合

の F R Pで復元することにした (図 3 、写真 2 ) 。

. 破損部分の修復

保存外壁には、工事中できるだけ損傷を与えな

いよう万全の配l昔、をしているが、 外部足場のつな

ぎや、 解体 による最小限の汚損は遊けられないの

と、旧状でも不同沈下のためと思われる亀裂や、

アンカーボルト跡などが、かなり見られるので、

予めエポキシ樹脂で充填補強の上、仕上段階で、

表面のレンガ材を部分的に祈りとり、旧レンガ材

で置き 換 えるという方法をとることにした。 また、

石材部分については、上述のレリーフ同様、ガラ

ス微小球混合のエポキシ樹脂で補修する 。 なお、

最後の壁面の洗浄には、種々実験 ・検討の結果、

1%希釈のフッ 化水素が最適であるという結論に

到達している 。

- 現在の施工状況と今後の問題点( 8 月)

工事は鉄骨部分の建方が完了し、地上二階の躯

体工事中である 。保存墜とコンクリート躯体との

緊結も順調で、保存音11分の構造補強工事としては

峠を越したといえよう 。 したがって外壁保存工事

としては、f I } i 年 3 月まで、すでに述べたような 、

意匠的問題の解決に全力を尽くすべき段階であろ

う。 なかでも、最大の問題は、屋根まわりを含め

て、保存外壁の再構成をいかに、自然な形に実現

するかということであろう 。

次の報告は、明年完工のH克に詳細に行いたい。

( かんのん 郵政省建築部設計課)

紬組・平面詳細図

;，0.  

図 4
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腫 れ / 都市河川

I  はじめに

天気の観測lデ ー タ を 内外 に 伝 えあう「国際天

気 記 号 」 に は40数 種類もの雨があるらしい。

しかし、専門用語を持ち出さなくても、臼本

語 の 雨 に 関 す る 言 葉 に は 、春 雨 、五月雨、夕

立 、秋雨 、 時 雨 な ど 数 種 類 の も の が あ る 。 雨

の 種 類 が 俳 句 の 季 語 と し て 存 在 し た り 、 雨 冠

の 漢 字 が 、 雲 、霧、霞、有志、符、露、霜、雪

と数多くあることなどからも、四季折身の日

本の風情は、雨を抜きにしては、もはや考え

られず、雨と日本人との並々ならぬ強い結び

つきを示しているようである。

モ ン ス ー ン 地 帯 に 属 す る わ が 国 の 大 気 中 の 湿

度 の 影 響 で 起 こ る 「 山 紫 水 明」の青みがかっ

た速くの山々は、空気の乾燥した固からの来

客 に は 不 思 議 な 現 象 の 一 つ に 挙 げ ら れ る と い

うし、写兵家 ・入江泰吉氏の「大和路J ( 太陽)

も意識して湿り気を考えて写されたもののよ

うである。

空から降った雨は、地面から議へ、小 ) 11へ、河

川 へ 、 海 へ と 流 下 し て い き 、 そ の 途 中 で 、 人

の 生 活 と 、 様 均 な か か わ り 方 を し て い る 。 生

用水( 洗い場、防水用水など) としての水、

生 産 用 水 ( 必 業 、 漁 業 、 製 紙 業 、 酒 造 業 、 染

物 業 、 製 氷 業 、 水 力 発 電 、 相 粉 水 車 、 揚 水 水

車、 i度船、木材運搬など) としての水、観光

資源としての水というふうに。年中行事の中

の祭りにも、水の神様と閲J ! 1 ! したものが多い

し、蒸し暑ーい 夏 の 夜 の 納 涼 技 法 と し て の 京 都

の納涼床なとーの水とのかかわり方の例 は 枚挙

にいとまがない 。 一 写 真①
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神 戸 都 市設 計 資 料 研 究 会

表ー 1 親水機能 と施設 (要繁)

償 能 種 別 目 的 施 股 (要 素)

① レクリ工ーション慣 能 f!.{ 釣り、水遊び、ポートなどが楽しめる。

ff. {釣 り ぬ 波 渉 川 ポート来り場・ぶらんこ

す べ り 台 な ど の 遊 戯 施 設 そ の 他

② 公 園 的 慣 能 惣いと コミュニケーンヨンの織と寺る。

散策m・休 息 所 ・ ペ ン チ な ど の 休 養 施 設 オ

プンスペースそのf也

③ 景 観 形 成 償 能 景観を形成する。 i竜 . j直 池 .itl 水 あやめ閣その他

④ 心 理 的 満 足 慢 舵

水 と 周 辺 の 地 物 ・生 物 に 接 す る こ と に よ っ て 情

清浄水 倒 木 ・地 物 ・ 生 物

絡 的 満 足 を 与 え る 。

⑤ 浄 化 保 健 機 能 空気・水を浄化する。 浄 化 用 水 ・樹木 ・ そ の 他

⑥生 物 育 成 俊 能 鳥類・{ . ( ¥叙・虫類水生随物を生育する。 水 中 お よ び 水 辺 動 縞 物 の 生 育 場

⑦ 空 間 担量 能 空地帯主どとなる。 水 流 樹木・遊歩道・オ ープンスペース

③ 防 災 割量 能 消防水平11 貯 留 池

蒸 し 暑 い 夜 の 自 動 車 の 騒 音 を 暑 い と 感 じ る の

とは逆に、水のせせらぎは涼しさを感じさせ、

心 に 静 寂 を 生 じさせてく れ る。

コンクリー トとアスフアルトに被われた都市

砂漠は、資源術星アースの熱写真によると、

熱 地 待 ( Heat  Is l  and ) の相を 呈していると

いう。このような状況 の中で、 1 グラム蒸発

するのに 539 カロリーの熱立を要する水は、

天然のクーラーといえる。 地 表面積に対する

水 面 の 占 め る 面 積 の 割 合 ( 水 被 率 ) を 各 都 市

で作成し、気温変化と比較検討してみるのも

おもしろいだろう。

<7. kの都ミベニス 、パリ、スト ックホ ルム、

河l. t ' t 水の都ミローマ、ベルリン J 三大美港ミ

のリオデジャネイロ、ナポリ 、香港に誰しも

一 度 は 行 っ て み た い と 思 わ し め る の は 、それ

ぞれの都、港の美しい水設がそうさせるので

あろう。

水と人とのかかわりは、以上のよ うに鹿史 的 に

も古く、その形態も多種多様であったが、最

近のそれは、どうも しっくりとはいっていな

いよ うな気がしてならない。水と人とを 敵 対

する位置に置き、できる限り 早く人の目から

水 を 隔 離 す るような施設を、防災ということ

を旗印の下に建設 してきたように思う 。 そこ

で、今回は、水と人とが接する I拐を 1)河川、

2)湖沼、池、 3) 海浜、 4) St reet Funi  ture の

4 項 目に分け、それぞれの機能分類をし、見

落 さ れ て い る 第 3 の機能 ( 親水機 能ー ( 注 )

「建築 と 社 会J 1976年 7 月号 都 市 設 計 資 料 12

一生活空間としての土木m造物ー) を発現して

みたい 。( ブルー ・ウォーター {乍ljiJ()

神 戸 市 で は 、 行 政 、 事 業 者 、 市民とが↑ "hi，カ し

て 衡 を き れ い に す る 「 ク リ ー ン 作i段」、衡に緑

をふやす「グリーン作戦」が進行中である。

これ らの作戦に水辺を整備する 作 戦 「ブルー ・

ウォータ一作戦」を 加 える必婆がある。

この作戦を通じて、魅力ある都市の指標であ

る交通施設、購買施設などの生活関連絡設の

イ也 に、 自然との接点の一つである水面 利用 の

施 設の充実度を加えることを促案し 、河川沿

緑地の盤備、ウォーター ・フロント緑地の整

備、海洋レクリエーション公図の盤備の際の参

考 資 料 として 、以下の具体的案を 利 用 しでも

らい た いと忠、っている。

ここに、江戸川区役所土木部河川諜の、江戸

川 区にあ、ける「内河川整備計画」 一 都 民 の 親

しめる 川 をめざしてー( 河)1 1 No328) の 中の

「親水機能と施設」の表を載せておく 。 ① ~

③ の う ち 、 番 号 が 少 な い も の が よ り 高 度 の 親

水機能を示しているようである 。( 表 ー1)

E  ブ ル ー ・ ウ ォ ー タ 一 作 戦

1. 5可)1 1

河川の機能については、「建築と社会J 1976年

7 月号 都 市 設 計 資 料12一 生 活 空間 としての

土 木構造秒F ーを参照されたい。( 表 そ)

表ー2 河川の機能 ( r河J II J No. 351 昭和 50年)

流 水 機能 ;古水機 能 - 洪 水 の 排 除

(第1の横能) - 平 水 の 排 除

- 地 下 水 の 漏 費 、 排 除

- 下 水 の 排 除

- 海 水 侵 入 の 阻 止

- 河 口 縦 待 、 土 砂 の 排 除

利 水 機能 Ｍ 上・工Ｎｾ用水の水ｷ［ ｬ および流尚

( 第2の機能) - 発 電

- 漁 業

- 水 道

親 水機 能 ( !P; 3の慣能) Ｎ ｲ 自然 ｪＨ 水、地物、 ｾｉ 問 、生物Ｉに

(環 境保 全 機能 ) 接 す る 心 思 的 満 足

- 景観の1 f l 望者要素

- レクリエーションの場

. i l ! ) . いの場、コミュニケーションの場

- 生 態 系 の 場

- 大 気 、 ホ の 浄 化

- 微気候叫n笹

Ｎ ｾ ｮＺ Ｑ 、防災ゾーンの従ｦｊ ｩ

河 川 を、土ji に水を流下させる機能しか持って

いないという評価から、第 3 の機能を評価す

る方陶にまで転換 させる手法として、ここで

は、都市内の中小河川 を対象に河川敷 の 占 め

る空間を指標に定め、段階的に 附 加 させてい

く方向 をとってみる。

1) 第 1段 階 (在 来 幅)

人 が 近 寄 り 水 に 手 を 触 れ る こ と を 頑 な に 拒 ん

で い る 河川 を、最低限、人が水に接すること

ができるようにし 、緑の占める; t 1IJ合を噌やす。

(図ー 1)
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側道にまで人が降りれるように階段を設ける 。

図ー1



① 2 面 張 り の 河 川 改 修

河 川改 修 は 2 面張りにまでで止める。河床ま

で整備してしまうと、 確 かに維持管理という

商 か ら は 手 聞 がかからなくてよいが、水 lニ淀

みはなくなるし 、雑草の成育などは望むべく

もなく、微生物や魚類の生息空間 が消滅して

しまう恐れ がある。

② 護 岸 の 緑 化

護 岸はコンク リー トの打放し 、 あるいは石積

だけに止 めず、積極的に 、っ た 、 芝 生 な ど の

植 裁 を ほ ど こ せ る よ う に す る 。 緑化 とは関係

ないが、必要とあらぱコンクリー 卜の 色 を か

えてみたり( 熊本県人吉市内の球磨川 の護岸

コンクリートには黒色の塗料が混ぜである) 、

の っ ぺ ら ぼ う の コ ン ク リ ー ト 函 に 意 図 的 に 凸

凹 を作り出すこと( 神 戸 市内苅 藻川 一写 真② )

を考えてもよかろう。

③ 複 断 面 化

河川 の必要計画断面を確保 し た う え で 、 複断

面化 をはかり、 低 水時には人が散歩できる も

のとする。ー写 真③

iI15i - Jb正当|

朝日新聞夕刊 4 月20日付より

④ 落 差 部 の 魚 道、 自然状態 に近い線型

河 川線型を、単純な直線状に改修しないで、

防 災 上 許 さ れ る 限 り 現 況 の 蛇 行 し た ま ま に 保

つ よ う に し 極 力 落差 を避ける 。河 川 の 縦 断 勾

配 の 関 係 上 、 止 む を 得 ず 落差 を設ける場合に

当の水量があっても、晴天が続くとほとんど

水が流れない状況を示すものがある。このよ

うな河川 においては、下水処理水を第三次処

理 ま で 施 し て 、 河川維 持 用 水 と し て 放 流 し で

もよかろうし、 他 の水f立の差是かな 河川 から放

水路を設けてミもらい水ミをしてもよいだろ

う。場 合 に よ っ て は 、下流 よ り ポ ン プ ・アッ

プの水を流すことを考えでもよいのではない

だろうか。あるいは、横浜市 の川 とは逆に ( 図

- 2) 、少水公の時は地 表面近くを 、降 雨 時 に は

暗 築中の大断面を水が流れるよう工夫しでも

よい 。 この場合、上流部での防災工事には万

全を期しておく必要がある 。
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⑤ 暗 渠 化 さ れ た 河 川 の 再 発 招

都市内を流れる暗渠化 されてしまった河川 を、

他に支障のない一 部分について再発掘し 、都

心部 に 水 の せ せ ら ぎ を 魁 さ せ る こ と も 考 え 得

る。市 民 の 監 視 の 般 に さ ら さ れ る 河川水 は 臭

ともできる。樹種も場所によっては 、 護岸 に

対 す る 影 響 を 考 慮 し な く て も よ い の で 、 相 当

樹高が高くなるものも植えることができ 、名

実ともに都会砂漠の 中のオアシスたり得るも

のが実現できる。被断面の側道部分は整備し

てゴルフ 士暴なり、テニスコ ート なりにf受用 す

ることも 可能で、ある。また、大規模なた まり

場 と も な る と 洪 水 時 の遊 水 池 の 機 能 さ え も 持

ちf尋るのである。

図-4 河川のたまり場( 池) 構想

一_ ) し
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2. 湖 沼 ・ 池

ともすれば治水、キIJ水 と い う 言 葉 と の 結 び つ

きの強い水も、湖沼 、持 に 湖 の 場 合 、 そ の 結

びつきがいくらか弱く、レクリエーションと

か、観光といったイメージとの結びつきの方

が強いような印象を受ける 。湖沼、池の場合、

表 - 3で示すように、治水 、利 水 の 本 来 的 機 能

とともに、親水機能も、かなり古くより開発

気を発し 、汚 濁 し た ま ま で は 流 下 す る こ と が され利用されてきているようである 。

表 - 3 湖沼・池の機能

治 水 縄 能 - 洪 水 の 制 節

(第 1 の 機能 ) - 汚 水 処 理

- 地 下 水 の 樋 養

手IJ 水 機 能 - 上 、 工 、 農 雨 水 の ホ 源

(第 2 の 被 能) - 発 電

- 魚 業

- 水 運

観 水 機 能 - レクリエー ンョンの場

環( 郷境3保の全慣慣能能)  

( 魚釣り、 ポー ト 遊 び 、 水 泳)

. r 自制」満( 水足、 地 物 、 空 間 、 生 物) に接する

心 理 的 、教育の助

- 景 観 の 要 素

- 憩いの場、 コ ミュニ ケ - " ョンの場

- 生 態 系 の 場

側道 - 大 気 ・ 水 の 浄 化

第 l 段 階の もの と、i可道部 に関 しで は基 本 的

- 気 候 制 繋

Ｎ ｾｲＺＺ ｬ ・ 防災ゾーンの ｴｬ ｩｈ共

に同 じ考え方であるが、護岸を階段状、ス ロ レクリエーションとか観光という言葉が、持つ

ープ状にし、提防上にも 、 しだれ柳のように イメージが、人間生活本来の士易から少しはず

風による振動が根元にまで伝わらない樹種か、 れた賛沢な遊びとしてとられた時代もあ った

樹 高 が あ ま り 高 く な ら な い 、 さ ざ ん か 、 つ つ が、今のような低成長期には 、第 3 の 機 能 は

じ、きょうちくとう、くちなし、もくせいな むしろ積極的に開発していく必要がある機能

どを植えることにより、諮岸の緑から、河道 の一 つであろう 。

の水まで連続的に変化させたものを、第 2 段 都 市 内 に お け る 湖 沼 の 機 能 と も な れ ば、特 に

階とする 。提防の上も整備して自転車道とし 第 3 の機能を生かす施設の充実がさし迫って

て市民に 開 放しでもよい 。 Ｍ ｾ ｾ写真 ④ 必要となる 。新開発地においても、在来より

あった湖沼、池はそのまま保存することをま

ず考え、市民が憩える施設を設けなければな

るまい 。 また 、河 川 の 流 量 調 整 な ど の 第 1 、

第 2 の 機 能 を 目 的 と し た 人 造 湖 を 造 る 場 合 で

も、第 3 の機能を意識した整備が必要である 。

子 供 が 近 寄 って 起 こ す 水 の 事 故 を 恐 れ て 、 プ

ー ル 以 外 の 水 で 泳 ぐ こ と の で き な い 子f共をつ

くるよりも、安全な施設を充実させて、メダ

も、魚が上流にまで昇れる魚道を設けるよう 日経新書 「地方都市ルネ ッサンス J ( 宮沢弘著) より カ、水すましの生態や、水草の季節的変化の

にしなければならないし、低水H寺のたまり場 3) 第 3 段 階 勉 強 が で き る よ う な 教 育 の 場 と も な り 得 る 湖

を作るために、落差工のヲ己主席に 30- 50cm間 隔 図 ー4のように、水のたまり場( 池 ) を設ける 。 沼 、 池 を 作 ってやりたいものである 。行こう

に低い支柱などを設けて転石止めを作 って や 現 況 河川 にそのような部分があればもちろん と心桃 え を し て 行 く 坊 と し て の 湖 沼 、 池 で は

る必要があろう 。 である 。河 道 の l幅員によ って 、 渡 渉川 的 性 格 なく、日常生活に溶け込んだ水の世界として

⑤ 維 持 用 水 を持つ部分と、貯留池川 的性格を持つ部分と の存在となる必要がある 。 もちろん何度も繰

特 に 神 戸 市 内 を 流 れ る 河川 のように、流域面 が誕生し、子供が川 の中ほどまで足を入れて り返すが、安全管理函に細心の注意を配るこ

積 が 狭 く 、 延 長 が 短 い も の は 、 雨 天 時 に は 相 水遊びができたり、魚を放して釣りを楽しむこ とは大前提とな っている 。 (角本直樹)
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昭和52年10月 1 日より地質調査業者登録規程実施グ

地 質 調 査 は 当 協 会 の 登 録 業 者 に 。

石原産業株式会宇土企画本部エン ジニアリング部 ft 06-44ト1451 大同ポーリンク株式会社 合 06- 631- 2950

大阪基礎工事株式会社 ft 06- 364-{)1 71 第一建設設計株式会社 合 06-353-3051

株式会社応用地質調査事務所大阪事務所 合 06- 384- 5105 株式会社ダイヤコンサルタン卜大阪支底 ft 06-345- 2400 

株式会社応用地学研究所 ft 06- 385- 36倒 大和工業株式会社 ft 06-45ト2100

川崎地質株式会社大阪支庖 ft 06-倒9-2215 谷垣建設興業株式会社 合 0734- 95- 2519

梶谷調査工事株式会社関西支庖 ft 06- 532-4165 中央開発株式会社大阪支庄 ft 06-538- 3691 

株式会社神谷組 合 0775- 25- 1275 中央復建コンサルタンツ株式会社 会 06- 388- 1993

基礎地盤コンサルタンツ株式会社大阪支社 告 06-443-4951 中国ボーリング株式会社 ft 06- 392- 5171 

近畿ボーリング株式会社 f t075-61 ト5281 地建工業株式会社 ft 06- 363- 0071 

株式会社木村基礎工事京都本社 合 075- 35ト2100 東建地質調査株式会社大阪支庖 f t0722- 65-2651 

株式会社協同ソイルコンサルタンツ 合 06- 628-4560 東興建設株式会社大阪支庖 ft 06- 942- 5795 

京都試錐工業株式会社 公 075-312-0653 株式会社東京ソイルリサーチ大阪事務所 合 06-384-5321

協同ソイルエンジニアリング株式会社 ft 06- 392- 1371 株式会社土質工学研究所 合 06- 864- 0597

興亜開発株式会社大阪営業所 告 06- 37ト9807 東邦地下工機株式会社大阪支庖 合 06- 56ト6061

公成建設株式会社 f t075- 341 - 0501 日本グラウト工業株式会社 合 06- 35ト0562

国土防災技術株式会社大阪支庖 ft 06- 364- 8881 株式会社日さく大阪支庖 ft 06- 352-6531 

国際航業株式会社大阪支庖 ft 06- 35ト1835 日特建設株式会社大阪支庖 会 06- 312-4621

株式会社奥陽ポーリンク 会 06-35ト1590 株式会社 B 本水源撃泉工業所 合 0798- 67-u436

香昌工業株式会社 合 06- 996-7680 日本地研株式会社大阪支庖 ft 06-445- 0008 

鉱研試錐工業株式会社大阪支庖 合 06-44ト3966 日本物理探鉱株式会社大阪事務所 合 06- 582- 8541

サンコーコンサルタント株式会社大阪支庖 ft 06- 385- 1161 日本リサーチ株式会社 合 06- 312- 4001

新都市設計株式会社 合 06- 387-0371 株式会社阪神コンサルタンツ ft 06- 582-6888 

株式会社白浜試錐 合 07394- 2- 4728 富士ポーリング工業株式会社大阪出張所 含 06- 301- 4788

住鉱コンサルタント株式会社大阪支庖 合 06- 364-4701 復建調査設計株式会社大阪支社 合 0726- 35- 1370

株式会社菅基礎大阪支庄 ft 06- 568-6955 古池調査工事株式会社 合 06- 942- 4791

株式会社ソイルコンサルタンツ 会 06- 371 -9138 明治コンサルタン卜株式会社大阪支庖 合 0727- 6ト倒90

大東ボーリング霊泉工業所 合 06一刀 ト1362 ライト工業株式会社大阪支庖 合 06-385-3441

社団法人 全国地質調査業協会連合会

関 西 地 質 調 査 業 協 会

大阪市西区靭本町 1 丁目 15- 3  富士通商 ピル 電話 06- 441一0056- 7

理事長 谷 元 正 敏
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A ベノ 卜杭工事施工現場

- 盗謹z・

西 日 本 建

吾凡

邑又 基 礎 協

ｾ＠
:zs; 

事 530 大阪市北区芝田町111番地 ( 共栄ピル内) 宮 (06) 3  7  4  - 0  2  8  4  

五十音順

株式会社/ 鴻池組 ⑤ 541 大阪市東区北久宝寺町4-27 n  (06)244-3865・3866

昭和基礎工業株式会社/ 大阪支庖 ⑤ 530 大阪市北区黒崎町36 ( 佐々木ピル) 宮 (06) 372-6548 

白石基礎工事株式会社/ 大阪支庖 ⑤ 541 大阪市東区伏見町3丁目 21 ( 春海ビル) 岱 (06) 202-4038 

大洋基礎株式会社/ 大阪営業所 ⑤ 542 大阪市南区順慶町通3丁目 51番地( 麻綱ピル) n  (06)25ト 5969

太洋組株式会社 .w530 大阪市北区梅田町47番地新阪神ビル内 包 (06) 344-2791 

地建工業株式会社 w530 大阪市北区絹笠町50番地堂ピル内 包 (06) 363-0071 

東洋基礎工業株式会社/ 大阪営業所 w550 大阪市西区靭本町1丁目 6番3号( 靭ピル) 宮 (06) 44ト6678

丸五基礎工業株式会社 w530 大阪市北区査屋町2丁目 9( 住生南森町ビル) n( 06) 358- 3601 

壷山建設株式会社 w554 大阪市此花区春日出中 1-15-7 n  (06) 462-1121 

日特建設株式会社/ 大阪支庖 w530 大阪市北区万才町43 浪花ピル n  (06) 312-4621 

三菱建設株式会社/ 大阪支庖 w530 大阪市北区梅田町2 第一生命ピル 宮 (06)341-7141 ( 代)

ライト工業株式会社/ 大阪支庖 w564 吹田市江坂II! Tl 丁目 16-8 n( 06) 385- 3441 

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

37  



38 

あ ら ゆ る 軟 弱 地 盤 に 対 処 す る

コンポーザー工法

コンポーザ一工法は，軟かい粘土や

ゆるい砂の軟弱地盤中に直径の大きな

よく締 った砂杭を所要間隔に振動圧入

し，粘性土にあ っては砂杭と粘土との

相関的安定性を利用した複合地盤によ

り荷重を安全に支持します。

また砂質土にあ っては締固めによる相

対的密度の上昇を図ります。すなわち

サンドドレーン工法のドレーン効果，

パイプ口フローテーション工法の振動

効果，コンパクションパイルの締固め

効果，フリクションパイルの支持効果

とい った粘性土及び砂質土における代

表的な地盤改良工法の諸効果をあわせ

持つ工法です。

CD不 動 建 設 株 式 会 社

大阪本社 . w541 大 阪 市 東 区 平 野 IIIJ 5  - 30 T EL  06- 2  0  1  - 1  1  2  1  

東京本社 . wll O 東京都台東区台東 1 - 2  - 1  T E L  03 - 8  3  1  - 9  1  1  1  



一 一 弛 い 砂 質 地 盤 の 液 状 化 対 策 一 一

バ仇? フロチシヨ

4  芦屋浜 ( AS T M) における施工例

施工深度 Ｑｬ ｾ ＱＲＮＵｭ＠

クイ配置 1. 8 m正三角形

使用骨材 鉱浮パラス ＨＲＰｾＴＰ ｭｭ Ｉ

振 動 棒 30I-Px 13 . 5 m ( パイプロ ・フロット)

水ゼ ッ ト式水平振動型( 上下振動併用)

改良目標 平均 N位 N= 20以上

地 質 調 査

。株式会社 東 京 ソ イ ル リ サ ー チ
振 動 調 査

地 盤 改 良

測 量 設 計

本 ネ土 東京都目黒区東が丘 2 丁目 11- 16 電 話 (03) 410一 7221番号1i >152

コンサルタント

大 阪 事 務 所 大阪府吹田市垂水 ｾｉ ｔ 3 丁目 2 7 - 10 電 話 (06) 384- 5321番 w564

戸邑..... 
業 所 札 幌 ( 011) 221- 7761，名古屋 ( 052) 571- 6431，福 岡 (092) 272- 0566 

建設材料として脚光を浴びる

【高炉スラグ砕石】

< 主な用途>

千 葉 ( 0472) 25- 6604，福

・道 路 用・・・ ・・・ 路 盤 材 ， ア ス コ ン 骨 材

・ コ ン ク リ ー 卜 用 .. . .. .組 骨 材

・ 地 盤 改 良 用

- その他建築用ロックウール製品として

【工スファイノミー】

• 1日ボード・・・・・・・・・ ・・・ 壁 天 井 の 吸 音 ・断 熱 用

・80ボ ー ド ・ー ・・・・ ・・ ・・ 壁， 天 井 の 吸 音 ・断 熱 用

・フェルト. . ..... . .... 壁 ， 天 井 の 吸 音 ・断 熱 用

・スプレエース ・・・ ・・・耐火被覆， 日及音 ・断 熱 用

(欧付ロ ックウール)

山 ( 0849) 31- 6661，鹿児島 (0992) 26- 8497

⑤新日本製鉄化学工業株式会社
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耐 震 設 計 時 代 をリードする

Ｔｾ｣｣ 三 ｽ 附官Ｎ，且

- 曲 げ に 強 い

幽げモーメント

( t  - 1m)  

50 

o  500の2品イ?

100 200 

- 打 撃 に 強 い

・支 持 力 が 大 き い

・経 済 設 計 が 出 来 ま す。

圏 内 圧 抵 抗 が 大 き く 、 特 殊工 法 に 最 適

40  

- く い 頭 の 処 理 が 簡 単 、 確 実

(  2 )  ＼ ぃ ｾｴｩｬ 占 Ｑ Ｇ ， 主 の 場合

- お問い合わせは下記へ

員 ｧｦ ｬＺＺｊｩ 支 霊童亭ｾ帯策豆 電 委釜本土パイル営業本部
東 京 都 千 代 田 区 霞 ヶ 関 3 - 2 - 5 ( 霞ヶ 関 ビ ル 14 F )  n 0 3  ( 507)  7567 - 7579 

札 幌 市 中 央 区 南 1 条 西 4 - 1  ( 日 之 出 ビ ル) 宮 011 (261) 5  3  2  1  

仙 台 市 一 番 町 2 - 3  - 3 2  ( 東一 ビ ル ) n 0222 ( 66)  1  3  3  1  

富 士 市 鮫 島 2 ー 1 ( 富士 建 材 工 場 内 ) n 0545(63)  11 11 ( 内 2525)

名 古 屋 市 中 区 錦 2 - 2 ー 13 (セ ンタ ー ビ ル) n 052 ( 221)  9  6  5  4  

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 2 5 - 1  ( 新大阪 ビ ル ) n 06 ( 347)  3839 - 3843  

岡 山 市 本 町 9 ー 1 9 ( 宇治産業ビ ル 2 F )  n 0862 (33)  0  4  4  5  

広 島 市 基 町 5 - 44 ( 広島商 工会 議 所 ビ ル ) 宮 0822 ( 21)  5  8  8  8  

福 岡 市 中 央 区 天 神 1 ー 10 ー 17 ( 西 日本 ビル ) n 092 ( 721) 7  2  6  0  



昭和52年度・第 2 回若い会員の集い

神戸・北野町を行く

異人館、ローズガーデン

レ ポ ー ト

前日から心配された雨も当日午後にはどうにか

あがり、われわれ40名は 中山手教会に集合した 。

応募者が 150 名にもなりこの企画に参加できた方

は、非常にラ y キーな 人達であ った。 中山手教会

は、タイトルにふさわしい集合場所で、北野町の

南に位置する中山手町の一角に静寂な雰囲気を、

かもし出していた 。

まず、ゲストの坂本勝比古氏によりルートの説

明と 北野町の概要が述べられ、「田T全体と個々の建

物を味わいながら散策しよう」と 言うところで、

ローズガーデンでの講演予定の安藤忠雄氏もとも

に出発した。

この北野町界隈は、神戸開港とともに外国人居

留地 ができ 、近代建築の初期とも言えるもので、

数々の異人館が残 って いる 。 ルートでは、旧ゲン

セン邸日本華僑総会が道路より 一段高い所に堂々

とあり、その奥には、当時の洋館をモデルにした

日本人設計による丹生弘邸がひ っそりと件んでい

一，、ー。

路地を通り抜けた道路は交通量が多く、われわ

れ団体は ー列になり歩いたが、この道に面しでい

るオーバーライン邸は、最近神戸市の援助で外壁

のペンキを塗り直したそうである 。 このような例

は少ないらしく、保存管理の困難な 一面を知 った。

サ y スーン邸、アーポイ邸のあたりからは、急坂

となり、次第に息も j散しくなってきたが、山手車半

線より北の方面は、さすがに静寂な住宅地といえ、

所々で画家の人達が、熱心にキ ャンパスに色を埋

めている風長は北野町ならではのものであ った。

相当高い位置にある「展望塔の家」は、アル ミ

のスパンドレルのようなもので、改造がされてい

たが、現実の洋館保全を見たようで、残念な気持

にな ったのは、私一人ではをいと思われる。

北里子天神の織を下 って行くと、風見鶏のある異

人館として有名な、旧トーマス邸中華同文学校が

あり 、ここでは、内部見学をさせていただいた 。

高い天井と非常に大きな部材と細かなディテール

が印象的であ った。

風見鶏は雄鳥の威勢を教会の発展の シンボルと

したことや魔除けの意味として数多く用いられた

ディテールという説明がされた。つぎにシンプル

な外観と赤レンガのエントツが印象的な、旧 シャ

ープ邸小林秀雄邸の内部見学をさせていただ いた

が、個人の所有であるためか非常に保存状態が良

〈、かつて遠い昔の居留人の生活を偲ばせた。

小林邸から西に進んだ所の、モ ロゾフ邸の前の

小道は、非常に雰囲気が良 く、ア ベ y ク達がロマ

ンを語るのに、恰好の散策路と言える 。現に楽し

そうに歩いていたカ ップルを、われわれ団体が邪

肢を したようで申しわけなく思われた 。上り下り た情報を複す生の情報を生みだすことである 〉 と

の激しい坂を大宮11歩いたためか足が次第に重くな

りがちで、東天閣の内部見学も 11寺聞の関係上早々

に、な ってしま った。時間の割に見るべき物が多

過ぎたように忠われた 。

予定より 20分ほど遅れてローズカーデンでの講

演が始ま った。 レンガの壁が印象的なローズガー

デンは、安藤忠維氏の作品であり、小さな数軒の

ブティックなどがある商業建築である 。安藤氏の

話では、「北里子の特性をいかに継承していくかとい

うことが大きなポイントであ った。」とのことだが、

坂本氏も「歴史的遺物の保存には、多くの問題点

があるが、月並の都市が氾澄している中で、都市

の個性がも っとあ っても良〈、そのための努力は

必要で、あり、歴史的意義のあるものを受け継ぎ、

この地方の人々の生活環境を良くし、北野らしさ

この地方にふさわしい建物を建てることか望ま

れる」と述べられた 。 ヴィスタポイントの高台か

ら神戸の街を見るに 数多くの問題があるにせよ

一 過去ー 現在ー 未来と続く歴史での接点すなわち

現在に生きるわれわれは、未来への逃産としての

北野らしさというものを、何らかの形で残すこと

を、真剣に考えねばならないと思えた。

末* ながら今企画に際してお忙しい中を、散策、講i首iに時

間を害IJ いて下さ った坂本勝比古氏、安藤忠雄氏および、中都

同文学校、小林氏、東天l羽織のご協力に 一同j草〈御礼申 し上

げます。 レポーヲ・中川 (野村建設工業)

ローズガーデン (安藤忠雄) 考

長 渡 光 二 郎

今回の見学会は、双方とも興味深いもののため、

巽人館 ・R G 、(ロ ーズガーデンの略称) どちらも

避けでは考えられず、双方相交えて吐きたい。 そ

うすることは、差し迫 ったわれわれの都市問題を

明解に し、さらには北野町の巽人館群に限らず、

たいとう

広〈頒唐的立場に立たされている歴史物をも含め

て考える幅を持ちえるものと考えるからだ。

3 年ほど前、初めて安藤氏を目のあたりにして

以来、私はその人間性の魅力ゆえに、味見屋ピル

・富島邸・1 ' t 入 ・双生観 ・帝塚山タワープラザ、

等々と安藤氏の大方の作品を片 っ端に見て歩いた 。

そしてその作品の大半が、長谷川尭氏の解説に拠

るところの 2 枚のコンクリート墜に挟まれた聞の

細長い平面の居住空間の形成ーーイ固の空間の確立、

およびショートケーキの上の生クリームと称され

たガ、ラスヴオール卜の形成による同一建築パター

ンを持 っていたのだが、今回の作IR1 もその例外で

ひとさわ

はなく、奨人館の街並に、 一際主体性を含んで生

きていた 。 それは、強いてと生きるミという表現

が相応しいほどに、建物それ自身が備えるミ人絡ミ

とかと生命ミ とい ったものが如実に伝わ ってくる

のだ。 そのことはかつて、安藤氏が 〈建築家とし

ての自己がその主体性を持ちうるのは、操作され

か、 〈近代建築の通俗的にすぎる建築への解釈は 、

建築物と建築家の関わり合い、または建築家の設

計態度という断面での観察に留めているにすぎな

い。建築自身に語らせるときが来ているというの

に〉 と強調したことが十分裏付 けとな って響いて

くる 。確かに、安藤氏のそれぞれの作品を支える

ものは、デザインといったものを超えた建築理念

( 多くの人々はそれをピュリズムと呼ぶ) それよ

りほかにない。不肖、私にも感じられる 。

ある雑誌に著名な建築家が、 R Gのことをしで

ミ彼の建築が本来所有しているように考えられる

墜そのものの論理的な骨格・存在! 惑が息をひそめ

(中田告) . ... . .安藤忠雄らしさの切迫感が余り

感じられないとと評していたが、それは多分、北

野町という歴史の基盤に栂づいてきた建物やそれ

を支えてきた環境に対する安藤氏の思いやりが発

律されたためではないか。現在われわれの周囲か

らミ歴史の痕跡とが一つひとつと消え失せ 、世代

の推移交替が行われている中で、片や北野町 にお

ける世代( 異人館群) と世代 ( R G ) との聞 には 、

呼応こそあれ断絶は 少 しも見当たらなかったよう

に思う 。今回のごとくミ時代の意志とを巧妙に継

承した安藤氏の仕事こそが、発展して地域に注が

れる目を 一層大きく 聞かせ、 世紀末的現象の時代

を越えて来るべき時代の継ぎとなるのではないだ

ろうか。選択文 明 といわれる時代の中で安藤氏は

北野町 における、うまい受けとめ側の建築家とし

て、今後も重要欠くべからざる存在となるに違い

ない。 (丸川建築設計事務所)

異人館のたたずまい

大 屋 真 理

6 月18日、梅雨の中わずかな晴れ間に恵まれ、

巽人館のあるまち北野町を歩きました 。普段は中

に入ることのできない建物を見学できること、そ

して私など他所者にはわからないような裏道を歩

けるのではないかという大きな期待をもっで 出か

けました 。

集合場所の 中山手教会で、北野町の歴史的建造

物をフ。ロットした地図をもらい、坂本先生からめ

ぽしい建物の説明を受けて、さあ出発です。 イン

ド領事館の角を曲がると急勾配の登り道ですが、

平坦な大阪に住んでいる私には坂道も珍しく、両

側が緑でかこまれていて快いせいか、足はどんど

ん進みます。

風見鶏のある旧トーマス邸をすこし行くと 、白

い壁と青い屋根の旧シャープ邸裏に出ます。門を

入 って木蔭でひとやすみしながら外観を 眺 めます

と、青空の下、日の光を浴びた建物が大へん美し

く、 しばし i侍を忘れてしまいそうです。左右二つ

のベイウインドーが外観に変化 を与え、車下裏や窓

上告11の繊細なそれでいて繁朴な装飾に 、設計者の

細やかな 心づかいが感じられます。鮮やかなブル

ー、グリーン、ピンクと茶色で花模様の箔 かれた

ステンドグラスをはめこんだ玄関を入ると、正面

奥に階段があります。曲がりの多い形状が商白〈 、

手摺には細かい彫刻か施されています。階段を上

がると中央に廊下があり、その両側に告11屋がぶら

建築 と社会 / 1977
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さがっているようなプランです。二階南側全面が

建具のはいったバルコニーで、ここからは神戸の

町 や海が見渡され、ゆ っく りと坐 っていたくなる

ような気持のいい空間です。一階ホールのすぐ左

側 が居 間にな っており、ここの天井が大へん珍し

く、壁から曲線をなして立ち上が って います。 ベ

イウインドーは、風通しがよく、 三方から光が入

る効果があるということですが、 外観だけでなく、

部屋としても奥行を感じさせ変化のある空間をっ

くり 出 しています。

見学のあとの講演で、坂本先生が、「神戸のよう

な開発のエネルギーが大きい地域において、歴史

的な建物を凍結した形で保存していくことは非常

に錐しいのではないかと忠、う 。今ならまだ間に合

うのか、それとももう還すぎるのか、私自身も迷

っているところです。」とおっしゃっていましたが、

その言楽の 中に、何 とかして保存していかなけれ

ばならないという熱意と、それが大へん因維であ

るという現実を感じました 。

最近は、高さの限界にのみ挑戦しているかに見

える超高層ビルや、経済性、 機能性だけを追求し

た表情のないデザインの建物は数多くありますが、

異人館を見たときにはっとさせられたあの美しさ

や心くばりのある建物は少ないと思います。古い、

いい建 物がそれにふさわしい環境の中で残される

こと、そして北野町が、単に観光の日Tとしてでは

なく、そこに 人聞が居住していくのにいい町とな

っていくことを願いながら、帰途につきました 。

(大阪市建築局)
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北野町異人館雑感

福山 登

長崎や明治村のように観光客途をせっせと駆り

立てる、あの道化師的な華やかさはないけれども、

神 戸北里子10T異人館には、神戸にやって来た異人逮

が住みついて以来の生活のかおりが建物のあちこ

ちにしみこんで、今でもほんのりと匂 ってくるよ

うな雰囲気が残っている 。細〈勾配のきつい坂道

を上 ってゆく途中に点在する異人館は、近代神戸

の歴史を見つめて風雪に耐え抜いてきた事実を物

語るかのように外壁のペンキは、はがれ、シンボ

リ y クな赤いレンガの煙突はところどころ崩れ落

ちている 。現代建築が建ち並ぶ三の宮界l裂の雑踏

から抜け 出 しで観念的世界へと踏み込んだ私には、

われわれ日本人が持 っている 奨文化に対する 一種

の↑ 童恨の念とは別に異人館からただよってくる娼

婦のごとき怠惰な官能美が感じられ、これらの建

物が愛すべき存在として私の胸の鼓動を大きく波

打たせていることを認識したのである 。

今は中華同文学校の寄宿舎になっているという

旧トーマス邸は、緑に固まれた静かな環境の中に

立ち、レンガで包まれた外皮のと音11に顔を見せる

被雑な小屋組や、尖塔の上に取りつけられた滑絡

な風見知は、現在においては何かアイロ ニックな

表情を待 って私に迫 ってくる。

建物内部の天井が高〈、しっとりとした冷気を

帯びた中央ホールは、階段l吹抜のス テンドグラス

から淡い光がそそぎ込んで、いつの問にか私自身

を個の世界に引き込んでしま っている 。 そしてこ

のホールを中心とする内部空間は、アールヌーボ

ーの i影響を受けているというドアの意匠や、繊細

に意匠が胞された食堂のハッチなどのそれぞれの

ディテールを包含して外部世界から隔絶されたフ

ァンタスティックな環境を作り出している 。

このように見ていく中で私向身の異人館に対す

る愛着がより深まるとともに、生きている異人館

の姿を見たような感じがする 。

神戸の阿にす っかり定着し、神戸らしさの象徴

として存在する北野町巽人館群が、今後とも保存

されて神戸のオリジナルな環境を形成していて核

となることは望まれる 。し かしその保存も明治村

のような、いわゆる骨董品的保存ではなく個々の

建物の中に人間の息 づかいが感じら れる生きた保

存であ って欲しい。 それとともに個々の巽人館を

守るという近視眼的な見方でなく、現在徐々にラ

プホテルなどに侵蝕されている北針町一帯の長1践

を守るというトータルな視点で展 開 していかれる

べきものであろう 。 (岡本幹雄建築設計事務所)

「神戸・北野町を行 <J のスナ ップ写真はあとの( 月間の動

き) 43頁に掲載しましたから ご覧下さい。

日 時 昭 和52年 6 月18日凶

集 合 14 ∞→解散 17 :40

ゲスト 坂本勝比古氏 (神戸市教育委員会社会教育部主幹)

安藤忠雄氏 (安藤忠錘建築研究所)

参加者 54名

(内ローズガーデン見学と講演会のみの出席者10名)

行 程 14: 00→ 16 :00 異人館見学

16 : 00→ 17 :00 講 演 (於ローズガーデン)

17 :  00- 17 :  40 質疑応答・解散
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月間の動き

昭 和52年6月分
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28 日 411寺半 - 41時50分 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本 会 長 ほ か 14 名

殺 事 (11昭 和51年度事業報告承認の件

(21昭 和51年度決算報告承認の件

(31昭 和52年 度 収 支 予 算 承認 の 件

定 時 評 議 員 会

28 日 411寺- 411寺半 於 会 館 集 会 室

出席 者 野々村、高精正副議長ほか 7 評議員

委 任 状36名 古十45名

塚 本 会 長 ほ か 3 J里司王

議 事 (1) 昭和51年度事業報告承認のイ牛

(21昭 和51年度決算報告承認の件

(31理 事 補 選の件

理 事

. 6.  

Z 三

15 日 411寺- 511寺 於 会 館 集 会 室

出席者

議 事 ( 1 1定時評議員会開催の件

(21通 常 総 会 /)flf症の件

(31昭 和51年 度 事 業 報告承 認 の f牛

(4 1昭 和51年 度 決 算 報 告 示 認 の 件

(51理 事 補 選 の 件

(61日本学術会議第 11) 閉会員候補者推せんの

イ牛

(71事務局職員 (編集諜J J . ) 採 用 の 件

(81事務局職員上期賞与支給の件

(91入 退 会 者 承 認 の 件

1101報 告 事 項

編 集 委 員

. 6.  

2玄

10月号編集幹事会

1 日 611寺一 811寺半 於 会 館 集 会 室

出席者 古荘、柳生、十倉各委員

議 事 (1 1  r方恒工材料の 頁 J 9 月号 以降の企画

(2)10月号施工材料特集の企画

10月号第 2 回 編 集 幹 事 会

7 日 6 時 - 8 1時 於 会 館 3 階 会 議 室

出 席 者 野 村委員、河崎委員ほか 3 名

殺 事 (11施工材料分科会幹事の互選

(2110月号「建築における省エヰ、Jレギー化の

方向」特集の只イ本化

(31特集関連広告 企 画

委 員 会

8 日 411寺- 511寺半 於 会 館 集 会 室

出席者 中村委員長ほか 3 名

議 事 (116 月号= 身隊者施設特集経過報告

(217 月号= 照明設備特集経過報告

(318 月号= 埋 立 地 に お け る 構 造 問 題 大 阪

南港と神戸 ポート アイ ランド を例と して

特 集 報 告

(4 19 月号 計画特集に つ いて

(5 )10月号= 建築におけ る省エ ネルギー化特

ts編 集 幹 事 会 報 告

(6 )11月号特集に つ いで

(717 Ｍ Ｑ Ｒ 月号「建築の ｉｉＡｾｊ 新執鋒者

(817 月号以降の表紙 デ ザイ ン

作 品 作 風 小 委 員 会

8  B  51時半 - 71時 半 於 会 館 3 階会 議 室

出 席 者 大 辻 別 委 f. . l 長ほか 3 名

高島屋装飾部商il 回係長、印藤主査ほか

3 名

J義司王I 1 ln十H在日 11寺そのほかスケ ジュ ー ル な ど に つ

いて

若 い 会 員 の 集 い 小 委 員 会 「海外研修」 分 科 会

6 日 611寺- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者 ゲ スト 日本交通公社海外旅行関 西支

宇上山路氏ほか 1 名

森 下 副 委 員 長 ほ か 2 名

議 事 ( 1 17 月号候 補 作 品 に つ いて |  議 事 11 1海外研修視察団の企画について

(218 月号 、 9 月号 および12月号設備特集|苅 I (21訪問先に つ いて

述 の候補作品に つ いて |  国立循環器病センタ一見学打合

広 告 企 画 小 委 員 会

13 日 4 時 - 611寺 於 会 館 集会 室

出席者 .tf ll l . 別委 t. . l 長ほか 3 名

議 事 11 17 月号 照明設備特集臥liill 特 別 広告 の経過

幸Hftコ

(218 月号特 集|湖述特別広告 につ いて

(319 月号 " 住宅関係 H 小 特 集 ( P R 兼用)

の企画

(4110月号 特 集 関 連 広 符

(51  " 最 近の金 物" 小特集、 " サ y シ ・シャツ

タ " 小 特 集の企画に ついて

計 百 分 科 会

14 日 6 11寺- 8 11寺 半 於 会 宣[ ¥3 階会 議室

出席者 鈴木幹事、中村委員長ほか 4 名

;晶司王 (119 月号 計画特集の企画

(21本 年 皮の 汁l面持ts の あり 方

9 月号編集幹事会

21 日 6 時 - 811寺 於会館 一集会 室

出席者 鈴木幹事、延雄特別幹事ほか 5 名

11宝司} 9  }'I  ｪ 号「 ミニ ｂｬ ｉｾ￪ か らタウン ハ ウスへ ｊ (イ反

称、) 特集の企画の具体化

投稿欄小委員会

30 日 41時- 6 11寺 於 会Mt R会 室

出席者 芝山副委員長ほか 3 名

議 事 ( 1 17 、 8 月号経 過 報 告

(21テーマ投 稿 " 建 築 技 術 者への提 言 H につ

いて

教 育 委 員
. 6.  

-z:;;-

第23回工高生デザインコンクール審査委員打 合

2 日 1 時半 - 311寺 於 点 畑 建 築 事 務 所

8 日 10日寺- 1211寺 於循環器病センター

出席者 厚 生 省 木 下 川 妓 官 、 大 林 組 日 程 主 任

ほか l 名

ｊ 高 ｾｊ (1) 当 日のス ケ ジュー Jレ全般に つ いて

若 い 会 員 の 集 い 「建築材料を見る」現 地 打 合

16 日 1  11寺半 - 5 11寺半 於 高 島 屋 工 作 所

出席者 ゲ ス ト ・高島屋工作所約l原 総 務 課 長 、

印 藤主査 ほ か 4 名

議 事 (1 ) 現地工JLi 兄学 およびスケ ジュ ー ル そ の 他

打 合 せ

広 報 小 委 員 会 P R分 科 会

16日 611寺- 8 時 於 会 館 3 階 会 議 室

出席 者 原 兄 、 奥 村 両 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1 1第36回展示写真展示レイアウトほか

(21第37回以降の展示写真について

若い会員の集い小委員会第 6 因 企 画 分 科 会

23 日 611寺- 91時 於 3 階会議室

出席者 森 F副委員長、井本主査 ほ か 3 名

議 事 (1 ) 丹波路を行く・・渠拾いと城下町篠山散策

・・の企画について

(21開催 日時、ゲスト、スケジ ュー J レ、経費

その1ihにつ いて

住 宅 委 員
A

冨

住 宅 ・ 総 務 小 委 員 会

7 日 5 時 50分 一 811寺 於会館i集会主主

出席者 山下、高田、岩本各副委員長ほか 3 名

波事 Ｈ Ｑ Ｑ ｾＱＴ 回よろず相談住宅展開 催 の件

a 会場計画について

b テーマに つ いて

委 員 会

出席者 吉 田審査委員長、斉藤教育別委只長 14 日 5 時 50分 - 7 時20分

ほか 1 名 |  於 北 浜 ビ ジネス会館

汲司王 (1)第23回工高生 デ ザ イ ンコンクー Jレ 審 査 只 | 出席者 小西委員長ほか 14名

選出について | 議 事 第 14巨|よ ろず相談住宅展諸準備等に 関 する

(21募集規定案作成に つ いて |  件

講習会小委員会

8 日 511寺半 - 711寺半 於 会 館 集 会室

出席者 佐々木副委員長、 三 木、若聖子両幹事

ほか 2 名

議 事 (1) 第33回建築工事実務講習会に つ いて

第23回工高生デザインコンク ール募集 規 定 作 成

の 会

14 日 3 11寺- 611寺 於 会 館m会 室

出席者 吉 田智査委n長ほか寝1 ' I f .l 6 名、

委民会 |百l回 ・斉 厳 正 副 委 員 長 ほ か 3

名

議: rj J (1)第23回工高 生 デ ザ イ ンコ ンク ール募集規

定作成に つ いて

事 業 委 員

. 6.  

2玄

若い会員の集し、小委員会 「建 築材料を見る 」企

画 分 科 会

3 日 611寺- 8 時 半 於 会 館 集会室

出席者 ゲ ス ト ・高 島屋 工作所制! 京総務謀長、

住 宅 審 査 懇 談 会

23 日 5 時 50分 一 9 時 於 敦:忠

出席 者 小 丙 委 員 長 ほ か 5 名 朝 日 新聞社 3 名

出 版 委 員

. 6.  

-z:;;-

出 版 小 委 員 会

10 日 正 午 - 11時 半 於 会 館 集 会 室

出席 者 小 林 委 員 長 、 水 谷 ・ 佐 々 木 両 委 員

議 事 技 術 選 合 進 行 状 況

建 築 デ ー タ ー シ ー ト 委 員 会

ポスター、チラ シ打 合 会

16 日 21時- 31時 半 於 会 館地 下編 集 室

出席者 二It村 委員

議 事 (11ポ スタ ー、チ ラシ の 原 稿 と 体 裁 の検 討

(21その他

委 員 会

29 日 511寺半 - 81侍 於 会 館 集 会 室

出 席 者 松 村 顧 問 、 井 上 ・貝 塚 正 副 委 員 長 ほ か
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12名

議 事 11) 各グループの作業進捗状況について

12)ポスター 、チラ シの校 正 刷 及 び 配 布 方 法

について

13)そのほか

法 規 委 員

A .  

M:  

委 員 会

20 日 3 時 - 5 時 於 会 館 集 会 主 主

出席者 越智副委員長、杉村律夫氏 ( 大阪府建

築 指 導 課 ) ほ か13名

議 事 11) 大阪府下の日影規制の条例化の方向

講 師 大 阪 府 建 築 告15建 築 指 導 課 杉 村 律 夫

12)大 阪市の日影規制の条令化の方向

建 材 委 員

A .  

M:  

委 員 会

24 日 5 時 半 - 8  A寺 於 会 館 集 会 室

出席者 招内顧問、山田 ・牧田正日1J 委只長ほか

8 名

議 事 11) ，新建材紹介コーナー」に l刻するアンケ

ートの集計報告

12)建 材協会と の懇談会に ついて

13)  " ポリカーポネイトガラス" についての

検 討

見 学
.L;‘  

M:  

国立循環器病センタ一新築工事の見学会

11 日 2  JI寺- 41時半

参加 者 45名

基 本 設 計 厚 生 省 医 務 局 整 備 談

実 施 設 計 厚 生 省 医 務 局 整 備 諜

附 伊 藤 喜三郎 建 築 研 究 所

工事監理 近 畿 地 方 建 設 局 営 繕 諜

施 工 建 築 附 大 林 組

電 気 近 畿 電 気 工 事 側

空 調 衛 生 他 ( 附大林 組

輸 送 設 備 側 目 立 製 作 所

完成間近い阪急グランドビルの見学会( 第2回)

21 日 2 JI 寺- 4  JI寺

参加者 50名

設計胞工 (附竹中工務応

若 い 会 員 の 集 い

神 戸 北 野 町 を 行 く ・0 異人館、 ローズガーデン

18日 2  JI寺- 51時半

参加者 54 名

( うちローズガーデン以降参加者 10名)

講 師 神 戸 市 教 育 委 員 会 社 会 教 育 部 主 幹

坂 本 勝 比 古 氏

安 藤 忠 級 建 築 研 究 所 安 膝 忠 彼 氏

建 築 6 団 体 会 長 昼 食 会

30 日 正 午- 2 J1寺 於 大 阪 ガ ス ピ J レ食堂

出 席 者 塚 本 、 横 尾 正 副 会 長 他 同 体 会 長 、 支

i W長 、 そ の 他 事 務 局 合 計 20名

建 築 ク ラ 7 朝 食 会

14 日 8 J1;'f - 9  JI 寺半 於大阪グランドホテル

出席者 79名

当日は甲子悶大学教 綬 回中興氏 より「古代史

t の謎、銅鐸」 についてお話を伺った

6 月 の 入 会 者 (敬林略)

〔個人会員 14 名〕

菊 池 光 夫 熊 谷 賢一

塚 口 明 洋 徒、安浮二

平岡 勝 旬 月 隆 治

〔准会員 2 名〕

疑

繊

維

文

一
J

.

正

俊

寓

博

恵

ト

子

川

本

線

井

鹿

中

山

古

川

大 石 広1&

i主旺l栄 次 郎

難 波 敏 広

吉 田 修三

山 |二 庄一
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同上厨房の見学

はるか異人館を見ながら説明をき く

旧ト ーマス邸の室内(ロート

レy クの画が見える)
のシンボル

向上地階空調設備をみる

ローズガーデン正面入口



内 装 不 燃 材

官 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生悶区北長狭通 4 - 1  ( 英和ピル)

電話 相I 戸 ( 331) 0881- 3  

支 底 大阪市北区絹笠町50( 堂ビル 51: 皆 502号室)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市立合区八11時過 1 - 5  (屯話221 2923)  

創 業 50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工 ま で の一 貫 し た 作 業 シス テ ム に よ り 、 漏 水

原 因 を 克 服 し た 理 想 的 な 総合 防水層を 完成 さ

せ ま し た。

・ 奥 山 式 総 合 防 水層 の 特 長

カッパー防水帯

コーパータイト

継 目 が な い / 温 度 変化 による 伸 び が な い/ 腐

らない / 柔 軟 性 に 富 んでいる / 耐候 性 に 優 れ

ている / 製 品 及 び 地 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全 絶 縁工 法 で 施 工出来る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都中央区銀座8-4- 11 電顕03(571) 2703 

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタ ログ進呈

厚 木 出 張 所 厚 木 市 金 田 字 宮 畑 2 5  9 電話0462(21)  6092 

大阪出張所 大阪市都島区都島 中通り 2-3-1電話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町 3- 3 電話052(811)3660

九州出張所 佐 賀 県 諸 富 町 也君首0952(47)2945

豊 か な 経験

最 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本キ 1: 大 阪 市 東 区 IJi i ] 符' "Tl - 12 日生 ビ ル 包 ( 943) 6571代 表

東京 ・ 横浜 Ｎ Ｎ ｾｲｴ 岡 Ｍ 郡山 ・ 水 戸 ・ 浜松 ・ 岡崎 ・ 名古屋 ・ 山山 ・ 大ｩＭＯｴ Ｎ 京行 ＱＱ ・ ＮＡｊＧ ｾ .神 戸 ・広 jゐ・福岡他全問主安打11市
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

46 

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ 郡朝日三業社

本 社東京都港区芝松町 1 -25- 7  電話 ( 434)6171( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川区加島 1 -58-59  電話 ( 302) 2271( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 烏 ・常 { 岡

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・償 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 神 戸

給 排 水 ・ 衛 生

E是 冷 房 ・換 気 設 計施 工

芸 誌 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ん 電 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神戸341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 1吉 大阪市尚氏叫戸堀 l 丁目 10番17号 〒550 ｾＧＱｬＺ， ｬ 古 ＨＴＴ Ｑ )8231 

本 社 *htti f S中央区銀座 2 T Fl 2 番17号 〒104 電話 (535)5251  

支 社 大阪・東京 ・名古屋

支 底 札 幌 仙 台 余 沢 ・ 広島 ー領間

営業所 新潟 天理 岡 山 ・ 高 松 ・ 熊 本

出張所 秋Fl l .  Ｇｉ ， ｾｉ 司・千禁・償浜 ・ 静岡宮 ＱＱＱ ・稲対 銀H.I

京都・神戸 ・鹿 児島 郡 覇

空 気 調 和 般 備

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工 各 種 送 風 機 製 作 販 売

各種 プラント設備

⑪ 株 式S 社 ，，: ' 4J l シ

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281 (大 代)

営業所 東京- 名古屋・京都 ・広島・福岡 工 場 和 泉 ・名古屋

テレ ッ クス . 本社 No. 562ー7688 和泉 工 場 No 538- 5898 

- 給 排 水衛 生 . 冷 暖 房

・ 空気 調 和 設 備

. その 他 管 工事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

⑮ ( 叫 久 孝 事 務 所)

斎 久 玉 業 株 式 会 社 大 阪 支 広

大阪支広 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 06- 443 - 5041 附

東京本社 東京都千代田区大手町2- 6- 2(日本 ビルディング)

電 話 0 3 - 2 7 0 - 7 4 1 1附

営業所 礼服 ・仙 台 ・千葉 名古屋 ・金沢・高松 ・岡山 ・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 広 島 ・ 苫 小 牧

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・衛生水道

電 気 設 備

厨 房

三 機 工 策

ム

環 境 衛 生 施 設

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支庖長 藤 田 初 蔵

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 番 地 電話 大 阪 ( 202) 代 表3071

本 庖 東京 ・日比谷 三倍ピル

支 l苫 名 古 屋 、 福 岡 、 札 幌、 広 島 . 仙 台 、 北 陸

出 蝦 所 横 浜 、 高 松 、 静 岡 、 笠 回 、 岡 山 、 金 沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株ま奮社

大阪支底 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 1 1 3 1  (代 )

本 社 東京都中央区日本橋概殻町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431  ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 札 幌 ・広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。相会社

哩圃. .  

-
-

発 空 調

東京本庖 東京都新宿区西新宿 新宿住友ピル fE話 03- 344ー19日

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電 話 06- 363- 1371  

支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11- 2  11;: 訴052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22 号 屯JM822- 47- 4535

稲岡市中央 区大 名 2 丁目 4 需22号 電話092ー761- 3795 

出 張 所 椴 浜 筒 井 ・京都 ・ 神 戸 松 江 . i中縄

管 工 事 業

@ 協和建設工業株式会社大阪支庖

取締役支府長 西 坂 幸 男

大阪市北|天堂島北 町13番 地 (絞橋千代問 ピル)

郵 便 貯号530 電 話 大 阪 (06) 346- 0721附

著書新日本空調株式会社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 堂 仏 浜 通 1 - 2  5  ( 新大ビル )

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本社 ・東京支庖 東京都中央区日本僑本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03)  279  - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・広 仏 ・札 賊 ・東 海 村 ・北 陸 大 分

空 調 ・衛 生 ・ 防 災

。須
賀 工 業

大 阪市西 区土佐 纏 1 - 2  - 3 0  T E L  0 6 - 441 ー5171

支 庖 東 京 ・大 阪 ・績 浜 ・名 古 屋 ・ 京 都 ・神戸・広島 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千葉 ・静 岡 ・金 沢 ・高 松

出 張 所 仙 台

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑨ 信 研 ; 告1111. xr;;;' :t 

本 社大阪市南区瓦屋町 3 番了68番地( オートセ ン7 ービル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 番

東京営業所 東京都千代 l宣区九段南 2 丁目 2番 5号( 九段ビル 81;告)

郵便番号 102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番
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本社 来季、宣車 車京 都宮正宿区西新宿2-6-1 世田 -344-1851{大仇) 大阪支庖 t >06・203-3721 ( 大

代 j 名 古 屋 支 広 世 田 2-21 ト 1535Ut l 九 州 主 広 古 田 2-43ト2147 宮 築 所 札幌イ山古 ・惜品 ・広

島 押戸 出 張 所 踊 ａ 金 ｒ 大宮静岡 ・盟 国草剤・岡山松山 ー 院本鹿ｾＧｴ島 ・沖縄 ハノコク

j星 ・湿度調整装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 地 工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 w 田 町 3 0  電 話 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 / 内 3- 3- 1( 新 東 京ピノレ)

l li 話 ( 211 ) 8  5  1  1  .  8  5  6  1  ( 代)

仙 台 支 府 仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

包 括 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 支 応 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

電 話 ( 971) 3  6  2  1  

一 般 空 調 設備 ・ 恒 温 恒湿 設備・ ;令 漬冷 蔵 設 備

冷 却 乾 燥 設 備・ 環 境 改善 設備 そ の 他 上 記 に 附

，園、』 帯 す る衛 生 、電気等 一 切 の 工 事 の 設 計 ・ 施 工

ｉｾ イタ布宇 ｕ フヲシト繍王 ＱＸ 続
ヌ々符《 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本 社 大阪市大淀医中津本i J f J l 丁 目 2 昏 J 也 ホ ーコク ピル

干 531 11J: ，治大阪 ( 06) 372- 5171 ( 代表 )

支 1苫 東 京 都 中 央 反 日 本 備本国T 3 の 1 共 同 ビ ル

〒 103 司王 !t' 市 東京 ( 03 )242- 5521( 代 表)

営 蝉 所 制 問 . * " 古屋 J.i::. 偽 札 純 仙 台

空 気 調 和 ・衛 生 設 備 大 阪 ガ ス 指 定 工 事会 社

自主計・ 施工

ガス設備 ・ガス住宅設備 大阪ガス設備機器特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

( 旧三晃空調瓦斯工事部)

本 社 大 阪 市 北 区 木 幡 町 3 4 - 2 電 話 06 - 313ー1846

Z ふ占 立PJJ 大阪市北区木幡町 3 4 - 2  電 話 06- 313- 1846

J2 2 占 立 法 枚 方 市 甲 斐 由 来 町 9 番 3 号 電 話0720 - 49 - 2128  

設 備 部 大 阪 市 北 区 木 幡 町 3 4 - 2  電 話 06 - 313 - 1846

1f 附 寝 起 際 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 番 3 号 電話0720 - 49 - 2128 

H乏 ・冷房 ・空気温温度調主主装置

回 設 計 施 工

高 fi!!: 
童書1

品主ｾ

ー←

大 阪 支 応 大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 I也( 北 阪 急 ビ ル 9 ｾ皆 Ｉ

電 話 大 阪 (372 ) 2  5  1  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

く哩哩型里コ 空 気 調 和 設 iilil

q  設 計 施 工

換気・除塵員又備

東洋空襲工書館繍式会祉大騒安値

大 阪 di 丙 1)( 靭本田T 3  - 1  - 2  7  T  E  L  (  433)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

支 l吉 名 古 屋 ・ 悩 岡

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

お顎西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

設 計 並 施 工

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

辛ヰ土ゑ京都支底 京 都 市 南 区 西 九 条 笠 田 町r 2  0 番 地 の 1

1le話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 (691) 1045  

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37(天満橋北詰 )

電 話 ( 352i  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 支 庖 ]14 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 包 括 ⑬7431- 3  

滋 賀 営 難 所 大 津 市 打 出 浜 13ー 15 電 話 0775 ⑫ 9 7. 3 8

津 営 業 所 津 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 話 0592 ⑫ 3 6 1  0  

@ 這 暖 房 限

ー・F電'ー....

③首途端場幹部:

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 ｅ 司 ｆ 司 Ｚｾ Ｚ ｈｾＺｉ

@平山互業株式会社

大阪市西区江戸棋 ] - 22- 7 T E L ( 441 )附 1994・( 443)附0331

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@ 不ニ熱挙エ納式舎枇

本 底 大 阪 市 南 区 順 応 町 2 - 5 0 ｾ［Ｚ訴 Ｒ ＶＱ Ｍ 2436(ft) 

東京支庖 東京都大田区西馬込 1 - 2 ー 1 電話 773- 1231間

営 業 所 銀 ｉｾ ε Ｎ 浜校・ 京都 ・ 桝 ｉ / ;  li ，¥ 1吋

空気調和設備・ 給排水衛生設備 ・上下水道施設

環境衛生施設 ・公害防止施設/ 設計 ・施工

⑬ 山 田Z 襲 織 富 倉 紅

本社且菅工事事主部大阪市西区京町堀 1 - 6  - 8 世話06(443)8161(大代表)

環境装置事業部大阪市桂川区三津崖南 1 - 1  - 35 電話 06(308Jl 491( 代表)

東 京 支 宿東京都江東医他μ1 - 8 - 4  ( 白川ピ "1 電話 03(侃318421(代表}

名 古 屋 支 盾 名 古 屋 市 中 区 栄 2 - 16  - 13(京極ピ ル) 電話 052(202)ω77(代表)

出 張 所 神 戸 。 悩 岡 ・ 松 山
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電 気 設 備 ⑤

I7Eヨ 草野署員 必= = - . LJ L.  ー....b.

l場 亀 支l 保 亘L

代表以締役 山 本 ↑ 奪 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 品 3 - 3  朝 日 ピ ル

T E L 大 W..( 06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

di 垂 水 町 3 - 3  4  6  

T  E  L  ' こ̂恥<06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  iイ吃)

京 都 市 有 京 区 間 涼 位 喜 志 野 町 2 1  

T  E  L  ，;.; ｲＮ ｾ＠ 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( イ-1;: )

市 中 央 区 旗 院 1 1  4  - 8  

T E L  悩 岡 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 の 頁

社

A

Q

一

A

設 計 施 工

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 位

電気・言十装工事

ー逮

回t次

本

本命士営業所

英

大 阪 市 北 区 高 士 豆 町 16 東 阪 急 ビ J レ T E L0 6- 313- I I OI

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・舞 鶴 ・ 京 都 ・天 理

大 阪 商 ・神 戸 ・広 島 ・四 国 ・九 州

信原菜取締役社長

京 都 営 機 所

品、" I湖福 岡 出 演 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男常 務 取 締 役 支 社 長

大阪市東区高腿橋五丁目 二八番地 電話大阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 ・ 出 張 所 全 国 主 要 都 市 20ヶ 所

電 気 工 事 設 計 施 工

血i
，、.

代 表 取 締 役 林 敏 夫

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ピノレ 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代 )

東 京 郡 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁 目 2 番 地

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一
一
一

株 式 会 社

キ土

底

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

株 式

電 気 工 事

社

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 段雷十 施 工

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

S込 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 区 成 育 三 I トi 五I f i 十七号

宿 泊 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

大阪市城東区成育三丁 H十七喬一号 電話大阪 (932)2869

4芦良県御所市御園通360 1世話御所 (2) 0122 

枚方市山之上凶町 l の l 電 話 紋 方 (43)8659.(44)9232

神戸市葺合[ 夫若菜通六J 1-1六候五号 電訴神戸 (24 1) 5969

ム一

A

信

一

刈中 本 電

本

資 材 倉 庫

奈良営業所

牧方営業所

神戸営業所

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂 ビ ル 3 階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  ( 代)

東京都港区新橋 2 - 1  6  ( ニ ュー新橋 ビ ル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代 )

堺 ・ 千 葉 ・ 宇 都 宮

ネt

応

本

支

庖支

熊 本神 戸営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 相 当l 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

.，n: 話 大 阪 ( 472 ) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東 京 都 品 川 区 西 J i. 反 出 6 丁目 25按 I I 分 ( 悩 仏 ビ ル )

. l t 訴 東 京 ( 49 1) 1746 ( 492) 0182 . 0350 

北 九 州 市 ， ト 合 区 鋳 物 Mj IIIT 2  3 祷 地

1立 話 小 倉 ( 56 ) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 e 千 葉 和 歌 山 t l ，Ii 出

電 気 工 事 設 計 施 工

+土

121 

本

文

社

A

S

A

 

事 株 式

ｾｾ＠四キ本

エ

取 締 役社 長

藤エ太 陽

大 阪 市 桐 島 lベ 稲 島 7 - 22 - 8  

T E L ( 06)  4 5 2 - 1  1  5  1 ( 代)

大 | 阪 市 此 花 灰 島 屋 l ー 1 - 27 

T E L ( 06)  462- 1  3  0  1 ( 代)

ヰ土本

営 業 所

電 力 工 事 本 部
併Ｚ｢ 弛 ｾ ，ｾ斤

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社

中 実

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

田取締役社長

社本

高 千 穂 亀 締 結 式 会 討

取 締 役 社 長 岩 崎 久 雄

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー 10

電 話 大 阪 (06) 3 5 8 ー 1 1  7  1 大 代表

東 京 都 港 区 芝 琴 平 町 3. 4 番 地

電 話 東 京 (03) 5 0 3 ー 0 7 1 8 代 表

福 岡 市 中 央 区 天 神 1 丁 目 10 番 24 号

電 話 福岡 (092) 7  1  2 ー o 1  2  6 代 表

神 戸 078 (351) 6441 鹿 児 島 0992(24)  01 15 

電 気 設 備 設 計 施 工

o  

ヰ土

I苫

本

支

営業所
営 業 所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 勝

取締役社長 平 木 究

大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大 代 表 ( 312 ) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 - 四 日 市 ・神 戸

松 山

電気・計装・空調工事設計施工

司E安t 工 事 ・ 置 十 裟 エ 事 ・ 段 骨 十 施 ヱ

t y卜 薗 気 工 レ ニJ二Y リ レ ヲ 跡 式8 耐A  ネ土

日土

.0  

大阪市北区西線 川町 15 T E L 0 6 - 3 6 4 - 3 0 5 6( 代 )

東京・神戸 ・広 島 ・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・滋1' (

京 都 ・高 砂 - 三 原・徳山・松山・新肘浜 ・福 岡 ・沖 縄

力t本山取締役社長

本 社

支 病

事業所

社本

支 l市

営業所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: = '11 鳶黛零歳月S

電話 大 阪 06( 532)代 0461 <<!!> 550 

姫 路 嘗 喋 所 由臣路 市 北条口 1 2 6 番 地 ( 住 友 生 命 保 険 ビ ル 7 F )  

電 話 姫 路 0792 ( 82)  0999 <<!!> 670 

|  建段省認定の防火材料

⑬ 
ト弓 1 ・ヒューム望

ペン手しーチ・ミ〉1; ーjレ

大 阪 市北 区 与 力 町一 ノー 0

電 話 大 阪 ( 358) 4  0  3  1  

室lセメント系吹付材 ソリ ジ y トスタイン 基材向等 o  0  0  3号

白 |特殊 リシン吹付M ヱ パ ウ オ ー ル 基 材 同 等 o  0  0  3 号

回目 l

アクリル系吹付材 エ パ ー サ ン ド 基材同等 Standard Board&Sl ate 

本 社 大阪市東住吉区駒 川 町 3 - 5 4 電話 ( 0 6 ) 702一7814 - 7  

東 京 事 集 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

. 複層模様吹付材 プレハタイル # 2000

(吹イサタイル) ( セメン卜系凸状 ・カ ッ ト状仕上 げ〉

工マルエポ # 3000

( エポキシエマルション系凸状 ・カット状仕上げ)

⑬ 明 研 化 学 工 業 株 式 会 批

製造発売元 本 社 II} I平i ，n雌 il 中待関 f888併I也 ( 078)928-34561110

営業所 k 似・ r. 川t ・!.Il J;r. . t ; 古川広島山松伺問。 f山台

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川l川川11川11川111川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川l川1111川1川l川川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11 l  

フ タ パ 需 3阪

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

大阪市東区向 1A1僑 2 丁目 9 野村ビ J レ5 階 電 話 大 阪 ( 202 ) 4905

性能はBL認定ガ保証/

その上に画期的に簡単な新工法と

おしゃれなデザインをヨ ドコウガ

加えましだ。

ヨドてすり8L

ヨドヨニマト

“天 ｉ ｉＮＭｾ

E  

--_.....四百 本社 大阪市東区南広町 4 丁目五番地 〒541 f t (伍 ) 245-1111

ー_ I . A.  東 京 支 社 東京都中央区八丁堀 4T 自3番地l号[ 和岡市ヒル) 干 104 f t ( ω} 町 一 1171

h  司ｾ・ ｺ 圃Ｎ 宮 隷 所札視 日匂 ＩＴＷＷＷ 盛岡 ＨＳＸＩＸＱＱＱ ・ 仙台 ＱＲＵＩ 市， ＹＱ " . ) 4128)3784・千葉143)曲 お

・・・園前副 P 描. 東 京 師1)1171 惜，1¥1制 )9123岡 崎 (6】)1281 ・静岡白羽田19・E 山( 32) 混 血

名古屋印川田21 大阪( 21¥)1201 広島付8)2431 ・高位134)3611 晴間( 閣) 回35

宮 崎153)3161
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つ

社

ｾ＠
%t  

j歴柏 原

電 話 大 阪 (471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471) 0  
2  4  

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

ヤ

マ

ト謙

抑

お

吹付・・・に)

| 主材

塗付…に}

| 石綿

完 全 耐 火 )

s，ZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

( 旭化成ミュ- ) レコー卜・セット品 )

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 ー

式

叩

h

s

-
件

木

f

込

磁

議

4

A

S

ウ

司

州

車

問

門

発

売

元

- 会 固 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所
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白進式 !  簡易間仕切テイオィ

オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で，オフィスレイ戸ウトも流動的です。取{ 寸. 取はす

しか簡単なティオは時代の要求にマッチし疋新しい簡易間仕切です。軽くて ，耐性のあるアイヌ

パネル( イソJ ¥ンド36) の表面は 0. 51 %の塩ビ鋼板で椅成され，美しい室内感賞を出しています。

C P AT. 6 件 3

奥村重兵衛株式会社日器 量 器2 i335ag三日
名 古 屋 名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 j 自 オ 讃 6 号 干 451 鱈 語C052) 522 - 5436C代〉

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)  364 - 2059 

年中見ていただ、ける 皆様の見本室

タイル

常設展示場

AM.  10. 00-P M.  5.00 

日曜 ・祝 日 は 休 館

|実|

〆]

11 享 編 著 全 8 巻

日 鉄 筋 コ / ク リー ト構 造 編 ①

回 鉄 筋 コ / ク リ ー ト 構造 編 ②

図 鋼 +構 造 編にD

園 鋼 構 造 編 @
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ロ
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1

v

A

月刊建築技術

(09 月 号 〕

建 設 省 建 築 研 究 所 医 修

年 間 購読 料 ￥8，400(送料含む)

定 価 ￥700 

. 補強土一宅地造成への利用。。 ;菜 r尺喜{ 恵

- 泥水固化工法 + 地中PC壁工法。. . . . ・・・ a ・.. .. 増沢餓男ほか

. 非 対 称 断 面 形 SRC柱の断面算定ー - 若林 実 li 力、

・海外のソーラハウスー ••• ー・ ・・ ・小玉祐一郎

. ネカチィブフリク、ンョン低，成ぐL 、の設計と施工 福屋智亘ほか

・ 日本の住宅技術と住宅産業・ ・・・. . . . . . . . . 一広瀬鎌二

・設計者と現場マンのためのわかる，容接 e ・0 ・・・・・井上 博

- 設 備 ユニ ッ 卜の問題点と今後の動向

. 軽便帯筋力日工機

須 貝 高

芝崎手口男

〔特集号案内〕

・中小規模の鉄骨建築・配筋の要点/ 51 年| 月・特価￥ 780

・躯体生産技術の向上をめざして / 51 年4月 開 制 780

. 建築と接合 / 51 年 7 月・特価￥ 1，300

. 住宅部品システムの普及 / 51 年 11 月特価￥ 1，400

・失敗の実例に学ぶ 1  / 52年 同 ・棚 ￥ 1，000

! : : ご司司〒 160 東京都新宿区北新宿卜8- 1中島ビル 8F

ｾ，＠ j  fi ' 03  <363> 42 11 附 振 替 口 座 東 京o 72417番

巴 ヨ 話 建 築 技 術
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52 

耐定品ち ｾＺＺ Tl IJ I !J 9  Jl J 9J l  

錆びない. ノ

わ れ な い /

燃えない. ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

品 種

オリエンタルメタル ( O. P . M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルスチールライト ( S . T . L )

オリエンタルカラースーパーメタル ( C. S .  P.  M)  

j皮 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V i皮 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ボ 波 V デ ッ キ

用 途 平 板・波板 ・棟包・雨押類 ・谷樋 ・竪 樋 ・軒 樋

ホ ー ン タ イ ト (防 音 壁)

倹気装置 〔モニター ・ベ ンチレー ター・ムーパー・エキソスタ ー(強制 ) )  

鎖 市 ｉｊｉ Ａｊ ｾｊｬｊＹｊｬ 製造掠式会祖
本 社 兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 ー 26松 本 ピ ル 電 話 大 阪 ( 412) 5131代 表

営 業 本 部 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4 電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

東 京 本 社 及 工 場 埼 玉 県 班 長 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42 )  3115代 表

大 阪 支 J吉 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 唐 及 工 場 徳 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 回T 頃 末 電 話 北 九 州 (691) 2831 代

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市中村 区 泥江 町 1 の24第 2 中 経 ピ ル 電 話 名 古 屋 ( 581 ) 2781 代

現場の信頼に応え る 弓 ｲｬＢｾ ・
告I j ロ

ヨ定日口

セ メ ン ト 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン ト 急 硬 ・止 水 用

セメ ン ト 硬 化 促 進 用

セメ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コンク リ ー ト 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非加硫ゴムシート防水用

ウレタン弾性塗膜防水用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 烹 ヲ ー

ヲ ｾ￯ ・ ＮｳＭＭＣＭ

ＷｾＹ［Ｇ＠

' 1守- q L

セメンド起泡・軽量 ・裏込用 %%: : : 1- 1-

場所打抗モルタル混和用 ｚｾ ニ ＷＭｉ￟ｴ

一一 セメン ト混和剤 ・助材綜合メ ーカ ー -

4漂わ緊油脂( 1 : 工事主

亙 Y 東 京飾品川区二葉1- 18- 8 f t 東 京 (787) 1131代表

東 北 支 庖 福島市下里子寺字遠原3- 2 f t0245(91) 1l 31間

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市 大 町 14 - 3 含 0298(23) 1131附

盛 岡営業 所 岩 手 県 盛 岡 市 月 ケ 丘3- 39 含 0196(45) 1331聞

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17- 26 f t  06 (974) 1131 



水に、スキをみせるな。

0 .01 ミリのスキ附 でも 、水 は遠慮しません。

〈日アス〉は 、防水工 43 ひとすじに 50余 年。

この小 さなスキ聞との、長いたたかいを続け

ているのです。 もちろん、 O シグマー トによ

地 区 会 社 名 所在地 電 話

北海道 日本防水総業株式会社 fL帆 rli T  E  L  ( 231)  7  5  1  1代

日本防水総業( 株) 旭川出張所 組川 rli T E L  ( 32 ) 0 0 8 4  

日本防水総業( 株) 割11路出張所 釧 ｬｩｾｲｬｩ T  E  L  ( 23 )  2  0  5  6  

日新建工( 株) 札幌出張所 中L帆 rli T  E  L  (221)  5  0  1  5  

大和工業( 株) 苫小牧出張所
;I![ ，j、牧 rli T E L  ( 34 ) 3 3 5 8  

東 北 日新建工( 株) 仙台支庖 fillf:rli T  E  L  ( 62 )  4  1  0  1代

関 東 伊藤建材株式会社 見 ｛ｾ［｜ｭｨｾ￬ !tU正 T  E  L  (842)  1  4  3  I{I: 

いわき建材工業株式会社 東京r. ! I ' I' tf 区 T  E  L  (385)8153・(389)48-16

春 日工業緯式会社 東京都荒川区 T  E  L  (802)  3  8  7  1代

金岡工業練式会社 見" 正郎新街区 T  E  L  (363)  4  3  4  1  代

北原建材工業株式会社 * 京自11渋谷区 T  E  L  (462)  5  3  .1  1  fl: 

木下工業株式会社 ｾｕ正目 ＱＱ ヰｾｭ 区 T  E  L  (63ι1)  0  8  2 1ft 

協 立工業縁式会社 点京都港区 T  E  L  (433)  1961 創 85

大東スレ ート抹式会社 * 京都足立区 T  E  L  (883)  3  1  3 1f t  

東京;I l ! 青繰式会社 *京r . ! 1荒川区 T  E  L  (803)  3 4  8  1  - 3  

トーフ ジ工業株式会社 M[ 京郎 T 代日l区 T  E  L  (252)  5  9  0  3  

日新建工株式会社 見L京郎淀川区 T  E  L  (803)  2  4  1  1代

日本線合防水株式会社 見tJ;'; r.! 1渋谷|メ T  E  L  (403)  0  1  7  1  代

野 口エ材株式会社 点 Jj'; F，i 1渋谷区 T  E  L  (44'1)  3  5  :l 1  代

務図工業株式会社 点 J; ¥YrII l f t UJ 区 T E  L  (263) 4 8  6  1代

富士工材株式会社 JUJ;'; r.! Ii.I JU区 T  E  L  (634)  0  1  6  1  代

藤; I l ! 青興業株式会社 ｊｕｊ［Ｈ ｲＮＡｉＧ ｉＧｾｦ 区 T  E  L  (362)5697・(369)5697

フタパ興業( 株) 東京営業所 Ｊｾ［｜ｮ 日新約区 T  E  L  (208)  0  2  5  6  fl: 

北条;I l ! 青工業株式会社 !tut: 間l i I 点区 T  E  L  (643)  3  9  6  3  fl: 

マサル;I l ! 青工業株式会社 * 京自Il f. JUI ;正 T  E  L  ( 842)  6  3  1  1代

大和工業株式会社 JUJ;( r.! 1荒川区 T  E  L  (802)  4  7  5 1ft 

渥青建材株式会社 点京都千代日l区 T E L  ( 861) 2 7 0 6 - 8  

有限会社神守建材社 備 if{j':t rli T E L  ( 22 ) 4 2 8 8  

金港;I l ! 青株式会社 的i浜市 T  E  L  ( 421)  6  5  2  1  - 2  

不二防水工業株式会社 横浜 rli T  E  L  (231)  4  4  6  1  

石田建材工業株式会社 ，:';j 的 rli r E L  ( 22) 33 0 1- 3  

石田建材工業( 株) 大宮支庖 ' Hhl i  T E L  ( 53)  12 2 5 - 9  

石田建材工業( 株 ) 宇都宮出張所 下郎日 rli T  E  L  (35)2816 ' (34)制24

涯青建材( 株) 宇都宮出張所 字削' : ; ' ; di r  E  L  (22 )  9  7  3  7  

株式会社奈良屋商庖 水 I'rli T E L  ( 41 ) 5 1 4 1  代

信 越 同和建業株式会社 相i i，むrli T  E  L  (. 15)  2  2  5  1  fl: 

同和建業( 株) 長野営業所 t ahl i  T E L  ( 27) 0 2 9 8  

株式会社仙嶺 松本 rli T E L  ( 58) 3 1 8 7  

北 陸 有限会社折橋政次郎商庖 ， ＺＧＺｩｬｾｾ＠ rl i  r E L  ( 2 2 ) 0 9 9 9  

有限会社小島工業所 ，:' :il ，i. jrl i  T E L  ( 23) 0 :l 9 1  

島屋建設株式会社 イi'i: il< rli T  E  L  ( -12)  5  1  5  1  

石橋建材株式会社 品ill :rli T  E  L  ( 23 ) 0775 '  0885 

協和建材工業株式会社 lpY水rI， T  E  L  ( 45 )  2  2  2  1  f¥ 

三井工業株式会社 静 ｉ［ｻｾ rli T  E  L  ( 85)  9  1  5 1- 2  

.猷臥臥批建払ι肘 i I 設 州;立立

るウ エル ドシステム O 特殊絶縁防水工法( 特

許ストラ イプ工法 ) 0 メルタン防水工法など

の技術と、 完全責任施工 ・年|担保証が私たち

の強力 な武器「 一 一一全国90カ所にも

およぶ〈日アス〉ネットワークの 、水 もモラ

さぬたたかいぶ りに、ぜひご注目くださし、。

地 区 会 社 名 所在地 電 話

東 海 三 信 建 材 工 業 株 式 会 社 J:l紙 di T  E  L  ( 45 )  8  2  I  I  代

大池建工株式会社 名古屋市 T E  L  (211 )  I  8  8  5 代

重喜防水工業株式会社 名古J"I1di T E L  ( 991) 0  I I  I 代

辰己防水工業有限会社 名古屋市 T E  L  (501)  I  4  0  I 代

中央建材工業株式会社 名古Jil !l '; T  E  L  (761)  6  I  8  I 代

東京建材工業株式会社 名古Ji ld'i T E L  (41 1)  6  6  2  I  

東海物産株式会社 '1'，古 Jilrli T E L  (721) 22 11 - 5  

日本建材鋼業株式会社 名古Jilrli T  E  L  (571)  554 1  - 4  

宮崎建材株式会社 名古J:Il di T  E  L  (331)  I  5  3  I 代

近 畿 池 田 渡 青 工 業 株 式 会 社 大阪市 T  E  L  (699)  5757 - 9  

株式会社神原高庖 てi' llrli T E L (拘9) 1433，(旬8)1282

清水興業株式会社 大阪 di T  E  L  (372)  0250 - 3  

日新工材株式会社 大阪市 T E L  (541) 3785 - 6  

日新建工(株) 大阪出張所 大阪市 T  E  L  (541)  1607 - 8  

日本綜合防水(株) 大阪支庖 大阪 di T E L  (361) 047 1 - 5  

フヲパ興業株式会社 l吹日1市 T  E  L  (385)  2  7  8  1代

マルエス工業株式会社 大阪 di r E L  (458) 4841 - 3  

有限会社丸藤商庖 大阪，n T  E  L  (351)  2  I  5  0 代

大島応用化学工業株式会社 Mi 大阪 di T  E  L  (745)  5  I  2  I 代

久下商庖 J;t 自ijl di r  E  L  (311 )  2044 - 5  

東洋建材株式会社 J;f /il5r-1i r E L  ( 361 ) 9  1  7  1  

中村漉青工業株式会社 神戸 di T  E  L  (341) 5884 ， 1223 

棚田建材有限会社 や1'1 ・di r  E  L  (841)  3  5  5  1代

有限会社ミサキ商会 布l:fxlII di T  E  L  ( 22 )  3  9  2  2  

ヒカリ工業株式会社 大阪 rli r  E  L  (395)  I  0  5  1  

国際工事株式会社 大阪 di r E L  ( 211) 6  3  8  5  

中 国 束 中 国 防 水 工 業 株 式 会 社 |畠111. 1di r E L ( 72 ) 1 2 2 1 代

繰式会社三洋妓建 大竹 rli r E L ( 2 ) 5 1 5 5 代

三和防水工業株式会社 1ι μd i  r E L  ( 83 ) 3 3 6 6 代

豊永建材株式会社 1ι 品di r  E  L  ( 61 )  637 1  - 3  

大和工業(株) 広島出張所 l五，1; ;;Jti T E L  ( 71 ) 4 6 8 7  

株式会社巴商会 ' j": ¥ll ，li  T  E  L  ( 21  )  0  7  6  0  

和光工業株式会社 ｴｾｩ ｛ 市 T E L  ( 38 ) 1 3 2  I  

四 国 大 三 工 業 株 式 会 社 ， ＺＮＺｪｦ￭ ｾ 市 T  E  L  ( 51  )  6  8  I  I  代

徳島大三工業株式会社 /.t;，、山 di T  E  L  ( 31  )  4  I  6  I  代

株式会社マルマス河野商底 今治 di T  E  L  ( 32 )  5  0  0  0  ｦｾ＠

株式会社山本商会 ｦ ￭ｾ ｉｊ＠ I  rli T  E  L  ( 31  )  6  2  6  1  ｻｾ＠

大三工業(株) 高知支庖 J::J 知Idi T  E  L  ( 45 )  4  8  0  0 代

九 州 安 藤 工 業 株 式 会 社 制! 日Jdi T E L  (561) 7 0 1 2 代

加茂装備株式会社 制 ｉ ｾ ｊ､ｩ T  E  L  ( 561)  6  2  5  0  

日建工材繰式会社 ｾ［ｩｉ日 ｊ､ｩ T  E  L  ( 741)  6  6  6  5  ｦｾ＠

株式会社工材社 北九州 di T E L  (371 )  1468 - 9  

安藤工事株式会社 長崎県 T E L ( 2 ) 2 2 0 0  

株式会社大二商会 山崎市 r  E  L  ( 51  )  6  I  5  5 代

日新興業株式会社 延岡市 r E L  ( 3  ) 2455 - 9  

株式会社北原建材商会 ｪ 止 ｾ｡Ｚ ［ｬ ｬｩ T E L  ( 23 ) 9395 - 6  

上原建設工業社 i'l' 制st' ，¥ r  E  L  (09889)  (  2  ) 2368 

、h 圃" ， J東巨京者都E 足 立 区 千 f住主東 2 一 2 1  - 2  8  臼 新 エ業 株 式 会 社 内 宜8宝 (日ω82幻)2μ424大 代

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 日 新 工 業 内 包 ( 882) 2424大 代

中 部 支 部 名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り2 19( 舷 阜 正 ビ ル ) 日 新 工 業 名 古屋 出 張 所 内 公 ( 74 1) 6257 f t  

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 3 0 - 2 日 新 工 業 大 阪 支 庖 内 公 ( 329) 7737 代

製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州 支 部 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 ー 2 4 ー 1 0  日 新 工 業 九 州 出 張 所 内 密 ( 451) 1095 代



新しし F ヒューマン床材" シリーズ誕生O

三星アコスティカJレフロアーズと名つ、けました。

初布|の 1"1スウェ ー デ ン か ら や っ て き た ア コ ス チ フ ロ ア 。 この

たび， [FI島のすくーれた技術で 1EIJl' E化 に 成 功 し ま し た 。 これを機

会に ， こ れ ま での「アコスチ J i ジム」を 川途 ))IJ に 分 け ， 新 し い 仲

間 を加わえ て ， ア コ ス テ イ カ ル フ ロ ア ー ズ と 名 づ け ま し た 。付

望 1 ヒューマン jポ 材 シ リ ー ズ の 誕 生 で す 。

この床材は ， これまで の発泡! 刊のな い単 !朽 のベ ー シックタ

イプの! 末材，クッ ンョン タイプの! ふ材とは，ま ったく Wrl の jふ

材で， (1品!j ll控IV:It収'1'1 : ( こすぐ・れた|性能をも っています 。 その秘術 Lt，， 

J' ，L L  、発泡Ｉ刊をサンドイツチした惚イト ｈ ｬ ｦｾ にあります 。 つ まり，

発泡肝が，従来の夕、' / :/ ョンフロアのようなケミカノレ発泡とち

がい，メカニカルに つ くられた級符な辿統 気 泡でｦｉｾ成されてい

るか ら です 。 しかも ，表 ｊｾｉ＿ には，リッ プ ｊ レ Ｈ さざ波 Ｉ 状のすべ 、 り

どめ }JI I工 も し て あ り ま す 。 また J f  ｾ向喰 背ｩＡｦｦｩ 断性， ｕ 況 ｗｉ Ｚ ， I耐久

性，防水性， iM薬，'，，'1'1' 1 : にも，す ぐれており ，消潔な J木 r( [ j をつ〈

ります 。

アコステイ カルフロアース"(;1:， 点 任 あ る 胞 工 シ ス テ ム と と も

に，今， /，ぶ材に求め られて いるあらゆる条刊をン:eviii した長尺床

材 で す 。

ヒューマンスペースを創造する

|予言万ィ刷

学校・一般用

Al C ' 3日i' EIヨ

匡屈

2.8胴 X 184師 X 18m '15色

3.(，001' 1 /  m'  (材 [ J り

病 院 ・福祉周

Al C ' 3日i ' rn

3. 5mm x  lS，l cm x  25 m・7色

'1.800i' I/ m' (材 U '，)

体 育 館 用

Al C ' 3目玉' 開

5. 5mm X  184cmX 21 m' l  ｾ＠

9. 200問 / m' (材D t l

マ同議眼用 園 誌で茜床協組

東京営業所・東京都千代田区岩本町3- 11 - 13〒 10 I n03( 866) 610 1(代) 大阪営業所 ・大阪市西区京町娼1 - 1 0- 5干550n 06( 441 ) 5951 ( 代)

札 幌 宮 日" ( 23' ) 8261 / 仙 台 昔 日222( 22)6413/ 宇 都 宮 古 0286( 22)8264/ 新 潟 宮 0252( 45) 0816/ 償 ，兵 宮 045(681 )  4835/ 静岡 宮 0542(81 )5849 

名 古 屋 台 052( 57 1)6361/ 金沢 H 0762( 31) 5741 / 広島 台 0822( 46) 9436/ 高松 宮0878( 62) 5285/ 福 岡 H 092( 712) 9141

本詳しい資料をご前求〈だき L、


